	目次

友人、福永優太の頭の中と机の中　　　　　　　　　　　　　　　　久奈瀬幸司　　　2
二人桜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬場　康徳　　　10
トモコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野谷理科　　　　14
アイリス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虎矢　八日　　　20
セルロイド・クイーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　村八分蔵六　　  25
コックリさん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上杉Ｊ太郎　　　39
CODE:B　　　                                              　皆月　緑雨　　　42
追想琥珀色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福部 佐太朗　　 47
一人ぼっち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱之字　大　　　61
波間にたゆたう赤い雲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三尺十八寸　　　62
これからのぼくらの関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三倉　忠　　　  74
オーヴァーチュア・オブ・ピュアロマンス?!                     日高春香        91
オーイン祭り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葦川ヨシ　　　　95
成長痛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧里真中        106
俺と幼馴染の些細な物語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野宿良太　　　　113


1

	友人、福永優太の頭の中と机の中
				久奈瀬幸司

　間延びしたチャイムの音が授業の終わりを告げる。黒板に古文を書いていた教師は手を止め、「今日はここまで」と小さく告げるとそそくさと教室を後にした。古文は今日の最後の授業なので残るはホームルームのみである。教室には一日のお勤めをやり遂げたかのような安堵感とくだらない雑談とが広がっており、その少し浮ついた空気の中で各々帰り支度を進めていた。俺も、机に並ぶ参考書やノートをカバンに仕舞い、帰り支度を整える。そして、担任の教師が教室に入ってきて、ホームルームが始まった。担任の教師は普段と変わらず簡単な連絡事項を伝えると、
「中間テストまでもう一週間を切りました。やばいと思う人は友達にノートを見せてもらうなりしてしっかり勉強するように」
　そう言ってホームルームを終わらせた。

　同じクラスの福永が話しかけてきたのは、ちょうど帰ろうとして、席から立ち上がったところだった。
「ねえ秋山君、僕の数学のノートを一緒に探してもらえないかな？」
「なんだよ急に。無くしたのか？」
　俺が聞き返すと、福永は困ったように笑いながら、
「実は盗まれたみたいなんだ」
　と、小さく答えた。
　福永は小学生からの友達で、今でも家族ぐるみのつきあいが続いている。昔から頭が良く、現にこのクラスでもテストの度に一位をとっており、先生からの信頼も厚い。しかし、福永のいいところはそんな頭の良さなどではなく、彼の持つ優しさだと俺は思っている。
「盗まれたってどうして分かるんだよ？」
俺は疑問に思い聞いた。
「うん、今日数学の授業があったでしょ？　その時にはしっかりあったんだ。その後はずっと机の中に入れっぱなしにしてたから、見つからないはず無いんだけど……」
「それが見つからないわけだな？」
「うん、そうなんだ」
　福永は力なく答えた。俺は席に座り直すとどうするかを思案した。正直、福永の話だけでは盗まれたかどうかはっきりしない。本人が気づいてないだけで、どこかに落とした可能性もあり得る。
「とりあえず、クラスに残ってる奴らにも話して、一緒に探してもらおう。もしかしたら、その辺に落ちてるかもしれないしな」
　俺は福永にそう提案した。福永は笑顔になると、
「そうだね。頼むよ名探偵」
　と言った。
「なんだそれは？」
俺は意味が分からず聞き返した。
「秋山君はよく、推理モノの小説とか読んでるでしょ？　だから、バシッと解決してくれるんじゃないかと思って」
「できるか、あほ」
　こいつは頭がいいくせに、たまに訳のわからないことを言う。
　教室をざっと見渡すと数人クラスメイトが残っていた。俺はみんなに聞こえるように少し大きな声で呼びかけた。
「なぁ、みんな。福永の数学のノートがなくなったらしい。誰か心当たりあるやついるか？」
　誰も返答しなかった。どうやら心当たりがある人はいないらしい。
「そうか。じゃあ時間あるやつは探すの少し手伝ってくれないか？」
　俺はもう一度呼びかけた。何人かはうなずいている。どの辺りを探すかを提案しようとしたところ、大きな声がそれを遮った。
「ふざけんな。俺は帰る」
　声の主は神谷だった。言うと同時に立ち上がり、ドアの方に向かって歩き出した。神谷の腰に付いているチェーンのアクセサリーがじゃらじゃらと音を立てる。
「ちょっとまてよ。お前いつもテスト前に福永にノート見せてもらってるだろ。少しぐらい手伝えよ」
　人数が多い方が見つかる可能性も高くなる。なるべくなら多くの人に残ってもらいたかった。
「今回は見せてもらうつもりはねーよ。だから探すつもりもねぇ。毎回見せてくれることには感謝してるが、いちいちうるさくてめんどくせぇんだよ」
　神谷はテスト前などによく福永にノートを見せてもらっていた。もちろん秋山はいやな顔一つせず神谷にノートを見せている。ただその際、福永は神谷に自力での学習がいかに大切かを諭していた。福永は自力でノートをとることがどれだけ役に立つのかという話から、将来をも踏まえた話まで神谷にするのである。無論それは福永の優しさからくるものだが、神谷にしてみればただうるさいだけだったのだろう。
神谷は俺の制止には耳を貸さず、教室を出て行った。そして、「今日はちょっと忙しいんだよね。ごめんね」と言い残し神谷を追うように数人出て行った。
最終的に教室に残ったのは俺と福永、そして池澤、木村、安川さんの五人だった。
「で、いったいどこを探すのさ？　見当くらいはついてるんだよね？」
　最初に口を開いたのは池澤だった。池澤はいわゆる秀才タイプで頭が良かった。福永がいつもクラスで一番の成績を修めて、池澤が二番目というのがこのクラスの常であった。ただ、あまり社交的でなくクラスのやつらと仲良くしてるところを俺は見たことがない。また、少し人を見下すような態度をとるのも周りから好まれない原因だった。
「まさか、学校全体を隈なく捜すなんて非効率的かつ、非論理的なことするつもりじゃないよね」
　池澤が続けた。誰もそんなこと考えてない。
　俺は福永のノートが盗まれた可能性について話すことにした。福永がずっと机に入れておいたと言う以上、ノートを失くしたという可能性は低い。それに、池澤の言うとおり普通に探すのは極めて困難だ。なので、盗まれたという前提のもとで話しをして少しでも情報が得られればいいと考えた。まぁ、そもそも盗まれていたとしたら現行犯でもないので、犯人の特定やノートの発見は難しいのだが。
「さっきはノートを失くしたと言ったが、実は盗まれた可能性がある」
　俺は単刀直入に告げた。福永は一瞬驚いた顔でこちらを見たが、すぐみんなの方に向き直った。
「それは、どういうことですか？」
　安川さんが胸を抱えるようにしながら聞き返してきた。窃盗なんて信じられないという顔をしている。俺は、福永が机にノートを入れっぱなしにしており、数学の時間以外出していないことを話した。
「そうですか。でも誰が盗んだんでしょうか……私にはそんなことする人がいるなんて到底思えないです。何のために……」
　安川さんは頭を軽く俯ける。彼女のかけている大きめの丸い眼鏡が少しずれた。その時、今まで黙っていた木村が口を開いた。
「神谷が盗んだんじゃないのか？」
　一瞬、教室内が静まり返った。グラウンドから、部活動にいそしむ生徒の掛け声が聞こえた。蝉の声もうるさいくらいに聞こえている。窓から差し込む日の光は濃い赤を帯び始めていた。ここにいる誰もが、神谷を強く疑ったのかもしれない。
　確かにそう考えられなくもない。時間が無くて探せないのなら、そう言って帰ればいい。しかし、あのとき神谷は何故か機嫌が悪くなり、悪態をついて教室を出て行った。怪しくないと言えば嘘になる。もともと口は悪いが、あの場であそこまで強く拒否する理由もないはずだ。だが……、
「神谷が盗んだとは考えにくい。盗まれたとしたら、時間は限られてる。それは五時間目の英語の時間だけだ」
　俺は自分の考えをはっきりと口にした。五時間目の英語は習熟度別にAとBの二つのクラスに別れる。そして、それぞれが別の教室で授業するのである。他の授業は自分たちのクラスでやるので盗まれるようなことはない。もちろん昼休みなどは教室内はクラスメイトで溢れかえっているので、福永の机に中をあさったりしたらすぐばれる。つまり、教室に誰もいなくなるのは五時間目の英語だけであり、盗まれたとしたらこの時間の間ということになる。
「五時間目の英語は神谷と俺は同じクラスだけど、特に遅れて来たり、途中で抜け出すようなことはなかった。だから、神谷が犯人とは考えにくい」
　俺はそう断言した。ちなみに、この考え方からいくと俺の方のAクラスは誰一人怪しい奴はいない。つまり、このクラスの奴が犯人ならもう一つのBクラスの奴と言うことになる。まぁ、別のクラスの誰かという線も十分考えられるが、その場合はもうお手上げだ。
「そっちのクラスはどうだったんだ？　誰か途中で抜けたりしたか？」
　俺は福永に尋ねた。福永、池澤、木村、安川さんはBクラスだ。
「確か途中で池澤君が抜けたけど……」
「それはトイレに行っただけだ。そんなことで疑われるのは心外だな」
「ごめん……」
福永はすぐに謝った。別に疑った訳ではないのに、何もそこまで言う必要はないだろう。
「いや、池澤はトイレには行ってないよ。正確には、トイレに行っただけじゃないはずだ」
木村が口を挟んだ。
「俺も池澤が席を立った後すぐに、トイレに行くために教室を出たんだけど、池澤はトイレを素通りしたぞ。その後どこに向かったかは知らないけど、方角的にはこの教室の方だよ」
　みんなが池澤の方を向いた。池澤は顔色一つ変えずに答えた。
「あぁ、それは忘れ物を取りに教室に戻っただけだよ。その後トイレに寄ってクラスに戻ったんだ」
「時間はいつぐらいだ？」
　俺は木村に尋ねた。
「細かい時間は憶えてないけど、授業の後半の方だったよ。授業開始早々にトイレに行くことはないから」
福永もうなずいている。俺は池澤に問いただした。
「何で後半になって忘れ物を取りに戻るんだ？　忘れ物を取りに行くなら、普通は授業の前半のうちに取りに戻ると思うが」
さらに安川さんが口を挟むようにして告げた。
「私、池澤君の近くの席だったから覚えてるけど、机には教科書もノートもあったから、たぶん忘れ物はしてないんじゃないかな……」
　語尾の方は消え入るような声だった。おそらく、池澤を責めているようで気が引けたのだろう。
池澤に視線が集まった。その場にいた全員が池澤の答え待っている。池澤はすぐには答えなかった。少し視線を下に向け、見えない何かを見ているようだった。一分にも満たないほどの静寂の後、池澤は不機嫌を隠そうともせず喚き散らした。
「わかったよ。みんな僕が盗んだと思ってるんだな。なら、確固たる証拠を見せてみろ。僕が盗んだ時の記録を。僕が盗んだ現物を。そんな推論だらけの推理で犯人にされてたまるか！」
　そう言うと、自分の机の上にかばんの中身をぶちまけた。
「僕が盗んだんなら、僕がそのノートを持ってるはずだ。探してみろ」
　池澤は肩で息をしながらこちらを睨んでいた。安川さんはすっかり怯えてしまい、びくびくしながら俯いている。少しの間、誰も何も言わなかった。しかし、俺は言わなければならなかった。まだ、池澤が犯人である可能性が残っていることを。ノートを探してほしいと頼まれた以上、少しでもノートが見つかる可能性があるなら、そうすべきだと思った。そして、もう一息でいけると確信してしまったのだ。
「確かに今お前はノートを持っていないが、どこかに隠していたり、もう処分してしまったりした可能性が……」
「もうやめよう秋山君」
池澤を追及しようとしたところで福永に止められた。いつもより重い声だった。
「みんな、池澤君が犯人だと決めつけてるみたいだけど、池澤君の言うとおり証拠は何一つないよ。それに、秋山君の言った通りだとしても、とても証拠にはならない。もしかしたら、ここにいない誰かの可能性だって十分にあるし、どこかにまだ落ちてる可能性だって全くない訳じゃない。だから、もうやめよう」
　もうやめよう、と福永は苦しそうに言った。確かにこれ以上追求したところで、水掛け論にしかならない。この程度の盗みは、基本的に現行犯じゃないと捕まらないのだ。熱くなった頭が冷え始める。盗まれたノートを探すことなど、もともと難しい話だったはずだ。それが、とんとん拍子に状況証拠のようなものがそろうから、つい熱くなってしまった。本物の名探偵ならそんなことはしないだろう。確実な証拠を見つけるまで冷静に対処するはずだ。俺は、とても名探偵になんかなれないなと思った。
「今日はこれでお終まいにしよう。みんな僕のノートを探すために残ってもらってありがとう。僕は事務室に行って届けられたノートがないか確認してくるよ」
　誰も何も言わずに教室を後にした。木村も安川さんもそして、池澤も。俺は教室に残り、福永が戻ってくるのを待つことにした。窓を開け、グラウンドを見下ろす。グラウンドは相変わらす部活動に勤しむ生徒で活気づいていた。俺は棒高跳びの練習をしている女生徒をぼんやりと眺めながら、何度も落下するバーの音を聞いた。そのうち、福永が教室に戻ってきて、ノートの落とし物は無かったことを告げた。そうして、この事件は未解決に終わった。

　その後、ノートは見つかることなくテストの日を迎えた。福永は「ノートなんか無くたって平気だよ。問題集とかをしっかり解けば、点数とれるようにテストは作られてるんだから」とノートが無くても余裕そうだった。
　あの日以来、池澤や木村達との仲や空気が悪くなった、というようなことはまるでなかった。もともと、池澤とは悪くなるほど仲の良い奴はこのクラスにはいないし、なにより福永自身が何もなかったかのように振る舞っているので、誰も何も言わずに今まで通り過ごした。それに、みんなテスト勉強で忙しかったのも、その一端を担っているのかもしれない。とにかく、何かあるわけでもなくテストを迎え、そしてテストを終えた。
　あの日、最後まで池澤を追求していればあの事件は解決したのだろうか、と今でも考えることがある。仮に池澤が犯人ではなかったとしても、何か隠しているのは明白だった。しかし、池澤をあれ以上責め立てるための確固たる証拠が無かったのもまた事実だった。やはり、あれが限界だったのだろうか。でも、俺は……。
斜め前の方に座っている池澤見ると同時に、授業開始のチャイムが鳴った。チャイムが鳴り終わってすぐに、数学の教師でもある担任が教室に入ってきた。そして、テストを返却し始めた。
「やばいと思う人は友達に見せてもらって勉強してくださいとは言いましたが、しっかりとしたノートを見せてもらわないと意味ないですね」
　全員にテストを配り終えた後、先生はみんなに向かってそう言った。
「sinA=cosA=tanAなんて憶えている人がいるようですが、これじゃ何も計算できませんよ。赤点だった人は来週追試をするので、正しい式をしっかり復習しておいてください」
　そう言って先生は教科書を開き、次の単元を黒板に板書し始めた。なんなんだその式は。
「てめぇ、ふざけてんじゃねぇぞ！」
　授業が終わり、休憩に入ったところで、クラス中に大声が響き渡った。神谷が池澤の胸ぐらを掴み、揺さぶりながら怒鳴っていた。
「てめぇのノートに書いてあったことは全部うそじゃねぇかよ！　てめぇのせいで追試になっただろーが！　どう責任とるんだ？　あぁ！」
　今にも殴りそうなほどの勢いだ。池澤はただ怯え、何もできずにいる。いったい何があったというのか。すぐに、クラスの数人の男子が止めに入って二人を引きはがした。何が何だかわからず突っ立ていると、近くまで来ていた福永が口を開いた。
「神谷君は僕のノートを見て勉強したみたいだね。やっぱり、あんんなの作らない方がよかったんだろうな」
　福永は苦笑しながら言った。俺は訳が分からず、福永に尋ねた。
「なんだよそれ？」
「うん。あの日無くなったノートは、実は僕がでたらめを書いた偽物の数学のノートだったんだよ。テスト前になるといつも、神谷君にノートを見せてるけど、それに頼って自分じゃほとんどノートとってないみたいだったから、少し痛い目見て自覚してもらおうと思って作ったんだ。ノートを借りに来たら、偽物のノートを渡して、一時間くらい写したら、実は偽物でしたってばらして、本物のノートを見せるつもりだったんだけどね。そうすれば、自分でノートをとる方がいいって気づくかなと思って」
「お前、そのためだけに、偽物のノートを作ったのか？」
　俺はあきれて、そう聞き返してしまった。福永が、なにもそこまでする必要があるのだろうか。
「まぁ、作るのには大して時間かからないし、テスト勉強の息抜きも兼ねて作ってみたんだよね」
まさか、あのノートが偽物だとは思わなかった。そして、そこまでして神谷を更正しようとしたことにはさすがに驚いた。まぁ、今回は強烈な愛の鞭となって、身もテストの点数も真っ赤にしてしまったわけのようだが。
今の話を聞いて、神谷がどうして池澤の胸ぐらに掴みかかったのかを理解するのは難しくなかった。やはり、福永の数学のノートを盗んだのは池澤だったのだ。しかし、その際に盗んだのは本物の数学のノートではなく、偽物のノートだったのである。そして、あろうことかその盗んだノートを我が物顔で神谷に渡したのである。それなら、あの日神谷が福永のノートを借りる気はないと言ったことや、池澤のカバンの中から福永のノートが出てこなかったことにも説明がつく。放課後を迎える前にすでに池澤が神谷にノートを渡していたのだ。盗んだノートをすぐ他人に渡すくらいだから、池澤の目的はノートを盗むことにあったのだろう。ノートがなくなれば、福永のテストの点数が落ちると考えたのかもしれない。また、ノートを神谷に渡したのは、下手に持っていたり、学校で処分するよりは安全だと判断したからだろう。さらに、放課後残ったのは、神谷みたいに疑われるのを避けるためだったと考えられる。そして、神谷からすれば、写すノートは池澤のノートでも十分テスト対策になるし、うるさく言われない分都合が良かったのかもしれない。
「でも、帰りの支度をしてる時に偽物のノートが無いのには焦ったよ。誰かがあれを見て信じちゃったら大変だと思って、秋山君に捜索を頼んだんだ」
　ちょうど自分の中で、あの未解決の事件に説明をつけたところで福永が続けた。まったくおさわがせな奴である。偽物のノートを写させるなんて奇妙な方法で神谷を更正しようとしなければ、こんなことにはならなかったに違いない。こいつは頭がいいくせに、たまに訳の分からないことをする。
　福永と話しているうちに、池澤と神谷の二人は落ち着いたようだ。各々が自分の席についており、クラスの雰囲気も通常のものに戻りつつあった。すると、何を思ったか福永は神谷の席に向かった。俺も慌てて追いかける。
「なんだよ？」
　神谷は落ち着いてはいるものの、やはり不機嫌だった。人のノートを写したとはいえ、赤点をとったのだから仕方がないことなのかもしれない。福永は持っていたノートをおずおずと顔の高さまで持ち上げると、
「神谷君、今回のテスト範囲の分のノートとってないんだよね？　　僕のノート見る？」
　と言った。今手に持っているのはもちろん本物の数学のノートだろう。自らノートを見せると言ったのは福永も責任を感じているからに違いない。神谷は一瞬こちらを睨んだが、すぐにそっぽを向くと、
「これからは自分でノートとるよ。もう誰も信用なんねぇし」
　と、小さく答えた。


二人桜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬場　康徳

私は、幼馴染の純が大嫌いだ。いつも適当で我儘で素行も悪いし、、、でも、強引が何よりも嫌いだ。
「花見に行こうぜ」
夕方の電話での開口一番がそれだった。こいつは何言ってんだか。そもそも来年受験なのにそんなことしてる時間ないじゃん。
「……なんで？」
「え、別にいいじゃん。どうせ受験って言ったってまだそこまで本腰入れてないんだろ？　なら行こうぜ。十八時三十分にいつものとこな。」
「ちょっと、純………切れてる。」
……ほんと、あいつは強引だ。
結局断っても後が面倒くさかったので行くことにし、自転車で花見会場の稲荷神社に向かった。……て、確かここ凄くきつい坂のぼんなきゃつかない場所じゃん！
「ねえ、純。この坂のぼるの？　他の坂にしようよ……」
「なんだ沙耶怖いのか？　高三のくせに。いつまでガキなんだよ。」
ついでに言うと私はこいつのデリカシーのなさも嫌いだ。
キコキコキコはーはーはー、額に汗を滲ませながらこの坂の頂上に着いたのにあいつは既に下りに入っているようで姿が見えない。帰宅部なのにどこで手に入れたんだか、その脚の筋肉。
いくら下り坂が楽とはいえ周りは森で電灯がないのは上りと同じ。車があまり通らないから安全だが急なカーブが多いので余りスピードが出せない。……この時期に怪我なんてしたら笑えない。
春先の風はまだ少し寒かったが少し汗をかいた私の顔にはとても心地良かった。
すこし下ったあたりでにぎやかな声が聞こえてきた。会場が近い。
森を抜けるとそこに美しい光景が広がっていた。辺り一面に桜が咲き誇り。多くの出店がでて賑わっている。
「うわぁ、きれい。」
近くに自転車を止め私も境内の中に入っていく。
「いよ、遅かったじゃないか。何してたんだよ？」
「何って、あんたね女子と男子じゃ筋肉に差があるんだから遅くなるにきまってるじゃない。って、あんた何飲んでんのよ。」
境内の柱によっかかったあいつが近くの出店で買ったと思われるビールと焼き鳥をもっていた。
「うめぇ～！！　どうだ？　沙耶も一杯やるか？」
「飲むわけないじゃない私達未成年よ。それにあんた、見つかったらまた停学になるわよ。」
「そう固いこと言うなって。折角桜を見に来たんだからさ。酒飲みながら夜桜を見ないなんて逆に桜に失礼だぜ。」
ほんと、これだからこいつが嫌いだ。


ふー、ようやく穴場についた
社の裏にある少し大きな木の上に登り辺りを見回した。子供のころからよく一緒に此処を使うけど毎回この景色には感動する。
　それにしても、此処からみる桜は本当にきれいだ。今回ここで桜を見たのが初めてだが今までここで花見をしなかったことが悔やまれるぐらいだ。
「ねえ、純。ほんとここから見る桜って綺麗だね。」
「ああ。」
目の前に広がる桜を見ながらそう答える純は、いつになく穏やかで懐かしい顔をしていた。普段見ない表情なだけにドキリとした。なんだそんな表情もできるんじゃん。

人々の喧騒のなか桜を見ていた。あいつは相変わらずさっきと同じ表情をしている。そんな表情を見ていると思わず私はあいつのことが本当に嫌いなのか疑問に思ってしまいそうだ……！　いや、嫌いに決まっている！　あんなやつ。
　そもそも、もう十数年も幼馴染やってる相手の誕生日すら覚えてないなんて酷過ぎる。さっきの電話だって実は少し楽しみにしてたのに……今年はもらえるかもと思って少しアプローチしてみた私がばかみたい。
　
　花見をして少したったが正直私は少し飽きていた。いくら綺麗でも何十分も見ていると飽きてくる。というより感動が薄れてきた。
そんな時だ。
ドオォォォォォォン！！　パチパチ！
「きゃ。」
びっくりした……いきなり目の前に花火が打ちあがった。
「びっくりしたか？　実は今日さ、夜花火大会が近くの河川であってな。ここからだと良く見えるだろ？」
「………もう、そうならそうと言ってよ。凄くびっくりした。」

花火が上がる上がる。その度にオーだとかワーだとか声が聞こえる。
ただでさえ桜が綺麗なのに花火が一緒だとますます綺麗だ。桜の背景に様々な形や色の花火が咲く。
　しかし、しばらくすると空は煙で一杯になり花火が鮮やかに見えない。ふと、あいつの表情が気になった。あいつは……相変わらずの表情だ。一体なにを考えているんだろう？

花火大会も終わりに近づいてきたらしく沢山の花火が上がった。もう煙なんか構わずにバンバンバン上がる上がる。・・視界から花火が消えることのない状態が一分位続いた。

「なあ、沙耶」
「何？」
「一つ沙耶に言い忘れてたことがあるんだけどさ、………一週間遅れたけど沙耶誕生日おめでと。」
「え……覚えてたんだ。」
「あ、当たり前だろ。べ、別に今までだって一回も忘れたことなんかないよ。それよりさほらこれ、誕生日プレゼント。」
「あ…ありがとう。」
「中見てよ。」
「そ、そうだよね。中見るね。」
ぶっきらぼうに渡された封筒を開けると中には遊園地のパスポートが入ってた。これ、前に私がさりげなく行きたいって言ったところ。
「え……純これって。」
「この間沙耶行きたいって言ってたろ。それ、来年の春まで有効だからさ大学合格したら一緒に行こうぜ。」
「合格したらって、…あんた何言ってんのよ。あんた今のままっだったら大学合格どころが卒業すらあやしいじゃない。」
「うん。だからさ俺卒業できるように頑張るし、大学も一生懸命合格するからさ。だから……」
「…………」
「沙耶っ」
「……渡すのが遅いの馬鹿！」
「ごめん。」
「それに、渡すんなら包むなりなんなりするでしょ！　気が利かないのよ。」
「ごめん。」
「それに、それに、何で私なのよ。」
「ごめん。」
「そこは謝る所じゃないでしょ！！」
「ごめん。でも、俺は沙耶と行きたい。いや沙耶とじゃなきゃ行きたくない。」
「………っ。」
「沙耶。」
「……ちゃんと、ちゃんと合格すること。そうね、そしたらそんとき考えてあげる。」
「…おう！　約束だぞ。」
　その時純が見せた笑顔は今まで見たことがないくらい輝いていて、思わず赤くなった顔を隠すのも忘れて見入ってしまった。


私はあいつのことが嫌いだ。いつも適当で我儘で素行も悪いし我儘でデリカシーもないし…………でもちょっとだけ、ほんのちょっとだけだけどあいつのことを見なおしたかな。

そんな春の一日。


トモコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野谷理科


ああ、終わっちゃった。
「ケイスケ、あなた時間は大丈夫なの？」
　テレビを消すと、キッチンからお母さんの顔がひょっこりと出てきた。
「へーきへーき」
「トモコは？」
「え？」
「夕べは大雨だったから、トモコ散歩に連れてかなかったでしょう？」
　てっきり、待ち合わせの時間のことかと思った。ユウジくんと遊ぶ約束。公園で野球をすることになっていた。
　日曜日のアニメを時間ギリギリまで見ていたボクは、ふと時計を見る。胸がそわそわとした。あと三分のうちに自転車に乗らなきゃいけない。
「えー、夜行けばいーじゃん」
「ダメです」
　キッチンからダイニングにやってきたお母さんはボクを睨んだ。とっさに廊下へ目を向ける。扉のガラス越しに、ふわふわのペットシートのなかでじっとしているトモコが見えた。糸みたいに細い目。　　指がちいさく動いた。
「ほら、トモコも気持ちよさそうに眠ってるよ」
「玄関でおいでおいで、ってすれば跳ね起きると思うわよ」
「そんなわけないじゃん……とにかくっ、もうユウジくんの家に行かなきゃいけないんだから、ぼくはムリ」
「本当に夕方に帰ってくるんでしょうね」カチカチ。時計の針は止まらない。
「当たりまえだよ、もう、うるさいよっ」バットとグラブをしまったバッグを背負い、扉をあけ、ボクは玄関にむかう。
「お母さんに何てこと言うの！　ケイスケ、こらっ」
　うしろから赤鬼みたいな声がした。いつもいつもボクばっかり怒るんだ。ふん、だ。
　玄関に座り、くつを履く。すると、すぐ近くで足音。わ。ドキン。　胸がちぢむ。お母さんだ。殴られる。瞬間に、ふりむく。目にうつる。
　そこには、トモコがいた。安心して、ため息が出た。
「トモコ、おいで」
　手を伸ばす。じっと、ボクを見つめる目。天窓からふりそそぐ朝日がトモコの顔をてらした。頭に、光の輪ができる。天使、みたい。
　ボクはふいに、トモコがかわいそうになった。バッグを下ろす。
遅刻、しちゃうな。まあいいや。ユウジくんには会ったらあやまろう。
「ほら、トモコ、外でようよ」
　けれど、ボクの呼びかけに、トモコはぼうっとしたまま応えない。
　パン、パンと手を叩くと、顔をふせて、またペットシートの上に戻ってしまった。
「ちぇ、せっかく行く気になったってのに」
　ボクはむっとした。時間もムダにしてしまったし、トモコがボクをバカにしてるように思えた。
「ボクの親切も知らないで」
　バッグをつかみ、今度こそボクは家を出た。
　自転車に飛び乗ると、ぐっとももに力をこめて、走り出す。足を止めずに、ボクはひたすらこいだ。車がよく行き交う大きな通りをそれて、静かな住宅街にはいる。そこを抜けると、校舎が見えてきた。車と人に注意しながら、ハンドルをきる。校舎沿いの通りに出た。
　ぶつかってくる生暖かい風が、前髪をバタバタとゆらした。視界のはしに、ちらっと紫色がうつる。
　校庭の脇にある通りには、ボクたちのクラスが植えたアサガオの花がズラリと並んでいるのだった。
　ユウジくんは家から五分くらい歩いて学校に通っている。ユウジくんちまで、もう、すぐ。ボクは立ちこぎをやめる。同時に、熱い！　　思わず目をつむる。サドルはフライパンみたいに熱かった。じゅじゅう、とお尻から音が聞こえてきそうだった。午前中だから、と油断した。でも大丈夫。すぐに慣れた。
　ボクは目を細めて空を見上げる。太陽は頭の上でギラギラとボクを睨みつけ、真っ白な雲のちいさな塊がチラホラと浮いていた。
　視線を脇にうつすと、フェンスの編み目のひし形が次々と視界を流れていく。すると、建物から突き出るようにくっついた、消火器が入った赤いケースが見えた。ボクは目をこらす。ちょうどそのケースの前あたりに、ボクは自分のアサガオを植えた。赤い塗装がはげて、茶色のサビが目立つケースの足元に、日の光を照り返す青葉がしげっていた。
　そのなかに、ボクのアサガオはいた。
　花が開いていたら、今日は超ラッキー。閉じていたら、超アンラッキー。とっさにボクは考え、答えを探した。それは、すぐに見つかった。いつもの場所で、枯れて、いた。

　　　　　　　　　　　　＊＊＊

　駐車場の砂利道に自転車を止め、呼び鈴をならす。リンゴーン、リンゴーン。ボクの頭に真っ赤なりんごがうかぶ。
　間もなく扉が開かれ、ユウジくんのお母さんが顔を出した。
「ユウジくんのお母さん、おはようございます」
「あら、たしかキミはケイスケくん。おはよう」
「ユウジくんいますか」
「それがねえ、さっき出かけちゃったのよ」
「え！　どうして？」びっくりした。
「カードゲームをやるから買ってくるって……」
ユウジくんのお母さんはまゆげを八の字にしてボクに言う。カードゲームだって？　聞いてないよーもう。
「今日は学校で野球をやるつもりだったのに」
「今日は暑いから、ケイもそっちのほうが良いて言って聞かなかったのよ」
「そんなあ、勝手だよー、ボクそんなこと思わないよ」 
「ごめんなさいね、でも、ユウジもイジワルでやってるんじゃないの。分かってあげて、ね……？」
　勝手に決めちゃうなんて、ユウジくんひどいよ。
家の中からたんたんたん、と音が聞こえた。
「あー、ケイくんだあ」
ユウジくんのお母さんのうしろから、妹のメグミちゃんの顔が飛び出した。メグミちゃんはにこにこ笑っていた。
「ヤッホウ。こんにちは、メグミちゃん」
「ほら、メグはお熱あるんだから眠っていなさい」
　あれは階段をおりる音だったんだ。ということは「へえ、二階なんだー」
「もう六歳だからね、ユウジと二人で使ってるの」
「ええ！　いっしょの部屋に？　ケイスケくんはお世話が好きなんだね。ボクはマネ出来ないや。それにうちは玄関だよー」
「うん？　ケイスケくんちは妹さんいたの？」
ユウジくんのお母さんはじいっとボクを見つめた。答えようとしたボクに「あ、そうそう、ユウジね、すぐに帰ってくるわよ」とあわてて付け足した。
「うん、でも、ボク帰る」
ユウジくんのお母さんが困ったような顔をした。今度はボクがあわてて付けくわえる。 
「グラブとバットを家においてくるよ」
「いかないでよー」メグミちゃんが駄々をこねだしたので、ボクはポケットに入っていたプリンのお菓子をあげた。

もと来た道をもどって、うちの前に到着。また使うのでガレージにはしまわない。自転車からおりると、ぽん、と蹴ってスタンドを立てる。だらだらと体から出てくる汗でシャツはもうびちょびちょ。　服も変えたいな。お母さんに出してもらおう。ひんやりしたドアノブをつかんで開けようとすると、ガタン、と何かにひっかかる感触。
「あれ、鍵がかかってるや」
ボクが出発したあとに、お母さんが出かけたみたいだった。
「なんだよもー、サイアク」
　アサガオも枯れちゃってたし、ユウジくんはどっかに行っちゃったし。なんだか、今日はうまくいかないな。
家の鍵をもってないボクはどうすることも出来ない。とりあえず
座って待つことにした。おおきな黒アリが玄関のタイルの溝を歩いていたので観察することにした。
白いタイルにポタポタと汗が落ちる。つぎつぎに黒い丸のシミをつくっていく。
黒アリはタイルを下ると、地面に開いた巣のなかに入っていった。
お母さんが育てている庭のいろいろな植物にさんさんと太陽の光がふりそそぐ。夏草の茹で上がったみたいな匂いが、ボクはちょっと嫌だった。
そうこうしているうちに、門の開く音が聞こえてきた。
「あ、お母さん！」
「どうしたの、何かあった？」
「何かあったじゃないよ、早くあけてよ」ボクがそう言うと、お母さんは目を細めてじっとボクを見つめた。ボクは気づいた。 
「トモコ？」
お母さんのすぐうしろにいたトモコは、ハアハア、と暑そうに口を開けていた。お母さんが散歩に連れてってあげたみたいだ。
「あなたが行かなかったから、お母さんが散歩に連れていきました」
「え！　ボク夕方にゼッタイ行くって言ったじゃん」
　ボクは怒った。どうしてユウジくんもお母さんも、みんな勝手なことをするんだろ。うまく、いかないなあ。
「あなたが夕方に行こうと心で思っても、トモコは自分がいつ散歩に行けるか分からないの」
お母さんは怖い顔をしてボクに言う。
「かわいそうでしょう？」
「でも、だって、ボク、やっぱり散歩行こうと思って、トモコを外に出そうとしたけどイヤイヤってして、動かなかったよ」
「本当に？」
「ホントだよ！　トモコだよ！　トモコがいけないんだよ」
「トモコは散歩に連れてってもらえるんじゃなくて、お外に追い出されると思ったんじゃない？」
「あ」
そうだったの……？　トモコはそんなことを考えていたのかな。ボクが、わるかったのかな……。
「ケイスケ、いい？」
「相手の気持ちをようく考えないで、自分の勝手で決めてしまうのは」 お母さんはボクの頭に手をのせた。
「イケナイことよ？」
「……ごめんなさい」
　ユウジくんがボクにだまって勝手にカードゲームを買いに行ったのと同じことを、ボクはトモコにしちゃったんだ。ひどいことをしちゃったんだ……。
「トモコの気持ちを考えようとしたことは、お母さんはとても良いことだと思うわよ」
そう言うと、お母さんはボクの頭をなでてくれた。
アイスがあるから食べようか、とお母さんが言って、ボクもうれしくて家にあがろうとしたとき、真っ青な顔をしたお父さんがきた。
「いい加減にしてくれ！」
おおきな低い声で、お父さんは言った。青鬼みたいなお父さんは、
ボクが見たことがないくらい怖い顔をしていた。おでこに緑色の血管がうきでている。
「あら、どうしたの、お父さん」お母さんがボクのまえに立つ。
「離婚だ」
「何てこと言うの！」
「お前は、一生許してくれないだろう。お義姉さん……秋子も地元を出て誠意を見せたのに」 
お母さんはなにも言わない。
「間違えていたんだ。智子の母である秋子が出て行って、智子の父親である俺だけが、前と変わらずのうのうと暮らしていいはずが、なかったんだ」
「そんなことないわよ、私、もう平気よ」
「ふざけるなッ！！」
怒鳴ったお父さんは靴棚の上においてあったプリンのお菓子をつかむ。
「こんなものまで丁寧に買ってきやがって……犬用だと？　ふざけるなッ」
ボクはメグミちゃんにあげてしまったことを思い出した。犬も食べられるんっだったら、メグミちゃんも大丈夫だよね……？　トモコも食べてるし。心配になってきたなあ。
「とにかく、智子を連れて、俺は出て行く」
　お父さんはトモコの手をにぎり、乱暴に扉を開けて出て行ってしまった。
玄関の扉がゆっくりと閉まる。お母さんは長いため息をついた。
「やっと邪魔ものが消えたわね」
「お母さん……？」
「でもどうしようかしら、ペットがいなくなっちゃったわ」
「ごめんなさいお母さん、ボク、これからはちゃんとお世話するよ」
「そうよね、生き物を飼うことは、教育上とてもいいことなのよね」
お母さんはボクに聞いた。
「じゃあ次は、ワンちゃんにしようか、それともネコちゃん？」


　　アイリス
虎矢　八日

　フロアにはバッシュのスキール音とボールのバウンド音、さらにはナイシュー、ファイトーという声が響いている。
　練習メニューは至っていつも通りだったが、それでも俺は練習に新鮮味を感じていた。というのも、学校の体育館の天井をへこませた（見た感じ大きさ的に、バレーボールっぽい）やつがいたらしく、修理のために工事が入っている。ついでだから、と床板も張り替えているようで、体育館を使用する部活は、ここのところ近所の市民体育館を借りたりしていた。
　自分が所属しているバスケットボール部は、地区センター付属の体育館を借りていた。コートが一面しか取れないから、断然学校のものよりも狭いが、贅沢を言っている場合ではない。練習させてくれるだけありがたいと思おう。
「翔吾、次は何だって？」
「ああ、次はツーメンでラストのシュートがジャンプショット縛りだって」
「マジかよ、俺最近ジャンプショット調子わりーのに」
「はは。そういう時は数撃ってどうにかするしかないって」
　まあ、それは本当にその通りなんだけどな。俺だってついこないだまでスリーポイントがスランプで、撃っても撃っても入らないからフォワードやめてセンターにポジションチェンジしちまおうかと思ったけど、朝練でしつこく撃ってたらどうにかなったからな……。康介はタッパもあるし、フィジカルも強いからいいセンターだから、早く調子を戻してくれないと困る。
　練習も中ごろになって、一旦休憩となった。俺はトイレに行こうとして、フロアから出た。
　いつもなら目につかない入り口のガラスのドアの向こう、今日は何故かそちらに視線がいった。
「…………？」
　一人の女の子が、こちらを真剣に見つめていた。
　いや、見てたのは俺じゃなくて、フロアの中？
　若干気になりつつも、俺はさっさとトイレに入って用を足し、練習へと戻った。
　スリーメンを終えてふと入り口を見ると、女の子はまだこちらを見ていた。しかし、俺の視線に気付くと、女の子はくるりと背を向け、足早にその場を立ち去っていった。
「おーい、よそ見してどしたん？」
「ん、いや。そこで女の子がこっち見てたから」
「はあ。言われてみりゃいたかも……？」
　康介は気づいていなかったようだが、練習が終わってから更衣室でその女の子の話題を出すと、何人かは気付いていたようだった。
「でも、どうしてこっち見てたんだろうな？」
「さあな、でかい男がわらわらいたからもの珍しかっただけじゃねえの？」
　キャプテンを務めている真太郎（通称シン）はそう言うが、珍しいだけで見ているなら、あんなに思いつめたような表情はしない。不思議に思いながらも、もう二度と会うことはないだろうと思い、その場では女の子の話題を流した。

　しかし、次の週の同じ曜日、彼女はまた同じぐらいの時間に入り口から少し離れた位置でこちらを見ていた。
「シン、ほら」
「あ？　あ、ほんとだ」
　彼女はやっぱり俺達の様子に気付いたのか、またその場からそそくさと立ち去っていった。
「あっ……こないだもあんな感じで帰っちゃったんだよなあ。こん中の誰かに用事があるんだったら、声掛ければいいのに」
　次の週も、その次の週も彼女は来ていて、こちらが存在に気付くと帰る、その繰り返しだった。さすがに毎週来ていると、部員みんなが気付いたらしく、練習が終わるとその子の話題で持ちきりだった。
「最初に見つけたの翔吾だよな？　今度声かけてみたら？」
　康介が揶揄気味にそうのたもうた。
「ばーか。何か期待してるんだったら康介が声かけてみろよ」
「えー。俺はモテモテだからいいんだもん」
「よく言うぜ。彼女いない歴イコール年齢だろ」
「うわー耳が痛い！　やめろよしょうちゃーん」
　俺と康介のやりとりに、更衣室は爆笑の渦に飲まれた。康介にあんなこと言ったけど、俺も今まで彼女いたことなんかないんだよな。康介の言うとおり、声かけてみるかな……。
　それからも、女の子は毎週同じ時間に来ていた。
　そして、今日は地区センターの体育館での最後の練習だった。体育館の工事も終わり、来週からは本当に通常通りの練習ができるようだ。
「ショウ、今日もいるぜ」
　シンが例の彼女に気付かれないよう、最小限の動作で伝えてきた。最近は部内でも俺がいつあの子に声をかけるのかという雰囲気になってきて、確かに俺も一回ぐらいはと思うものの、踏み切れていないのが現状だ。
　……あれ。この子は、今日がこの場所での俺達の最後の練習だってことを知らないんじゃないか……？　毎週来てるってことは少なくともバスケが好きなんだろうし、もし来週も来て俺達が練習してなかったら、あの子はがっかりするんじゃなかろうか。
「出来たら、声をかけてみるよ。いや、俺チキンだから期待しないでほしいんだけど」
「何言ってんだっての。試合の思い切りの良いスリーポイントを撃つときの気持ちでいけよ」
「言う方は楽だよなあ……」
　今日は珍しく、あの子は長居していた。自分のことを話されているのに気付いていないだけかもしれないけれど。
　ゲームの準備ができるまで、俺はシューティングをすることにした。不器用な俺は、誇れる武器はスリーポイントしかない。それだって、他人よりちょっと確率がいいってだけだ。スタメンを保つためには、空き時間もシュートを撃ち続けなければいけない。
「！」
　シュートが入った後、回転が悪かったせいか、手元にボールが戻ってこなかったため、ゴール下までボールを拾いに行くと、こちらを、見ていたはずの女の子が。
　泣いていた。
「おい康介、ちょっとこれ持っててくれ！」
　少々乱暴に康介にパスを出し、ボールを預けた。康介は戸惑っていたが、しっかりパスを受けてくれた。
　逃げられないうちに、急いでドアを開けて彼女の方へ走った。さすがに彼女も俺が近づいてくるのに気付いて、いつも通りにフロアに背を向け歩き出していた。
　けど、俺から逃げたいんだったら、走るべきなんじゃないのか……？　もしかして、この子、走れない…………？
「ちょっと！」
　走らない相手にこちらが追いつけないわけがなく、肩を掴んで彼女を呼び止めた。振り返ったその瞳は潤んでいる。やっぱり、泣いていたんだ。でも、どうして？
「あっ、えっ、と、そんな、練習の邪魔する、つもりはなくて……」
　彼女はぐいと袖で涙を拭ったが、次から次へと涙は溢れてきている。
「大丈夫？　これ、使って。汗まみれだけど……」
「すみません、ありがとうございます」
　タオル持ってきてよかったー！　ティッシュにしようかと思ったけど、タオルにしておいてよかった！
　っと、そんなこと思ってる場合か。ちゃんと、何でここにいたのか理由を訊かなきゃ。
「毎週来てくれてたよね？　あんな遠くからじゃなくて、別にフロアに入ってくれても良かったのに」
　そう言うと、彼女はぷるぷると頭を振った。
「ダメ、なんですっ……あれ以上近づくと、本当に、バスケがしたくてたまらなくなるから……！」
「ショウー？　ゲーム始まるぜ……ってその子」
　いきなりフロアを飛び出して、なかなか帰ってこない俺を、シンが迎えに来てくれた。
「あー……んっと。とりあえず練習観ていくか？」
　わしわしとシンの大きな手が、彼女の頭を撫でた。それで少し落ち着いたのか、今度は小さく頷いた。懐の大きい男は違うってことか？　ちょっと悔しい。
　フロアに戻ると、部員たちはざわついていた。が、そこはキャプテンのシンがきっちり締めた。
「見学の子来てるけど、いいとこ見せようとか思ってケガするなよ！　五対五いくぞ！」
　ゲーム形式の練習の間、彼女は目を輝かせてコート場を観ていた。思ったとおり、バスケ大好きなんだ。この子。
　クールダウンのランニングを終え、ストレッチをしつつ、バッシュの紐を解いていく。すると、彼女がとことことこちらに歩いてきた。
「すみません、タオルありがとうございました。使いますよね、これ」
「う、うん。ありがとう」
　受け取ったタオルで汗を拭いた。あんなに嬉しそうに観てくれるんだったら、もっと早くに声をかければよかったな……。
　ストレッチを終えた人から、三々五々更衣室へと戻って行く。俺は少しだけシュートを撃ちたくて、人が捌けるまでストレッチを続けていた。本当は利用時間の関係であと十分で体育館を明け渡さなくてはならないが、今日に限ってあとの利用者がいないために、多めの利用時間が取れていた。
「シューティングするのか？　体を休めるのも大事だから程々にな。お先に」
　シンがフロアを出ると、この場には俺と彼女しかいなくなっていた。
「あの、さ。さっきバスケしたくなるって言ってたよね」
「あ、はい……」
　俺の言葉に、表情が曇る。攻撃しちゃいけない場面なんだろうけど、泣きながらシューティングを見られていた俺の方としては、何か、なんでもいいから理由が欲しかった。
「私、気付いてたと思うんですけど、全力では走れないんです。バスケの試合で、前十字やっちゃってて。リハビリでなんとか選手に復帰はできたんですけど、そのあと同じ足のアキレス腱も切っちゃって……医者に、もう諦めろって言われました。なんとか、ごまかしながら、体育の授業程度ならできるように回復させたんですけど、前と同じ様に、全力でコートを駆けるのは出来ないんです。バスケやりたくなるのが辛くて、体育館には近づかないようにしてたんですけど、たまたま、本を返しに来たときに皆さんが練習してて、それで、気付いたら毎週見に来るようになってました。羨ましかったんです、きっと」
「……そっか。辛いこと言わせて、ごめん」
「いえ！　大丈夫ですから！　シュート練習が一番練習の中で好きで、ショウさんが撃ってるの見たら、ちょっと泣いちゃいましたけど」
　弱々しく、にこりと笑う彼女に、抱きしめたくなる衝動にかられるが、それをぐっと抑えた。
「私がアキレス腱やったの、インハイ予選前日だったんです。私も一緒に戦いたかったな……」
「じゃ、じゃあさ」
「？」
「インハイは無理だけど、インカレ……インカレには、俺が連れて行ってあげるよ！」
　うわあ、言っちまったよ俺！
「えっ……本当、ですか？」
「うん。保障は出来ないけど、連れていけるように努力する。シューティングももっと頑張る」
　俺はそっと彼女に向かって小指を差し出した。すると、彼女の細い小指が、俺の差し出した指に緩く絡んだ。
「指きりげんまん！」
　ああ。笑うとすごく可愛い。女の子には泣き顔よりも笑顔っていう文句をよく聞くけれど、本当にその通りだ。
「そうだ、名前は？　俺は、石上翔吾」
「私の名前は――」

【ＥＮＤ】


セルロイド・クイーン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村八分　蔵六

「わあああぁぁぁぁっっ！」
彼女がその声を放つのとほぼ同時に、テンプルのあたりに衝撃を受けた。恐らく肘だったと思う。その衝撃は頭蓋骨を通り抜けて脳に届き、いい感じに振動させて意識を頭の外側に追いやった。そこで記憶は途切れている。それが私と凛雅さんとの初遭遇であった。

その時はまだ４月であった。その春は冷涼な日が続いていたので、４月の中頃まで桜の花が残っていた。その桜舞うなかで、大学に入学したばかりの私は、多くの新入生がそうであるようにサークル巡りをしていた。飯にありつき、人との話し方を覚え、大学生をやっていくための情報を得る。そんな処世術の幾つめかに、『Riot』なるサークルに辿り着いた。そのサークルの活動内容は、一言でいえばわけのわからないものであった。各員が際限なく企画を持ち込み、そのうちいくつかを実行し、それを出版物なりwebなりで形にするというのが概要である。その企画というものは多岐に渡り、ここら辺一帯の飲食店の格付けから東京の野生動物の分布調査、文芸・時事批評、ゲーム攻略、創作、４コマ漫画、果ては過去の戦争における戦略評価にまで及び、見せられた会報はカオスの権化であった。『Riot』も他のサークルと同じように新歓の飲み会を催していたので、いつものように当日の夕食を確保するために参加することとした。その酒席に、一際目立つ女性がいた。彼女は相葉凛雅といった。身長は175~6㎝といったところで、端正な顔立ちをしていた。正中線の入った立ち方をしていたので、その長身を存分に見せていた。厚い黒のウェリントンを掛けた端正な顔立ちと相まって、どこか中性的な雰囲気を醸し出していた。実際私が女性だと判断したのも、結い上げた髪と、その体形（とりわけ豊かな胸部）からである。
宴は近くの居酒屋チェーン店で行われた。理系の大学ということもあり、やはり男女比は偏っていた。それでも他のサークルよりは女子の比率が多かったので、その一点で傾き始めていた。ある程度飲み会の空気に慣れてきたところなので、周囲を観察することにした。新入生たちははっちゃけて自己アピールをする者、寄合を作る者、早々にアルコールに敗れ戦線離脱する者などと、最早自分の目には見慣れつつある光景を晒していた。先輩方はあまり飲まず、手の空いている先輩がサーチ＆デストロイ方式でひっきりなしに新入生にサークル活動の概要を話したり、新入生の時間割に講義の出席確認の有無、難易度などにチェックを付けたりしていたりした。さて、そんな中でも凛雅さんのいる周囲はそのような空気は流れておらず、新入生や先輩方が寄っては離れを繰り返していた。恐らくその威容とアルコール消費のペースのためであろうと思った。ピッチャー1~2杯分のビールを開けた後に醸造酒→蒸留酒という流れは、新入生どころか、聞いたところ全体的にあまり飲めないらしい先輩方をも戦慄させていた。
そんな光景を見ていたせいで酒が進んでしまい、私もそれなりに酩酊してしまっていた。入学してしばらく経つが、これまでの洗礼のおかげである程度は自分のアルコール処理能力の限界を自覚しているとは思った。結果からすれば、度を超えていたようであった。凛雅さんの周りの状況は相変わらずであったので、「サヨナラ、男子校的社会」などとわけのわからぬ決心をして近づいていった。
「お隣失礼しまーす」
と、酒が入ってテンションの上がった状態で隣に座った。凛雅さんはグラスに入った泡盛と氷が織りなす光の屈折現象に見入っていて、私が隣に座ったことに気付かなかった。
「あのー」
と声をかけようとしたところで凛雅さんが不意にこちらに振り向いた。至近距離で目が合ってしまい、互いに硬直した。その状態が数瞬続いたのち、凛雅さんが硬直と沈黙を破った。
「わあああぁぁぁぁ！」
そう喚きだしたとき、自分が不用意にも凛雅さんの制空権内に入ってしまっていたことに気付いた。刹那、自分の側頭部に衝撃を受けた。受けたあとに体に力が入らなかったことから、マズいもらい方をしたと思った。薄れゆく意識の中で、凛雅さんが取り乱した時の表情も形容し難く魅力的であったこと、打撃が座ったままながら上半身のひねりを加えた本格的なものであったこと、あのプロポーションの中に相応の筋肉が内在しているであろうことなどを思いながら沈んでいった。

何者かに頬をペチペチと叩かれて、闇の中から帰還した。目を開けると、先輩の一人が顔を覗きこんでいた。村中さんというらしい。村中さんは私が目を開けるのを確認すると、安堵したように溜息をついた。
「大丈夫か？」
私は起き上がり周囲を一瞥した。自分と同じような新入生の死骸がいくつか見えた。皆はアルコールによるものだろうと思った。
「びっくりした。相葉さんがいきなり大声をあげるから何かと思ったが、話を聞いてみると驚きのあまりいいのを見舞ってしまったらしい。たぶん軽い脳震盪だろう。考えようによってはアルコール中毒とかじゃなくてよかった。」
村中さんは続けた。その横では凛雅さんが申し訳なさそうに座っていた。もう宴も酣らしく、先輩方は清算や戦闘処理に追われていた。村中さんは事後処理があるといい、これからの活動予定が記載されたビラを渡し、新入生は（健康な者に限り）解散とされた。
居酒屋を出て夜風に当たり、深呼吸したり軽くジャンプしたりして酔いを醒ましていた。痛みは残っておらず、脳震盪の後遺症もなかった。残ったアルコールを追いやるために水を買い、飲みながら駅へ向かっていく他の新入生を見ていた。
「申し訳ありません」
その声の方に振り向くと、凛雅がその巨躯を申し訳に無さそうに縮めていた。
「気にしないで下さい。酒の席では無礼講ですから。」
「いくら無礼講とはいえ徒に人を傷つけたり人の気分を害するような真似は許されません。それに私はこう見えても武道を少し齧っていましたから、大事に至ったらどうしようかと思ったのです。こういうことを言うと警戒を招くだけなのですが」
こう見えてもと凛雅さんは言ったが、失礼だが私はイメージ通りだと思った。打撃や筋肉の件も納得がいった。運動するときにその豊かな胸部がどのような動きをするのかが気になったが、押し込めた。
「大丈夫ですよ。俺も高校のときに多少ハードなスポーツやってましたから。怪我とかそういうのは日常茶飯事ですよ。それにこちらにも落ち度はあります。レディに不用意に近づいてしまった。」
「私は、またこういうことを言うと引かれるのですが、女子高の出で、あまり男性と話すのは慣れていないのです。ああまで接近されたことも初めてなので、取り乱してしまいました。」
凛雅さんは酒の影響で必要以上に委縮し、自虐的になっているようだった。
「それではなおさら悪いことをしました」
私もそう言って頭を下げた。
落ち着いたので駅へ向かう。その時に並んで歩いたのだが、やはりその身長は気になった。私の身長は167㎝前後なのでより一層高く感じた。
「身長どのくらいあります？」
その質問をしたあとで、凛雅さんが少し思いつめた顔をしたので、また不用意なことをしてしまったと思った。
「この前の測定で176㎝。…こんなに必要なかったけどね…。小さいころからずっと木偶の坊扱いされてきたし。実際そうだったんだけど。武道やったときには少し役には立ったけど、やめちゃうと、ね。おまけに目つきとかもきついから、他人に威圧感と警戒心与えてばっかりで。バイトで塾講師やってるんだけど、子供たちがやっぱり明らかに警戒してるし」
凛雅さんは少し自嘲気味に言った。酔いのせいか、急に砕けた口調になっていた。言ったあとで少し気まずそうな顔をした。
「凛々しくて素敵だと思いますよ」
私がそう言うと、凛雅さんは申し訳なさそうに照れ笑いをして応えた。
「すいません。気を遣わせてしまって」
「本心ですけど。俺はもっと身長欲しかったですけどね。出来るポジションが限定されちゃってたから」
そうこうしているうちに駅が見えてきた。
「凛雅さんは高田馬場方面ですか？」
「そうだけどその呼び方はちょっと」
「素敵な名前だと思うのですが」
「これまで名前で呼ぶ人がいなかったから。それに自分では名前負けしてると思ってるし」
「そんなことありませんのに。駄目ですか？」
「まあいいや。許可しとく」
私は凛雅さんが読んで字の如く凛として上品な人だと思ったが、口に出すとまた機嫌を損ねるかもしれないと思ったので、封じ込めた。
「古河君は反対側？」
「はい、国分寺のほうです」
「じゃあここで、ってことになるのかな。あとアドレスとか送ってもらっていい？」
携帯を操作しながら言ってきた。
「赤外線でいいですか？」
と返すと、凛雅さんの方も準備が整っていたので互いに送信した。
改札をくぐり、それぞれのホームに向かう直前に、凛雅さんが嬉々として語り出した。
「あのさ、入るサークルとか決めた？私このサークル入ろうかと思ってるんだよね。緩いし、色々適当なこと出来そうだし。本当は適当なこと、読んでる本のこととか、好きな映画とか、好きなジャンクフードとか、アマゾン川流域の生態系とかいろいろ話したかったんだけど。さっき言ったようにあまり話し慣れてないからさ、飲んだら話せると思ってたら飲み過ぎちゃって結局話せなかったけど。あんな真似しちゃって本当に申し訳ないね」
言い終わると、電車の時間が来ていたのか凛雅さんは会釈をしてホームに向かっていった。
私は『Riot』に入る決心をした。

さて、斯くの如くして私は『Riot』の一員となったのであるが、その実態にいささか戸惑っていた。『Riot』の活動の実質は雑談であるが、部員たちの発する利根川のように出でては流れ去る膨大な情報量に中毒をおこしたからである。その利根川の中から情報を掬い取り、自ら膨らませて形にするのだと先輩の中の誰かが言っていた。そんな私を尻目に、凛雅さんは個性を発揮し出していた。雑談において凛雅さんは千葉繁のアドリブのようにB級グルメ、国内における鮭科の分布、自然と文明は相容れぬ存在であること、日露戦争から太平洋戦争に至るまでの日本軍の退廃、足尾銅山鉱毒事件による渡良瀬川周辺の汚染の現状と国の対策などを滔々と語っていた。私はモノを語る場に於いてここまで活き活きしている人間を初めて見た。これらはかろうじて拾うことが出来たもので氷山の一角であり、実際にはもっと多い。その情報量に、新入生はもとより先輩方も次々と中毒を起こしていった。村中さんはそれに対抗すべく、武力による問題解決は常識的な手段でありそれを放棄しているのは日本人だけであること、屠畜の忌避感の論理的解釈、スラムの地理的傾向、進化論に対しての創造論者の攻撃、経済的ヒエラルキーとアルコール度数の相関などというさらに不毛でカオスな情報を嬉々として発し、二次災害を引き起こしていた。
凛雅さんが遺憾なくその才を発揮して、その日の活動は終了した。カオスな議論に終始して、今後の方針などを決める間が無かったらしく、新入生にはネタを考えてくるよう指示を出されて解散となった。私はまだ中毒が抜けていなかったので、同様の状態にあった同級生を何人か捕まえて喫茶店で夕食をとって調子を戻すことにした。そんな事情を知ってか知らずか凛雅さんがそこに合流した。
喫茶店内で各々注文を終え、何か話し始めるかに思われたが、互いに日が浅いので、まずは軽く当たり障りのない話題を振ったりしていた。そうこうしているうちに、注文が来た。凛雅さんはその巨躯に違わぬ量を注文していた。理系の学生は小食な者が多いとは思っており、実際にここにいる者の殆どがそうであった。例外が凛雅さんであり、運動部員の新入生が苦闘するような量をこともなげに平らげていた。凛雅さんは運動部上がりだとか、燃費が悪いだとか、これだけ食べてやっと体力が維持できるとか燃費が悪いとか嘯いていた。巨躯というのも、何かと不便なものらしい。
皆が食べ終え、そのしばらく後に凛雅さんが平らげて、ようやく議題に入った。新入生たちは先ずこのサークル（の一部）は正気なのかと唱えだした。皆の目には幸か不幸か入らなかったようだが、凛雅さんの表情が曇った。それに気付いていないので、該当すると思われる人物がいるにも関わらずに続けていった。私は会話に参加せず、凛雅さんの顔色を窺うことに終始していた。会話の内容はこのサークル（の一部）に対する不満を出しては徒にそれをあおるというだけのもので、不毛だと思っていたからである。
会話がその方向にシフトすると凛雅さんは無表情になり、暇を持て余し始めた。不毛な談義がひと段落ついたところで、凛雅さんはみんなにネタは出そうかと切り出した。皆は空気が一変したのでそれに対応しかねたのか白けた空気を醸し始めた。暗に空気読めと言っているのであろう。私としては不毛な議論に対応しなかった（出来なかったしする気が無かった）ので、皆の醸した空気にうんざりした。凛雅さんが鱸科の魚の分布について話し始めた。案の定皆はおいてけぼりであった。私は接点を作るために食い下がってみたが、凛雅さんが空気を読んだらしく、それ以降を引っ込めたので今回はこれでお開きとなった。
帰り道にて、話が通じたことに気を良くした凛雅さんが、週末にネタ出しに行かないかと声をかけて来た。このとき私は心の中では全力で尻尾を振っていたと思う。凛雅さん曰く、都内を歩いているとネタがよく湧き出るのだという。私は都民だが郊外に住んでいたので、ここは先達の者として区民の凛雅さんに従うことにした。具体的にどこに行くのかと聞いたが、そのとき考えるとお茶を濁された。本人曰く、感覚で動いた方がいいネタが出るのだそうだ。

午前十時、市ヶ谷。新入生にとって大学生活があわただしく感じられたからなのか、それとも待ち遠しさのあまり上の空だったからなのか、その日は存外早くやってきた。喜ばしいことに快晴であった。凛雅さんは定刻通りに、カットソーの上に黒と銀のスカジャンを羽織っただけの簡素（といっても羊の頭骨が刺繍されているせいであまりそう思えない）な格好で来た。簡素な格好ほどスタイルが反映されるものだが、そのあたりは見事なものである。アップに纏めあげた髪と黒のウェリントンはそのままだった。集合場所に市ヶ谷を指定したのは、市ヶ谷フィッシュセンターなる有名な釣り堀があるからだと言っていた。取りあえずその釣り堀に釣り糸を垂らしながら思索にふけり、今日の、ひいては今後の予定を組むのだという。
受付で遊漁料と釣り具代を払って入場する。のどかで、天候のせいもあり、ほけーっとするには最高の環境に思えた。玉に通過する中央・総武線の音すら心地よい。私は郊外に引っ込んでいたこれまでの生活を思い出し、急にアーバンな生活になったことに軽く感動していた。先達の者である彼女の指示に従ってポイントに着く。凛雅さんは手際よく道具を用意し、練り餌を付け、水中に投下した。私もそれを真似して送り込み、浮きを眺めていた。
「この辺には防衛省の本部があってね、終戦間際に畑中や井田の徹底抗戦派が駆けずり回ったり、極東国際軍事裁判の舞台になったり、戦後になって三島由紀夫が押し入って演説した揚句腹を割ったりと、色々あってね。そんなことを思うとさ、何の変哲もない、ただの都会の風景だけど、目に映るモノが『意味』とかそういったモノを持ったり持たなかったりしない？とっ」
凛雅さんは浮きに目をやりながら嬉々として語り出し、浮きが消し込んだのを見ると竿を立てた。次の瞬間水面が爆ぜ、手慣れた手つきで暴れる鯉を手元に引き寄せ取り込んだ。
「すみません、日本史選択しなかったもので、そういうのはちょっと…」
そのうえ、東京の郊外に引っ込んでいたので意味を含んだ風景などそうそうお目にかかれない。想像力を働かせても、田舎に道路が出来て、産業が発展するといった程度のものしか浮かんでこなかった。
「靖国神社にでも行ってみる？あそこならここから近いし、結構な展示があったはずだし」
「俺は無神論者です」
「私もよ。古河君、引いてる」
その言葉を受けて浮きに目をやると、小刻みに振動していた。刹那、水中に引き込まれ、あわてて竿を立てる。勝手がわからなかったので、しばらく鯉が暴れるにまかせ、消耗したところを確保した。
「鯉ってのは今では日本全国にいるが、もともとは関西からの流入種らしい。関東では外来魚ってやつさ。また鯉は雑食性で生命力が強いから、流入された場合には度々生態系を破壊する。一度近所の河川を見てみるといい。鯉だけが闊歩しているような状況だったら、そこではほかの生物が駆逐されてる」
針を外す私を横目に、思い出したように語った。確かに近所の川は鯉がいるばかりで、ほかの魚や甲殻類はおろか水際の植物さえ消えていたことに気付いた。
「そういえば、小さい頃からそれがあるべき風景だと思い込んでいました。今思うと死んだ生態系だったってことですね」
「まあそういうこと」
かような会話の応酬が続いた後、凛雅さんが釣りに集中し始めたので、こちらもそうすることにした。浮きを凝視していると、集中し過ぎたあまりに外界が静止し、動いているのは自分と魚と水面だけではないかという観念に囚われた。なるほど、凛雅さんが釣り堀に来ると思考を促されると言っていたが、それが実感できた。しかし、ネタは出てきそうになかったので、このままではらちが明かないと思ったので、状況の打破を試みた。
「凛雅さん、ひとついいですか」
「なあに」
「今日これからどうするんです」
「朝飯は食べた？」
「そういえば、まだです」
「じゃあここを出たら、近くにお気に入りの店があるんでそこに行こう。そっから先はそこで話す」
と返され、互いに浮きを凝視する作業に戻った。
そうこうしているうちに時間は過ぎ、次の目的地に向かうこととなった。釣り堀を出る際に釣果を計量したのだが、凛雅さんには倍以上の差をつけられていた。
釣り堀から数分歩いて、お洒落なカフェらしき場所に着いた。なんでもここはハンバーガーレストランで、和牛100％のパティと小麦の方向が色濃く残る弾力に富んだパンがウリなのだそうだ。またしても私はアーバンライフに触れたことに少し感動した。私の地元には外食産業のチェーン店が国道沿いと駅前にあるばかりで、喫茶店など探すことすら難しい。そんな憧れていた場所に、美女と来ているのだから感動しない方がどうかしている。
私の内面的感動をよそに、凛雅さんは無造作に席を選び、メニューを広げていた。私はチェーン店以外のハンバーガーを食べるのは初めてなので、凛雅さんと同じものを注文することにした。注文の際に凛雅さんはナチュラルにビールを付けていた。まだ正午を廻っていないのに躊躇なく注文する、そしてその動作が異様に自然であったことにとにかく驚いた。
注文を終えた私は、まだ感動状態が解けていなかったので口を開いた。
「何かすごい良い雰囲気の店ですね」
「そうなのよ。個人的にも結構気に入ってる。今度デートとかで女の子を連れてきてみるといい」
思わぬ言葉が出て来た。舌に乗せていた水があらぬところへ行きかけた。
「凛雅さんはそういうことしないんですか？」
「…言ったことありませんでしたっけ？女子校上がりで男の人とはまともに会話したことはないと」
マズった。いきなり地雷を踏んでしまった。これまでのことで気付いたことが一つある。凛雅さんは機嫌を損ねたり、警戒したりすると敬語が出るということである。逆に、機嫌が良いと砕けた口調になるのだが。午前はいい陽気にお気に入りの場所ということで敬語は出なかったのだが…。
「実際どう見えるのかねえ…」
地雷を踏んでしまったことで、脳がフル回転状態にあった私を見ずに、ひとり言のように呟いた。口調からは少し回復したか、もしくは皮肉か自虐といったところだろうか。
「そういうの皆無だったからさ。そういうトークをしたことも無い。自分からは出来ないから他人に振ることも無い。他人からされたことも無いけど、まあこれはするに値せざる人物であることが周囲に伝わってることの結果であると思うべきか」
「恋愛とかそういうの興味無いんですか？」
「ビジュアルがそれを許さないっていうか。女子高入る前は普通の中学にいたんだけど、ビジュアル的に不自由で。あの年でビジュアルがアレってのは相当キツいものがあるのよ。たとえるならば人権が認められていないといったところ、かな」
「そんなことないです、素敵だと思ってますよ。過去には言及できませんが、少なくとも現在は」
「スイマセンね、気を遣わせちゃったみたいで。ただ今は話せる相手が欲しい。一言も発しない日々が続いていたから。そういう意味ではこうやって話す相手が出来たのは心底有難いと思ってるよ。いや、ホントに」
そこまで話したところで、注文した品が来た。私を誘ってくれた意図を聴こうとしたが、その答えは伝わってきたので、我ながら無粋なことを聴こうとしたものだと思った。
「何かうまく表現できないけど、すごく美味いっす。牛肉の脂とチーズの塩味、パンの小麦の芳香がマッチングして…」
食べるや否や、私はそんな田舎者（事実なのだが）丸出しのコメントをした。表現に上ったのは辛うじて判明したもののみで、実際にはもっと複雑な旨みが絡み合っていた。
「どう？いい感じでしょ。普段チェーンでしかハンバーガー食べてないと驚くでしょ。まあ結構いい値段するし、あっちはあっちでジャンクフードしてて好きだけど」
グラスビールを片手にケラケラと笑いながら話した。早くも酒の影響が出ているらしい。こちらからすれば機嫌が良くなったのがありがたかった。
私のリアクションが過ぎたせいかは不明だが、それぞれ味に集中することにした。無闇に美味かった。食後のコーヒーまでも経験したことのない美味しさであった（あとで思ったが実際に香りの量が段ちだった）。
互いに食べ終えて一息ついたところで、ようやく今日の予定について切り出した。
「これからどうするつもりなんです？」
「ここからだったらどこでも行けるけど。まあ大雑把に言うと博物館、美術館、あとは市場ってところかな。自分が一番ネタ出しに行くのは上野かな。ここなら博物館、美術館に加えアメ横があるし」
「解りました。じゃあそこにしましょう」
会計を終えて市ヶ谷から上野へ向かう。移動中に、無料で入れるということで国立科学博物館に行くことに決めた。上野に着くやすぐさま公園口から科博へ向かう。週末ということで人が多かったは、そのほとんどは家族連れで、上野動物園のほうへ流れていた。科博には開催しているのが常設展のみということもありそれほど人はおらず、スムーズに流れていた。科博は地球館と日本館からなり、地球館→日本館の順に見るものだという。
地球館の地下三階では主に基本単位とその測定原理、天文、物理、化学の基礎などが展示されている。初めに測定装置を見るや否や凛雅さんは、
「センター試験の悪夢が蘇る」
などと嘯き塞ぎ込んでいた。ここは敢えてスルーし、次に進んだ。
地下二階は古生物の展示となっており、古代からの海洋生物の変遷、海生及び陸生の哺乳類と爬虫類の化石、それと人類の変遷がみられる。哺乳類と爬虫類の化石のあたりで、凛雅さんが並んだクジラと魚竜の化石を見て、その構造と機能の相違点を説いた。話し終えたあとでステラーカイギュウの化石を見つけて、人間に発見されてからかなりの短期間で絶滅したことを説いた。次の展示で人類の拡散と変遷を見た際に、コンキスタドールの話をして、先ほどのステラーカイギュウの話と併せて、ファーストコンタクトは往々に不幸が生じることが多いと説いた。
以降もフロアも廻った。地下一階では私が雷竜のサイズにビビり、一階では凛雅さんがマングローブや湿地帯の生物（イトウとかナンヨウクロダイとか）にうっとりしたり、私がクジラの胃壁に密集した寄生虫を見て鳥肌を全開にしたりした。二階では科学体験コーナーに首根っこを引っ張られて連れてかれ、軽い羞恥プレイをした（流石に悪いと思ったのか平謝りされた）。また三階では動物の剥製の中にマレーバクの剥製を見るや、哺乳類中慎重に対して生殖気の長さが最も長いのはバクなどということをのたまった。
地球館に続いて日本館も見終え、そのまま流れるように不忍池へ向かった。桜はまだ残っており、路傍には花見の残滓とそれを啄ばむ鳥が散見できた。ここもお約束の暇つぶしスポットだという。凛雅さんは売店でポップコーンを購入して鳥に挙げようとしたが、もう条例によって野生動物に餌がやれなくなっていることを知り落胆していた。
日は傾きかけていたが、まだまだ陽気はいい感じで、何種類かの野鳥が我が物顔で飛翔しており、都内にここまで多様な野鳥がいることに少し驚いた。その時にボート乗り場が見えたので、乗ってみませんかと告げたが、凛雅さんに苦笑いをしながら「何言ってるんだコイツ」という表情をされ、断念した。その後、凛雅さんは道端に骨董市を見つけて駆け寄り、怪しげな古いゲームソフトや根付、置物などに見入っては目を輝かせて、結果古いゲームボーイのソフトを一つ買っていた。
骨董市で見終えたところで上野公園を出ると、アメ横の入口が見えたので入って行った。ここを道なりに行けば秋葉原まで行けるのだとか。もちろん凛雅さんがただ通り抜けるはずもなく、何度か断りを入れてはゲーセンに入って対戦台に乱入したり、裏通りのスニーカー屋に入ったり、スカジャンやミリタリー物を物色したりしていた。そのさまを見ているうちに、一つ疑問が湧いたので、少し逡巡したが口にしてみた。
「なんでまたそういった趣のものを」
「上野ってのはそういうものをよく扱っているからね。あとは楽だから」
フライトジャケットを物色しながら応えた。
「気に障ったらすいません。以前よく警戒されると仰ってましたがそのような格好に原因があるのでは？」
「…痛いところつくね。とは言ってもそれ以外のは想像つかないのよ。さっきも話したけど、ビジュアル的に不自由だったから。その時のことがトラウマで、自分がキレイ目やカワイイ目のを着たら撃ち殺されても文句は言えないと思ってる。それにサイズが無いし、第一こんな体躯だし顔だし似合わないって」
一瞬そういうものを纏った凛雅さんを想像した。少なからず残念に思い、そういうものに興味を向けられないかと考えたが、凛雅さんの意にそぐわないことをするほうが良くないとして封じ込めた。ついでに、ジャケットを試着する際に、そのプロポーションと同時にカットソーの下のインナーのラインが見えたことも、自分だけの秘密にしておいた。
話が終わるころには御徒町を超えて秋葉原に近づいていた。もう夕刻を回っていた。
「古河君、何か秋葉原に用事ある？」
「特に無いです。あ、一度話のタネにメイド喫茶とかは行ってみたかったかも」
「残念ながらそういうのには疎いのでまた別の機会にということで。そういえばお腹減って無い？」
言われてみれば市ヶ谷でハンバーガーを食べたきりだったので、軽く何か胃に入れたいと思い、その旨を伝えた。すると駅近くに広場があって屋台を展開していたので、そこで各々買うことにした。私はケバブを、凛雅さんは明石焼きを買ってベンチに着く。
「ここに固定カメラ仕掛けといたらいい映像が撮れると思わない？」
流れていく人の波を眺めながら凛雅さんが呟いた。人の表情も服装もバラエティに富んでおり、軽く目眩を起こしたことと、被写体としてはなかなかに興味深く思えることを告げて、互いに食事に移った。
「どうだった、今日のネタ出しは」
明石焼きで口の中を火傷しそうになりながら凛雅さんが切り出した。
「凄く楽しかったです」
「なんかネタは出そう？」
答えに窮した。
「それがなかなか。凛雅さんのほうはどうです？」
「あったり無かったり。話した話題の中から膨らませれば一つ二つ出来るかも。駄目だったら今日のこの行脚をレポすればいい」
事も無げに応えた。

後日、出てきた情報を形にするために、暇を合わせて取ってきた写真やネタを整理した。足りなければ次のネタ出しの計画を練る。とはいっても、実際には凛雅さんが普段考えていることや、得てきた情報を滔々と語ることが多かった。私のほうでは、市ヶ谷の釣り堀が気に入ったので、そこで撮撮影した凛雅さんが釣り上げた鯉を玉網で取り込むところの写真を使えないかと言ったら、即刻消去を命じられた。市ヶ谷で撮影したものの中で、光の具合、背景バランスなどが最も良いと思えるものだった。最も凛雅さんが被写体である事に意味が無いわけではないのだが。
そんなことを何度か続けるうちに、不幸は訪れた。その日も毎度のように写真やメモ、自主的に収集した情報などをまとめていた。話を聞いているうちに、私も凛雅さんに倣って少しずつではあるがそれっぽいことを語れるようになった。最初のうちは互いに語り合うのが新鮮に感じられ、トークが一層濃くなっていった。そんな折に、空虚な対抗心だろうか、その流れ出てくる話を有り難がって拝聴などしている自分に突発的に強い不快感を覚えた。不幸なことに、その日はそのハードルが低かった。凛雅さんの言葉は自らの感覚を駆使して生み出されるものであるらしいが、私はそれに対し正論をぶつけるという形になり、紛糾し、会話とは呼べぬ互いを否定しあうものへと変貌していった。
「性根の捻じ曲がった女の愚痴など聞きたくはない、ということ？」
「伝わらない表現はいい表現ではありません。眼前の俺にすら伝わらないのなら、不特定多数の読者に伝わるはずがありません」とうとう感情の発露になり、それぞれが決定的とも思える言葉を口にしていた。もう現状では激したお互いを鎮めるのは不可能だと悟った。
「やっと話せる相手が出来たて心底嬉しかったのですが…結局はエンターテインメントを提供しただけだったようです」
唇を噛み締めて目を見開き、言葉だけでなくオーラからも警戒心を全開にし、吐き捨てるように告げて、背を向けた。私は凛雅さんの表情と敬語のギャップに、最大級の恐怖を感じ、一切の行動をとれなかった。去り際に振り返り、見開いたままの目から涙を零しながら、一言残した。
「不倶戴天」
去った後も、暫くその方向を見つめていた。時間差で、大した理由もなく反抗し、結果美女を泣かせてしまったことを後悔した。自分にそんなことができると思ってはいなかった。

あの出来事からしばらく、私は茫然自失としていた。食事にトーストしたパンを一日二枚食べ、授業は自動書記状態になって板書し、サークルには近づかずゲーセンをうろつくだけの日々を送っていた。ネタを考えることなど脳の中から完全に消え、あの行脚は時たま思い出しては自分の心の平静を乱す者になっていた。凛雅さんは話し相手を渇望していたが、そのわけがよくわかった。単純に誰かが近くにいるということは偉大なことであると。
そんな日々の何日目かに、いつものようにゲーセンに立ち寄った。上野で凛雅さんがやっていた筐体を見つける。以前からそこにあったはずなのだが、ふとやってみようという気になり、コインを投入した。そのとき、凛雅さんが遣っていたキャラを選択したあたりにまだ整理が付いていないことを頭の片隅で思った。初めはコンボをつなぐどころかまともに動かすことも困難だったのだが、やっていくうちにマトモになり、ぽつぽつ対戦でも勝てるようになった。
その日もいつものようにゲーセンに出かけ、あわよくばいけすかない餓鬼に連コインさせて小遣いを浪費させようとしていた。目論見通りムキになって連コインしてくる餓鬼を何人かのした後に、カードを使って乱入してくる者がいた。自分と同じキャラで、ネームと段位に見覚えがあったような気がした。対戦してみると、経験者らしく軽くあしらわれた。流石にそこらへんの餓鬼とは違う。再戦しようとしたものの、コインが切れていたので両替機へ向かった。その際に、どんな相手なのだろうか（餓鬼だったら嫌だな）と思い、両替中に一瞥した。凛雅さんだった。そして向こうにも見られ、目が合った。互いに少しフリーズしたが、対戦の魅力には抗い難く、席についてコインを投入した。
次の対戦は伯仲したものとなった。前回の負けで、凛雅さんの癖や行動パターンが少し把握できたので、さっきよりは善戦した。相手がいると、不思議なもので、一人でCPU戦をやるときとは格段の集中力が出る。感覚器官が画面中の互いの動きに向かって総動員される。
―開幕下段、当たった、横移動、中段、カウンター、そのままコンボへ、〆、押せ押せムード、起き攻め、スカった、反撃、運ばれる、攻め継続、回避不可能、やられる…。すぐさま第二ラウンド、一本ビハインド、セオリー無視、速効浮かせ、当たる、空中コンボ、仕切り直し、牽制、削り、このまま押し切る、とった、これでイーブン…。
―ああ、この感覚、楽しいな…。そうでしょう、ねえ？…つまらない意地張ってすいませんでした。…伝わったかな？
対戦が終わった。気まずさが無かったと言えば嘘になるが、ここでけじめをつけないともう機会が無くなると思った。凛雅さんは対戦が終わって脱力しており、こちらを見つけると申し訳無さそうに会釈した。こちらを向き、スティックとボタンを適当に操作しながら言った。
「なかなかやるじゃない。結構やりこんだの？」
「あれから一人でちょくちょくと」
「ちょくちょくやってあの腕だったら、続けてる私の立場がないわ」
「いや、まだまだ敵いませんって」
会話が少し止まり、気まずい空気が流れる。あの時のこととか、対戦楽しかったとか、伝えようとしたことはいくつか頭の中で点滅したが、外には出てくれそうにない。互いの胸の内は、ここでもそれぞれ予想がついた。
「あの時はすいませんでした！」
「あの時はごめん！」
予想を確認するまでもなかった。そう思うと、可笑しくなり、二人同時に笑った。
「や～、よかった。これで共通の話題が一個増えた。また対戦したり、都内を放浪したりしようよ。そういえば国立新美術館でシュールレアリズム展が…」
凛雅さんは笑いながら、心底楽しそうに話し出した。


コックリさん
上杉J太郎

　皆さんは、コックリさんという遊びをご存知だろうか。
　準備するものは、五十音順や数字、アルファベット、それにYESとNOを書いた紙。そして１０円玉一枚。準備が整ったら後は簡単。１０円玉を準備した紙の中央に置き、参加者は各自、中央におかれた１０円玉に人差し指を乗せるだけでよい。一枚の硬貨に皆の指が乗った形となる。そして、こう唱えるのだ。
「コックリさんコックリさん、おられましたら御返事ください」
　これを何度も繰り返す。そうするとア〜ラ不思議。１０円玉が参加者の意思と関係なく自動的に滑り出すのだ。コックリさんが１０円玉に降りてきた、もしくは取り憑いたと考えてまず間違いない。
  そうなればこっちのもの。後は質問を投げかけてみるだけ。
「コックリさんコックリさん、明日は晴れるでしょうか」
「コックリさんコックリさん、今日のおやつはケーキでしょうか、それともお饅頭でしょうか、はたまたチョコレートでしょうか」
　何でも良い。もし、コックリさんがちゃんとおられるならば、１０円玉を使って答えてくれるはずである。１０円玉は、紙に書かれた文字や記号の上を順々に滑り回り、文章や単語を示してくれるのだ。
  たったの１０円で占ってくれるだなんて、なんとまぁ気前の良い話であろうか。路上で怪しげな手相占いに引っかかるよりも断然お得だ。
　いささか話が逸れてしまったようだ。
　さて、ここは梶浜小学校の６年２組の教室。午後４時丁度。
　今日も、仲良しグループの女の子達がコックリさんに興じている。
「コックリさんコックリさん、おられましたら御返事ください」
　聞きなれた呪文。俺は舌打ちをしたい気持ちを何とか抑えた。
　あ〜あ。また、小娘達のしょうもない質問に答えてやらねばならんのだ。
　やれ、誰々ちゃんはどの子が好きなのでしょう、とか、やれ私のお気に入りの匂い付き消しゴムを盗んだのはだれでしょう、とかだ。全く勘弁して欲しい。
　自己紹介が遅れたようだ。俺はイズナ。この辺り、すなわち梶浜界隈に縄張りを張る稲荷狐だ。
「コックリさんコックリさん、ケンタ君の好きな人は誰でしょうか。イクミちゃんでしょうか、それともミキちゃんでしょうか」
  だー。マジ勘弁してくれ。まったく女ってヤツは……。他に聞くこと無いのかねぇ。
　俺は盛大にため息をつくと、十円玉に取り憑くべくひときわ大きく助走をつけた。
　午後５時半。
  やっと解放された。しかもあいつら用務員のおっさんに見つからなかったら、６時過ぎまで続けていただろう。
　まったく、たまったもんじゃあない。十円玉なんて小さい物に取り憑いた上に、占いも行うというどっかの国の雑技団も真っ青な万国ビックリショーを繰り返しているせいで、肩こりと腰痛が酷くなってきた気がする。
　皆さんは、四足歩行の動物に肩こりや腰痛だなんて、と笑われるかもしれない。だが実際そうなのだから仕方がない。そりゃあ、普通の獣ならそんなことないだろう。だが、俺はコックリさん。十円玉に取り憑いて、さらに占うという非常にややこしい、かつ高度でアホらしいことをしているのだ。ちょっとくらい肩や腰が痛くなっても誰も文句は言うまい。いや、俺が言う。
　とにかく、俺はガキどもの相手がほとほと嫌になった。もー占なんてこりごりだ！　こちとら１日に何回も重労働を課され続けて月月火水木金金。労働基準法に引っかかってもおかしくない。
  もー止めだ止め。そうでなかったらせめて週休３日制にしろってんだ！
　『思いついたらすぐ』が俺の美点だと思う。早速俺は週休３日を実行に移すことにした。
　問題は、どうやって休みってことをガキどもに伝えればいいかだ。
  ホラ、だってアレだろ。下手に断ったり、シカトこいたりして梶浜地区のコックリさんはインチキ、だなんて風評立てられてみろ。明日からのおまんま（主にお供え物のアブラゲ）はどうしろってんだ。周りの稲荷にも顔が立たんし、何より俺のプライドがそんな中傷ほっとくわけない。
  何かこう、ビシッと簡潔に、手軽な方法は無いもんかねぇ。むやみに脅しすぎると誰も寄りつかんくなっちまうしなぁ。
　いつまでも一人で悩んでても拉致があかない。
　俺は知り合いに相談してみることにした。

　　　＊＊＊

「まぁ。イズナさんも大変ねぇ」
　ここは、北校舎４階にある女子トイレの４番目に位置する個室。
「そうなんですよ。ハナコさんはこんな時どうしています？」
[bookmark: _GoBack]　そう、俺は『トイレのハナコさん』に相談することにしたのだ。え、なぜタロウさんじゃないかって？　そりゃあ、あんた、十円ハゲつけたはな垂れ小僧に聞くよりも、人生経験豊かな女性の方に聞いたほうが良いに決まってるじゃぁないですか。何てったって、ハナコさんはかれこれ二十余年もこのトイレ棲みついておられるのだ。
「何かこう、十円玉でビシッと簡潔に。俺の評判にキズがつかないような方法が良いのです」
「やっぱり、十円玉で伝えるのがいいの？」
「そうですねぇ。それが一番慣れてますし、楽で手っ取り早いですし」
「そうねぇ･･･」
　ハナコさんは腕組みをしてしばし視線を宙に泳がせた。
「そうだわ。こんな方法はどうかしら、私も時々この方法を使うんだけど、効果てきめんよ。忙しいときとか面倒なときとかこの方法を使えば、どんな子でも一発であきらめるわ」
　ハナコさんは手をぽんと叩くと、ある方法を教えてくれた。
「すばらしい！　この方法なら非常に簡潔、かつスマートです。エレガントです。ありがとうございました。早速明日にでもこの方法を試してみます！」
　さすがはハナコさん。大人の女性はわかってらっしゃる。俺はハナコさんに御礼を言うと、意気揚々とねぐらである梶浜稲荷神社に帰ったのだった。

  　　＊＊＊

　翌日。
「コックリさんコックリさん、おられましたら御返事ください」
　きたきた。俺はにんまりと笑みを浮かべた。早速ハナコさん直伝の方法を試すチャンスが来たようだ。
「コックリさんコックリさん･･･。あ、十円玉が動いたわ」
「コックリさんがお降りになられたのよ。さあ、質問をしなくちゃ」
　その時、少女達の意思に反して十円玉が滑り出した。
「あ、あれあれあれ。まだ質問していないのに十円玉が勝手に･･･」
「みて、何か伝えたいみたいよ」
「あ、『は』で止まった」
　十円玉はスルスルと迷うことなく滑っていく。
「次は『い』、あ、今度は小さい『つ』よ」
「一体どうしちゃったんだろう･･･」
　少女達はだんだん気味が悪くなってきた。
　その間にも、容赦なく十円玉は滑っていく。
「『て』、『ま』。どういうことかしら」
　最後に十円玉は『す』に止まり、それっきりうんともすんとも言わなくなった。
『ハイッテマス』
「･･･？」
　少女達は困惑したように顔を見合わせた。


CODE:B
皆月　緑雨
#02 the rebirth

　その日、私は九度目の転生を祝福された。
｢父と子と精霊の御名において、汝……｣
　司教の長々しい文句を前に、私は生あくびを噛み殺すのに必死だった。体裁を繕い跪いてはいるものの、まだ人工子宮から出立てのこの新しい身体に感覚が馴染んでいない上に、意識も判然としない。先ほどまで永い眠りについていたではないかと言われては困りものだが、それはこれを味わったことがない者だから言える暴言だ。果たして、私が最後に〈名誉ある死〉を与えられてからどれほどの月日が経過したのだろうか。
　なぜ自身の死を与えられたと表現したかには訳がある。私は軍籍に身を置く者だ。無論、その籍はまともなものではない。私が与えられてきた多くの任務は暗殺・諜報・破壊工作・政治誘導……ありとあらゆる非合法な活動を祖国の掲げる正義の名の下に為果せてきた。第四次非核大戦末期、ノースガーランド上陸作戦での「危機的状況」を個人で終息させたその功績を認められ、私は予てより計画されていた実験の被験者第一号として任命された。代替不能な希有な才覚を有したコンテンツを継続的に利用する為の技術。例え失われたとしても手元のバンクからいくらでも再生可能な不死身の人間。人の持つ知識・経験・記憶全てを新たな肉体に転写しようと試みた研究の副産物、それが私という存在であった。故に、私が死ぬその大半が任務上のことに限られると言っても過言ではない。老衰は未だ経験したことがない。大半の死は政治的な理由により眠らされるに等しいものであり、転生された時とは即ち、それだけこの国が面倒な状況に置かれていると考えてまず間違いない。
　肩に一枚の薄布がかかる。どうやら司教の長々しくも有り難い祝福の御言葉は終わりを告げ、従者が衣を羽織わせてくれたようだ。見上げるとそこには修道女がいた。
　ふむ、中々の女だ。私は一瞬で値踏みを終えた。既に意識は晴れ渡っていた。
｢ありがとうございます｣
　そんな下心を露とも見せず私は立ち上がると、半裸体の男を前に生娘のように頬を赤らめる修道女へ殊勝に頬笑んだ。そして慣れたように修道女の手を取ると、耳元で甘く囁いた。
｢いかがでしょうか、シスター。この後、一緒にお食事でも。なにぶん久々の現世ゆえ、まだ足取りもおぼつかないのです。どうか手を貸しては頂けませんか｣
｢え？　あ、あの、その……あ……｣
　女は震えていたが、もう断れないことは判っていた。私にはそれだけの人を惹きつける魅力がある。そして私は、誰よりも自身でそれを完全に理解していた。私は修道女の腰に手を回すと、首元の髪を優しく払いのけてやる。女は抵抗しない。抵抗できない。他の従者たちの戸惑いが、刺すような視線が全身を貫いても、私は気にしない。寧ろこの破廉恥な状況を楽しんですらいた。
｢そこまでだ！　ディケンズ！｣
　聖堂に割れ鐘のような一喝が響き渡る。
　懐かしい名だ、そう思い振り返り顔を上げるとそこには軍服に身を固めた指揮官然とした一人の女性将官が立っていた。
｢貴様、ここを何処だと考えている！　その手癖の悪さは何度死んでも変わらんようだな！｣
｢この声、その顔……まさか、あんたサキちゃ、サキ少佐か？　これまた老い……｣
｢どうやら転生早々、営倉行きになりたいようだな貴様は……それと今は中将だ。口を慎め｣
　聖堂は静まりかえった。先ほど手籠めにしようとした修道女も我に返ったようで今では両手を腕の前で組み、神への赦しを乞うているように見える。
　サキはくるりと踵を返すと何も言わずに聖堂の出口へ向かった。黙してはいるものその背中からは明らかに付いてこいと言うメッセージが読みとれる。付いてこなければ、という殺気のおまけ付きでもある。まさかサキが上司になっているとは。ため息ものだ。
「それでは、また神の思し召しがあれば……」
　私が柔らかなキスを修道女の額にし、名残惜しそうに言い去ると女はその場に倒れ伏した。


「足取りがおぼつかないのではなかったのか？」
　用意された服に着替え、鼻歌交じりに追いついた私にサキが一瞥もくれず見透かしたように言い放つ。
「つれないですね、ちゅーじょー。およそ四十年ぶりの再会と言ったところでしょう。優しくしてくださいよ」
「出来ることなら二度と会いたくなかったよ」
「またまたそんな事を言って……八度目の転生の際に立ち会って頬を染めていたあの頃のサキちゃんは一体どこに」
「部下の前で間違ってもその呼び名を口にしてみろ。次の転生は無いと思え」
「そろそろ天寿を全うしてみたいものですがね」
「ならば祈れ。ここはそのための場所だ」
「祈りで救われる世なら、そこに俺の居場所はありませんね」
　私のその言葉に、サキは初めて向き直った。
「わかっているじゃないか。外に迎えが来る。詳しくはそれからだ」
　美しく老いたものだ。私は感心する。思わず口に出かけたが、今のサキならば問答無用で眉間に風穴を開けてくれそうだ。サキが背を向けると私は一人破顔し、サキの後について聖堂前に正確なタイミングで滑り込んできた公用車に乗った。
「しかし、研究所の上に聖堂……この習慣、いい加減なくなりませんかね？　生まれたてのほやほやベトベトの身体でいきなりお堅い洗礼って、こっちの身にもなってくださいよ。罪を洗われる前にまず熱いシャワーで身体を洗いたい」
　もはや定型となりつつある文句を私はぶちまける。恐らくこれで九度目だ。
「お前のような非人道的な存在を赦すには、時に宗教の力を借りざるを得んのだ。少なくとも、建て前としてはな」
　これまた九度目の解説だ。しかし、「建て前」とはっきり言ってしまう辺りはサキらしい。
「くだらんおしゃべりはここまでだ。まずは渡すものを渡しておこう」
　サキが封蝋された書簡を差し出す。
「書類は苦手なんですが」
　私は本当に嫌そうな顔をする。
「そんなことはわかっている。大半の手続きは処理済みだ。それは貴様の新たなIDに、セーフハウスの鍵、そしてここ四十年で変化したこの世界の文化・風俗・習慣・法律・社会情勢・科学技術を記したデータ諸々だ。まずは転生後の世界に慣れろ。先ほどの破廉恥な行為も、本来なら極刑ものだ」
「随分とお堅い世界になったようで……」
　そう言い、封を解き逆さにすると、なるほどIDとキーとメモリセルらしきものだけが落ちてきた。私はメモリセル―――私の知っている規格とは大きく異なるが―――を拾い上げ眺める。
「これは？」
「MIRAGEシステム用のメモリセルだ。名前ぐらいは聞いたことがあるだろう。もはやこの世界はそれ無しでは回らないように出来ている。貴様の新しい身体にも既に登録済みだ」
「WWW以降最大の発明と言われたあのVR技術ですか？　軍事利用からってのはいつの時代も変わりませんねえ。あれですか、常に視界の端には検索ウインドウが表示されて、ポップアップで勝手に広告は表示されるわ、ソフトはダウンロードされるわでセキュリティソフトは常にウザい感じですか」
「民生品と一緒にするな。軍の最高規格に身を守られているのに感謝するんだな」
　指の先ほどのメモリセル。端の爪らしき部分を折って伸ばすとコードが現れた。
「あとはそれを頬骨下のプラグに差し込んでインストールすれば仕舞いだ。どうだ、書類嫌いの貴様には良い時代になったものだろう」
　皮肉めいたサキの言葉。
「ああ、こんなとこに穴を開けちまって……普通、こういうのって頸部にあるもんじゃないんですか」
「そちらの方が利便性に優れているだけのことだ。貴様自身が軍の所有物、現在は私の管轄下にあるということを忘れるな」
　もはや自分という存在に自らの所有権はない。そんなことは実験計画への参加署名にサインを書いたあの日、もう数百年も前になるあの時点で百も承知だ。しかし、サキに面と向かって言われると、こう、背筋にゾクゾクするものがある。悪くない。ふぅ。
「貴様……何を考えている」
　サキの眼が生ゴミを見るそれかのようだ。嫌悪感以外全く感じられない。
「いえ、なんでもありません。少し、昔のことを思い出していただけであります」
「上官の前で良い度胸だ。執務中は慎め」
「はっ」
　サキは三、四秒のあいだ、押し黙って私を睨んでいた。
「着いたようだな」
　大通りを抜け、暗い路地に入って車が止まる。
「ここは？」
「別に車を用意してある。一応の用心だ。此処から先、セーフハウスへは自分で迎え」
「了解しました。それで、今後の行動は如何に」
「まずは二週間の休暇を与える。ブリーフィングはその後だ。それまでに足取りくらいはしっかりとしたものにしておけ」
　相変わらず素直ではない。しかし、可愛いものだ。私はサキの顔をじっと見つめる。私の知らぬ間にどれだけの戦場を渡ってきたのだろうか。鼻頭に大きく走った切傷に、目尻に深く刻まれたしわ、彼女の歩んできた人生が人並みのものではないことを物語っている。眠りに入ったのはつい昨日のように感じるが、やはりそれだけの時が経過していることを改めて認識する。
「なにを見ている。さっさと降りろ」
「なに、愛しいサキ中将のご尊顔をば……って、うわ！」
ホルスターに手をかけるサキに追い立てられるように私は車を降りる。
「待て」
　サキが私を呼び止める。
「まだなにかあるんですか？」
「これは貴方の私物だ」
　窓越しに古く黄ばんだ小包を渡される。そして一瞬、幻覚でも見たかと思ったが、初めてサキが母親のように鷹揚な笑みを浮かべていた。
　受け取った小包を開けると中からは古びたエンゲージリングに、よく手入れされた一見すると小太刀とも鉈とも言えぬ奇妙に湾曲したナイフが現れた。柄を握りしめ、甲の上で回し逆手に握りかえる。馴染む。私の半身ともいえる得物。転生以前の感覚が蘇るようだ。
　サキはその様子を確認するかのように眺めていたが、やがて満足したように前を見すえた。
「車を出せ。いや、少し待て」
　車の窓をノックし、この場を去ろうとするサキを止める。サキが窓を下げると、私は彼女の頬に優しくキスをした。
「ありがとう、私が愛した女の娘。サキ・A・ジンマーマン」
「娘の娘の娘……いえ、もっと昔の話でしょう」
　そう言い残すと今度こそ窓を閉め、サキを乗せた車は走り去った。
　私はエンゲージリングをそっと指に嵌め、一人、車に乗り込んだ。
…This story is to be continued.


追想琥珀色
福部佐太朗

郊外にある公営の屋内プール。週末の午後はそこに泳ぎに行くことにしている。これは学生時代からの習慣で、院を卒業して助手として大学に置いてもらっている今も、変わることはない。まだ年でもないのに運動していないと不安になるあたり、自分らしいといえばらしい。
　思いきり泳いだ後には、決まって近くの喫茶店に寄る。そこで本を読みながら怠惰な午後を過ごすのが、充実した休みの過ごし方というやつだ。全身の倦怠感に身を任せてページを繰るのがたまらなく心地いい。
　今日も相変わらずな週末。アイスコーヒーを注文し、いつもの席についた。
「いてっ」
　鞄から本を取り出そうとして、指を切ってしまった。紙で切った傷は厚紙でない限り治りは早い。すっぱりきれいに切れる分、くっつくのが早いのだ。けれど、これから本を読もうという時に指から血が出ていては困る。本が汚れてしまうかもしれない。
　私はがさごそと鞄をあさると、一冊の手帳を取り出した。赤い装丁の、国外メーカーの手帳だ。それなりに有名なメーカーで、毎年同じものを購入して使っている。
　表紙をめくると裏表紙にポケットが付いている。そこにいつも絆創膏を入れているのだ。これもプールや手帳同様、学生時代からずっとだ。
「これでよしっと」
　ぺたりと絆創膏を貼って、思わず声が漏れたところに不意に声がかかった。
「男の人で絆創膏を持ち歩いてるのって、珍しいですね」
「そうかな。癖のようなものだから」
そう言って顔を上げると、目の前に少女が立っていた。十代後半と思しき、健康的に日焼けした活発そうな少女だ。
　彼女は珍しそうに私の指の絆創膏を見ていたが、目が合うと、はっとしたような表情になる。
「ごめんなさい。わたしってば、初対面の人にいきなり」
「ううん。構わないよ。それより、どうかしたのかな？」
　私の返事に、少女は今度は深刻そうな顔になる。ころころと表情の変わる子だ。思わず微笑んだ私に向かってその子は口をひらく。
「あ、あのっ。相席してもよろしいでしょうか？」
「ははっ。もちろんだよ。」
「なんで笑うんですか？」
　少女は少しむっとしたように言った。彼女にとっては一大決心の上での申し出だったのだろう。
「ごめん。そういうつもりじゃ。ただ、あんまりに君が真剣だったから」
あたりを見回すと、確かにこの大きくもない喫茶店は結構込み合っているが、座るところがないわけではない。しかし休日の夕刻。他の席は二人の世界に没頭するカップルか、暇を持て余したおばさんのグループばかりときている。そんな中に座るより、私に相席を頼もうと思ったのだろう。私のいつも座るこの席は、一番窓側で、周囲を気にしなくていい位置にあるのだ。正に特等席。
「じゃあ、失礼しまーす」
もう機嫌は直ったのか、にこにこしながら向かいの席に腰を下ろす。どさっと音をたてて彼女の肩にかかっていた大きめのバッグが床を叩いた。
一度飲み物を注文するために席を外す。少しして、私と同じくアイスコーヒーのグラスを持って戻ってきた。
「あ、私第一高校に通ってる者です。今部活の帰りで、迎えを待ってるところで」
「へぇ、あそこの学生さんか。私はその隣の大学で職員やってるよ。まだ助手だけどね」
一瞬彼女が大きく目を見開いたように見えたが、鞄から本を取り出すと、読みはじめる。
　これ以上言葉を交わす必要もないだろうと、私も先程取り出した本を読みはじめた。初めは向かいの少女のことが気になっていたが、そのうち本にのめり込み、気にならなくなった。そうして小一時間ほどの時を過ごす。

「ふぅー」
　向かいの席で大きく息をつく音がして、私は現実に引き戻された。息をつくというか、声まで出ている。
「どうしたんだい？」
「この本、話の筋は悪くないんですけど、どうにも主人公が好きになれなくて」
なんとなく尋ねた私に、彼女は頬を膨らませて答えた。
「どう気に入らないんだい？」
「どうにも女々しくっていけないと思うの。もうあの子のことが好きで好きでたまらないって自覚しているのに、どうしてさっさと告白しないのかしら」
「女々しいってのは男尊女卑な表現らしいよ。フェミニストに怒られる」
「女のわたしが使う分には問題ないんじゃないですか？そんなことより、話がそれてます」
　そう言って、また頬を膨らます。確かに先刻構わないとは言ったが、初対面だとか何とかは、もう本当に気にしていないらしい。大したものだ。
「どう思います？こういう男って」
　身を乗り出して私に意見をもとめてくる。乗り出した拍子に肘がグラスにあたり、コンと音がした。中の氷はすっかり溶けてしまっている。
「えーと、それは、私が今読んでいる本がいいところで、続きが気になって仕方がないのを、中断してまで考えなきゃいけないことかな？」
　なんとなく意地悪な返しをしてしまう。でも、私の心はほとんど決まっていた。この馴れ馴れしくも愛嬌のある少女と一時の会話を楽しむことが、読書よりもずいぶん魅力的に思えていたのだ。
「あたりまえです！乗りかかった船じゃないですか。だいたい、本はいつでも読めるけど、この意見交換の場は一期一会の上に成り立っているんです」
　期待通りの応え。よしきたとばかりに私は本を閉じる。もちろん、栞をはさむのも忘れない。
「それじゃあ、君の嫌いな主人公にそっくりな男の話をしてあげよう。少しは参考になるかもしれない」
「回りくどいやりかたですね。こう、ずばっと回答してはくれないんですか？」
　そう言うが、彼女の方も期待に目が輝いているのがわかる。読んでいた本に退屈していたところだろうから。渡りに船という感じか。
「でも、その話、気になります」
　乗りかかった船に、渡りに船。私は顎に手を当てて思い出すしぐさをすると、船をこぎ出した。

　あるところに、男子学生がいた。大学合格を目指して勉学に励む予備校生だ。高校生のころあった希望は膨らむだけ膨らんで弾けてしまい、あとは惰性と焦り。そんなものに支配されて勉強を続ける、一人の予備校生。
予備校の運営する寮に住む彼には、特に楽しみもない。同じ寮に住む学生の中には、勉強そっちのけで遊んで歩いている奴もいたようだけど、真面目が取り柄の彼にはそんなことはできない。
受験までのカウントダウンだけが、彼を前に押し進める。そんな毎日を送っていた。

「ねぇ、本題はまだなんですか？」
「あのねぇ………口を挟むには少し早すぎやしないかい？」
　ストローをくわえて詰まらなそうにのたまう彼女に、私は突っ込みをいれた。
「まあまあ、黙って聞いてなさいって」

そんな彼にも、一つだけ大きな事件があった。
恋をしたんだ。
相手はいくつかの授業で同じ教室になる女の子だ。名前も知らない。志望校もわからない。ただ、浪人生しかいないクラスだったから、わかるのは一浪以上ということだけ。
なんで、そんなたまに見かけるだけの女の子に恋してしまったかというと、きっかけがあった。
それはある日の朝、いつものように登校して、校舎のエレベーターに乗った時だった。偶然その子が先に乗り込んでいた。それは別に変わったことではない。本当にたまたまだ。ただ、彼が５階のボタンを押そうと手を伸ばしたら、同時に伸びてきた彼女の手に触れてしまったのだ。
「あ！すすすすみません」
明らかにしどろもどろに声を出す彼。どこから出ているんだかってくらい上ずった声になってしまった。なにせ、予備校は人との交流がほとんどない。かろうじて交流があるのは同じ寮の野郎連中ばかりだったから。
「いえ、そんな謝らないでください。何階ですか？」
　その時の笑顔があまりに優しかったから、彼は恋に落ちてしまったんだ。
　勉強熱心にもなりきれてなかった彼は、それから寝ても覚めても彼女のことばかり気になるようになった。真面目くらいしか取り柄のない彼は、恋なんてしたことなかった。少なくとも明確な自覚のある恋は。成人も近くなってからの初恋なんて誰かに知れたらいい笑いものだけど、本人は必死だ。なんとか彼女のことを知ろうと、努力を始めた。
　まずは名前から。彼女が休憩時間に荷物を置いて席を立つのを確認すると、いそいそと彼女の席に近づく。そして、何気ない風を装って机の上のテキストをちらっと見る。ほとんど全員同じテキストを使っているから、記名が義務付けられていた。そのおかげで、名前は意外とすんなり知ることができた。

「そうだな、いつまでも彼女じゃやりにくい。仮にその女の子の名前を野呂さんってことにしよう」
「のろ？なんでそんな変わった苗字にするんですか？仮なのに」
「今大学のゼミにいる子の名前が、ふと浮かんだだけだよ」
「ふーん。男の子の方は？」
「んー………伊藤くんでいいや」

　それから志望校だ。知ってどうにかなるものではないかもしれないけど、とにかく野呂さんのことを少しでも知りたかった。
　これは、少しばかり難易度が高い。名前の時と違って、簡単に知る手段がないからだ。他の男子は、気になる子がいると、友人のつてを辿ったりしてなんとか情報を仕入れているようだったけど、伊藤くんにはできない。友人に話した瞬間に、野呂さんに気があるってばれてしまう。そんなの耐えられなかった。彼は内気な奴だったんだ。
　でも、これも案外あっさり知ることになる。次の模試が終わった後、張りだされた校内ランキングに、彼女の名前があったからだ。そして、奇しくも同じ志望校だとわかった。でも、伊藤くんの模試は散々なもので、ランキングにかすりもしない。ランクインした野呂さんとは、雲泥の差があるようだった。
　それからというもの、伊藤くんは鬼のように猛勉強を始めた。せっかく同じ志望校だとわかったのに、このままでは自分は合格できない。同じ大学に行ったからどうにかなるものではないけど、とにかく彼は初恋の相手の影にしがみついていたかった。
　もともと出来が悪かったわけじゃない。程なくして、彼もランキングの常連になった。
　その一方で、彼女のことを知る努力も続けていた。寮で暮らしている伊藤くんとは違い、近くの実家から通っているということもわかったし。ついでに彼氏がいないこともわかった。でも、狙っている男子は結構いたらしい。そのくらい彼女には魅力があった。
　伊藤くんはと言うと、直接思いを告げるなんてもっての外だ。だいたい一言しか会話をかわしたことがない相手にいきなり告白されても、相手は引いてしまうだろう。彼のことを覚えているかすら怪しい。だから、当座の心の平穏のため、彼は妄想に逃げることにしたんだ。

「え、やだ。ふけつー」
「ちょっと待った。そういう妄想ではなくて、もっと純な妄想を想定してほしい」
　私は抗議の声を上げる。
「純なって………妄想って響き自体、なんだかあやしいじゃないですか」
「確かに。でも、これは妄想と呼ぶにふさわしい馬鹿げたものだったんだ」
　私は苦笑した。

　伊藤くんの妄想はこうだ。ある日階段を上っていると、前を歩いていた野呂さんが躓いて転んでしまう。きっと彼女は恥ずかしいだろう。慌てて起き上がるが、右足を軽く引きずっている。たぶん階段の角にぶつけたんだ。痛いけど、恥ずかしいから我慢している。彼はその場をやり過ごす。いきなり声をかけても、恥ずかしさを上塗りするだけになってしまうからだ。階段を上り終わって廊下に出たところで、後ろから声をかける。
「大丈夫ですか？」
　ここでいつぞやのような上ずった声を出してはいけない。あくまでちょっと気になったからといった調子で。
「あ、はい。大丈夫です」
　先刻の恥ずかしさは少し薄れて、落ち着いてきたのか。しっかりとした返事。でも、彼女が足をぶつけて擦りむいているであろうことを、伊藤くんは知っている。
「良かったら、これ使ってください」
　これもまた何気ない風を装って鞄から手帳を出すと、そこに挟んである絆創膏を差し出す。
「いえ、いいですよそんな」
彼女は遠慮するだろう。
「使わないなら使わないで全然構いませんから」
　彼はそう言って彼女の手に絆創膏を押しつけると、さっさと歩き去る。ここで未練がましくしてはいけない。あくまで、善良な一学生に徹する。そして、野呂さんに自分を認識させることができれば、何か進歩があるかもしれない。
　完璧だ。

「どこが？」
　向かい側の少女が明らかに胡乱な目つきでこちらを見ている。
「何か理由がなきゃ声もかけられない伊藤くんにとっては、大きな一歩なんだよ」
「そこから先はないの？ずっと気になっていたんです。今日食事でも一緒にどうですか？とかはならないの？」
「なるなら苦労しないし、妄想もしない」
「それもそうか………」
　彼女はそう言うと、ずずずーと音をたててコーヒーを飲み干した。
　ちょっと行儀が悪いな。

　伊藤くんはまず雑貨屋に行くと、手帳を探した。今まではビジネスマンが使うような、実用一点張りな黒い表紙のものだったけど、それではだめだ。持っているだけでなんとなくお洒落な、そんな風なものでなければいけない。彼はそこで見つけた赤い表紙の手帳を購入した。
　それから、薬局に寄って絆創膏も買った。寮に帰ると、何枚か取り出して手帳に移した。裏表紙にポケットが付いていたので、そこに入れることにした。
　そこからが問題だ。期待した通りの場面があったとしても、その場に自分がいなければ意味がない。そこで、出来る限り野呂さんと行動パターンを被せるようにした。教室移動のタイミングを同じにする。昼に学食に行く時も、ほぼ同時に教室を出る。あとは、偶然だけど、通学コースも一部被っているようだ。早めに寮を出て、途中の公園で少し休憩する――振りをして、彼女が通りかからないかと期待する。これは運が良ければという程度の期待。それでも、時間に正確な人のようで、いつもだいたい同じ時間に見つけることができた。そうしたら、その後ろを、気付かれないくらい距離をとって歩く。
　でも、放課後だけは我慢した。野呂さんの記憶に残っても、同じ大学に行けなかったら、その後の展開は望み薄だ。だから、成績を落とすわけにはいかない。放課後だけは、校舎の最上階にある自習室に籠ると、ひたすらに勉強した。実は、野呂さんも毎日その自習室で勉強していたのだけど。

「それってストーカーじゃない？」
「そういう意見もある。もっともだ」
　そこは認めざるを得ないところだ。躊躇なく頷く。
「でも、歪んでるなりにも、努力は認めてあげようかな」
「歪んでるって………」
　ずいぶんはっきりとものを言う。気づけば、すでに丁寧語すら使っていない。慣れてくると丁寧語の抜けやすい人というのはいるものだ。でも、私の方もそんなことを気にする性格ではないし、打ち解けてきたのが楽しくもある。
「そんなこともわからないくらい、彼なりに必死だったんだよ」
「わかってる。だから努力は認めるって言ったの」

　そんなストーカーまがいの努力の甲斐あってか、彼にチャンスの神が舞い降りた。

「ちょっと待って。その流れだと、これからがクライマックス？」
「え？あ、うん。そうだけど」
「じゃあ一旦ストップ」
そう言って席を立つ少女。どうしたのだろうか。
「どうかしたのかい？」
　尋ねる私に、彼女はしかめ面で答えた。
「女性にそういうこと聞かないの！」
　そのまま歩き去る。なんだか怒らせてしまったようだ。
そこで、自分がずいぶん前のめりに腰かけていることに気付く。話すのに夢中だったようだ。ちょっと恥ずかしくなって、椅子に深く腰かけなおすと、窓から外を見る。まだ日が落ちるには早いが、少しばかり夕暮れの気配もある。そんな空だった。郊外型の大きなショッピングモールの一角にあるこの喫茶店からは、駐車場がよく見える。真ん中に大きな駐車場を作り、その周りに様々な店舗を配したタイプのモールだ。休日なだけあって、ほとんど満車のようだ。
そういえば、どこで聞いた話だったか。チャンスの神様には前髪しかないらしい。だから、通り過ぎてからでは捕まえられない。禿げた後頭部で滑ってしまうのだ。だから、向かってくるところを待ちかまえて、前髪を掴んでやらなければならないのだそうだ。けど、考えてみれば、前髪しかない神というのもなんだか滑稽だ。男ならまだなんとかなるかもしれない。しかし、チャンスの神は老婆だというのだから悲惨だ。老いていて、すぐにいなくなってしまう、という意味合いらしいが。
前髪を一生懸命梳る運命の神に心で合掌しながら、ほとんど手つかずのままだったコーヒーに口をつける。少しぬるくなっている上に、氷が溶けてしまったせいで水っぽい。
　向かい側の席にあるグラスは空だ。私は話すのに夢中だったが、彼女は聞きながら飲み干してしまったようだ。と、そこまで考えたところで合点が行った。
「あ、そうか。トイレ」
　ダン！とグラスを置く音がする。
　びっくりして視線を上げると、新しいコーヒーをもった少女が肩を怒らせていた。どうやら今の独り言を聞かれていたらしい。ごまかすように口を開く。
「そういえば、知ってたかい？運命の神様って――」
「前髪しかないんですよね。おじさんにはデリカシーがないです」
うーむ。知っていたか。もしかして、有名な話なのだろうか。それにしてもおじさんって、まだ三十になったばかりだ。というベタな切り返しは胸にしまう。
「悪かった。この通り」
　ここは素直に謝るべきだろう。手を合わせて言った私に、少女はいたずらっぽく言う。
「そんなに気にしてませんよ。それより続きは？」
　そう言って椅子につく。すっかり彼女のペースだ。
「話すよ。話すけど、その二杯目もあんまり飲み過ぎると、また中断することになるよ？」
「あ！また」
　ペースを握られっぱなしでは面白くない。一矢報いたところで、コーヒーを一口。顔を赤くした彼女も、ふんと息を吐くと、続きを促すように私を見た。

　伊藤くんのマメさに負けてか、ついにチャンスの神が舞い降りた。でも、あまりに気負い過ぎていたせいか、思いきり掴んだチャンスの神様の前髪は、勢い余って引きちぎれてしまったんだ。
　秋も終わりに差し掛かり、受験が近づく。そうして学校全体がぴりぴりとした空気に包まれるころ、それは起こった。伊藤くんはいつものように階段を上っていた。もちろん、その少し前を野呂さんも上っている。最初は後をつけては不審がられるかと思ったが、同じクラスの生徒はほとんど同じ移動コースをたどる。それがたまたまタイミングが被ったところで、気にすることでもないだろう。そう開き直っていた。こういうところは大胆なんだか憶病なんだか。
　そうしているうちに、前を歩く野呂さんの足元で異変が起きた、彼女は高めのヒールのある靴を履いていたのだが、そのヒールがぽっきり折れたのだ。つまずくどころの話ではない。完全にバランスを崩した彼女は、後ろ向きに倒れ始めた。後ろ向きに。つまり、階段の下に向かって。焦ったのは伊藤くんだ。これでは、絆創膏どころの騒ぎではない。下手をしたら命に関わる。時間がスローモーションのように流れていた。ずいぶん考えたように感じたが、本当は一瞬の判断だったろう。彼は、彼女が落ちてくるであろう場所に飛び込んだんだ。
　そこで伊藤くんの意識は途切れた。
　次に目を覚ますと、そこは校舎にある医務室だった。医務室といっても、高校の保健室のような立派なものじゃなく、申し訳程度の道具と自分が今横たわっているベットが一つ。そこまで認識したところで、ベッドのとなりに野呂さんが座っているのに気付いた。
「気づきましたか？大丈夫ですか？どこか痛みますか？今救急車が来ますから！」
　矢継ぎ早の質問は、まったく頭に入ってこない。ただ一つ伊藤くんの頭にあったのは、出来すぎだ！の一言だった。なんだろうこのシチュエーションは。どこの世界のお約束だろう。
「大丈夫」
　ほんとうは全身痛いのかもしれないし、骨の一本や二本折れてるかもしれない。けど、そんなことは全然気にならなかった。そのくらい舞い上がっていた。
　だが、彼女の表情は晴れない。当り前だ。こんな状況で大丈夫だと言って簡単に信じられるはずもない。と、そこに、職員に連れられて救急隊員が入ってきた。伊藤くんは手際よく担架に移されると、運び出されていく。彼女との時間が終わってしまう。彼にはそれが残念でならなかった。
　最後に見た彼女は、深々と頭を下げていた。
　病院で検査を受けたが、幸い大きな怪我もなく、こぶが一つとかすり傷がいくつかあっただけだった。

「虚仮の一念ね」
　少女が感心しきりといった風に言う。
「ところが、そうもいかないんだよ」
「え？そのままハッピーエンドじゃないの？」
　そう、ハッピーエンドではないのだ。

　病院から戻った伊藤くんは、一躍時の人となった。皆に蛮行とも武勇ともつかない先の行動を持て囃され、時にからかわれた。けど、そんなのは一時のものだ。そのくらい彼も知っていた。それより重要なのは、確実に、これでもかというくらいに、野呂さんの記憶に自分が刻み込まれたであろうということだった。ついでに言えば、彼女を救ったヒーローでもある。このまま相思相愛だって夢ではない。否応なしに彼の心は弾んだ。
　そしてある日、事件のほとぼりも冷め、みなが落ち着いたころ。昼休みに彼女に話しかけられたのだ。
「あの、この前はどうも。話があるので、放課後食堂に来てください」
　そう言うと、こちらの返事も聞かずに行ってしまった。しかし、これはもう決まりだろう。放課後。食事時ではないので、人の少ない食堂。伊藤くんの心臓は破裂寸前だった。
　そして放課後。授業が終わるや否や真っ先に食堂に向かう。すると、野呂さんはもう座って伊藤君を待っていた。はやる気持ちを抑え、努めて冷静に声をかける。
「や、やあ。よ、用ってなに？」
　思いきり上ずった。何がヒーローだ。結局自分は何も変わっちゃいない。
「この前は、本当にありがとうございます。これ、お礼とお詫びです」
　そう言って差し出されたのは、どこぞの銘菓だった。どうやら、事の顛末を聞いた両親が、お詫びに渡しなさいと買ってきたものらしい。
「あ、ありがとう」
「いえ、とんでもないです。わたしの方こそ、いくらお礼を言っても足りないくらいで………本当にありがとうございました。先生方から聞いたんですが、大きな怪我はなかったそうで、よかったです。本当にありがとうございます」
「ど、どういたしまして」
　こういうときに一切気の利いたことが言えない。伊藤くんはそういう奴だった。
「それじゃあ、お互い受験がんばりましょう」
　そう言って野呂さんは去って行った。何度も何度も頭を下げながら。
期待していたことは何もなかった。手元に残ったのは、菓子折り一つと軽い失望だけ。でも、当初の目的は十分すぎるくらい果たせた。彼女の記憶に鮮烈に残ったはずだ。ちょっと気が急きすぎて、落胆してしまっただけだ。彼は自分にそう言い聞かせると。食堂を後にした。
　それから程なくして、野呂さんの名前がランキングから消えた。

「ありゃりゃ。事件がきっかけでスランプ？」
「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。でも、彼は。伊藤くんは焦った。なにせ、彼女がこのまま志望校を受験してくれるのか。しても合格してくれるのか。わからなくなってしまったんだからね」

　食堂での一件以来、伊藤くんはもう野呂さんとの大学生活のことしか考えられなくなっていた。でも、彼女の方が志望校から遠ざかってしまったのだ。今まで、合格間違いなしの彼女を追いかけていたから、同じ大学に行けると信じていた。でも、あのランキングに載らないようでは、受験できるかすらあやしい。そして、今までの志望校を受験しないとなると、どこに志望を変えるのか、見当もつかない。
　せっかく親しくなる第一歩を踏み出せたばかりなのに。
　彼の焦りは募るばかりだった。
　そして、彼女がランキングに復活しないまま迎えた新年。受験を直前に控えたころ、伊藤くんは決心した。
　予備校にいるあいだに、思いを告げようと。
　そうしなければ、もう二度と会えないかもしれないのだ。もう、彼女が自分を覚えているかなんて心配をする必要もない。声をかけても不審がられることもない。後は自分自身が覚悟を決めさえすればできることだ。
　そうと決まれば話は早い。放課後、いつもの自習室にいる野呂さんに声をかけ、いつぞやの彼女のように呼び出し、言ってしまえばいい。伊藤くんは覚悟を決めて自習室に乗り込んだ。
　好きです。付き合ってください。そう言いさえすればいい。
　ただ。
　乗り込んだ先で、彼は見てしまった。ひたすらに、ひたむきに、ただ勉強に打ち込む彼女の姿を。そして気付いた。自分はなにを浮かれていたんだろうと。成績が伸び悩み、一番焦っているのは彼女自身なのだと。そう思ったら、もうそこから一歩も動けなかった。そのまま黙って立ち去るしかなかったんだ。
　彼は自分の至らなさを恥じた。自分のことしか考えていなかった自分を恥じた。そして、今まで以上に勉強に打ち込んだ。
　その後、彼は危なげなく第一志望に合格。普通の大学生活を送る。彼女がどうなったのかは、知る由もなかった。

「とまぁこんなところ。思いを告げられない奴にも、告げられないなりのドラマがあるもんだよ。少なくとも私はそう思うよ」
「信じらんない。やっぱり気に食わないわ。この本の主人公も。その話の主人公も」
　彼女はずいぶんとご立腹のようだ。
「それで大学出て、院までいって、就職して。未だに恋人の一人も作らず手帳に絆創膏挟んでるなんて、救いようがないわ。おじさん」
　なんだか引っかかる言い方だ。
「誰も私のことだなんて――」
「赤い手帳に、絆創膏、そこまで同じ小道具出しておいて、言い逃れはできないわよ」
「ははは――それもそうか」
　確かにそうだ。初めからこの少女は絆創膏を持ち歩く私に興味を示していたじゃないか。そこにこんな話をすれば、そう考えるのは当たり前だ。それはいいのだけど。
「今恋人がいないなんて誰が――」
「じゃあいるの？」
「いや、いないけど」
「ほら」
　やっぱりペースは握られっぱなしのようだ。私はお手上げとばかりに肩まで上げた両手をひらひらとさせる。
「でも、考えてもみてよ。気にしてたのって、ほんとうに彼の方だけだったの？――と、電話だ」
　少女はポケットから携帯を取り出すと、電話を始めた。
「うん――うん――あ、ついたんだ。喫茶店にいるよ。うん、全然大丈夫だった。え？窓から？わかった」
　そう言って電話を切る。
「どうしたんだい？」
「迎えが来たの。窓から見えるとこにいるって」
　そう言って窓の方を見ると、すぐに見つかったのか、手を振り始めた。私も彼女が手を振る方を見る。そして、一瞬で少女に向き直る。
「えーと………これはどういう？」
「説明すると長くなるんだけど。聞きたい？」
「ぜひ」
　私がそう頼むと、少女はさも楽しそうに語り出した。
「あるところに、ちょっと美人なだけが取り柄の女の子がいました。その子は学生時代恋をしたんだけど、持ち前の引っ込み思案のせいで結局実りませんでした。その後もいろいろありましたが、なんとなくその時の相手が頭から離れません。そんなとき、偶然入った喫茶店でその相手を見つけてしまうのです」
　以上。と言わんばかりに彼女は席を立った。
「いや、別段長くはないし、全然要領を得ないんだけど？」
　まだ自体が飲み込めず聞き返す私に、彼女は言った。
「結局めんどうになって、かなり端折っちゃった」
　またあのいたずらっぽい表情。しかし、ここでまたペースに飲まれるわけにはいかない。なにせ、ほんとうにわけがわからないのだ。必死に食いつく。
「見つけてしまってどうなったんだ？」
「もう。後は本人同士で話せばいいのに――わかったわ。仕方がない」
言いつつ本を鞄にしまい、すでに帰り仕度をはじめている。
「で、また気になって気になって仕様がなくなっていたところを、愛のキューピットに気付かれたわけ。そんでキューピットに根掘り葉掘り聞きだされてしまった」
　そう続ける彼女の声を聞きつつ、やっと私は窓の外を見た。そこでは、私の記憶のなかで色あせることなく輝いている女性が、困ったように笑っている。
「そして、すべての事情を知ったキューピットは、気になるなら確かめてやろうと行動に移すのです。毎週同じ時間に同じ場所に現れるっていうんだから、一度見つけてしまえば会うのは簡単。どうせ部活の練習帰りで迎えを待たなきゃいけなかったしね」
「いや、でも、気になるったって、彼女にはもう君のような娘も――」
「冷静になってよ。私みたいな歳の娘がいたら、あの人はいったいいくつでわたしを産んだのよ」
　言われて気付く。まだお互いそんな歳じゃない。ずいぶん混乱しているようだ。
「連れ子のいる人と結婚したのかも――」
「あーもう！あの人は私のおばさん。そんで、私はあの人の一番上の兄の娘。これで納得した？」
　彼女は、これで終わりと鞄を担いだ。
「でも、こんな偶然って………」
「偶然でもなんでもないわよ。なんで六年間も同じ大学通って、そのまま五年間も同じ職場に勤めて、お互い気付かないんだか。その方がよっぽど奇跡だわ」
「じゃあ、全部知ってて聞いてたのか？私の話を」
「うーんちょっと違うかな。だって、おばさんの話だと、同じタイミングで教室移動してたのはおばさんが合わせてたからだし、通学路が被ってたのも、わざわざおばさんが遠回りしてたからだもの」
　何も言えずに固まる私に、彼女は立て続けに言う。
「何回か来ないと真相は確かめられないと思ってたけど、一回目でこんな核心に迫る昔話が聞けるなんて。今度はおばさんの方が、チャンスの神をがっちり捕まえたみたいね。大変！わたし抜け毛に気をつけないと！前髪以外の！」
「ぷっ」
　そんな彼女の物言いに、私は思わず噴き出した。そして、自然と肩の力が抜ける。
「それで？どうしたいわけ？伊藤くんとしては」
　その声に促されるように、私は立ち上がった。
「ここは奢るよ」
「よろしい」
　そう言って歩き出す少女の後を追う。
　始めて見るチャンスの女神は、さらさらのストレートだった。
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     一人ぼっち
壱之字  大

たおやかに揺れる
深い緑の服を着た彼女は
あきらめたように身を尽くし

ばちばちと跳ねる
真っ赤な髪の彼は
嫌々ながら手助けをして

おおらかに構える
コバルトブルーの目をした彼は
目を濁しながら受け入れる

宝物を持つ
大きくてでも小さい彼女は
宝物が盗まれていくのを
じっと見つめている

ここでも、そこでも、あそこでも
どこでも
私は嫌われていて
私は疎まれていて
私は邪魔になっていて

力ずくで従わせる

私に友だちはいない
いつも
一人ぼっちで
気づかない


　波間にたゆたう赤い雲
三尺十八寸

　それは苑州に言ったときのことである。ふと立ち寄った飲み処でおもしろい噂を耳にした。
　咲花月の頃になると、ここ苑州にある西吏海岸付近の海中に、赤い雲状のなにかがみられるという。それは時に華似周辺にまでその現象は広がるらしい。毎年同じ時期に発生するというなら、それは単なる自然現象なのだろう。
　しかし、その現象は、噂を聞くだけではその情景は全く想像もできず、是非一度みてみたいと思わせるには十分で、私を西吏海岸へと足を運ばせるのである。

	＊＊＊

　私が西吏海岸についたのは新月を過ぎ融雪月の半ばにさしかかるところだった。春とはいえ、海のそばではまだ寒く、下冬の程を様していた。潮風のせいもあってか、野原には下草しかみられず、所々に生えている木も、新芽のまま、葉が生えるにはまだ時間がかかりそうだ。海をみると、沖の方で鯨が潮を吹いていた。
　咲花月までしばらくの時間もあるため、私は西吏海岸のとある漁村によることにした。
　そこは、漁村とは言うものの、ほとんど廃村のように見えた。というのも、漁村であるはずなのに船はどれも陸に上がっており、漁業を営む町特有の魚臭さが全く感じられなかったからだ。確かに、長い嵐の後などで船が出せない場合このように活気がなくなることもある。それでも、暇を持て余した漁師たちが村の飲み屋や集会状などに集まっているため、ここまで寂れた雰囲気は出ない。
　私は違和感を覚えながらも、情報を集めるために近くの食事処に入った。木の実と魚の料理をだす、ささやかな料理屋だ。そもそもこのような人気のない村において料理屋があることは珍しい。客もそれほどこないのだろう。私は店に入るなり歓迎された。
「この村では、冬になったら、風が吹くまで漁はやらないんだよ」
　私が食事をしながら、この村に活気のない理由を尋ねると、店の主はそう答えてくれた。しかし、風とはどういうことだろうか。冬の間中、風は吹きそうな気がするのだが、その風とは違う別の風を指しているのかもしれないと思い、そのことを訪ねた。
「風とはどういう意味か。海のそばなら風はいつでも吹いているだろう」
　店主は笑って答えた。風は吹かないと。
「どう言うわけかわからないが、このあたりは冬から夏にかけて凪いでしまうのさ。船を出したくても出せない。まあ、手でこげば出せなくもないだろうが、そもそも赤い雲がただよっている間は危ないから誰も船はださないさ」
　赤い雲、という言葉がでた。私が聴きたかった言葉だ。さも当たり前のようにしゃべることから、このあたりの村では一般的なことなのだろう。私はそのことについてより深く訪ねてみた。
「赤い雲が出ている間は危険だとはどういう意味だ。そもそも、赤い雲とはなんなんだ」
　店主は少し考え込んだ。知らないこと、しゃべれないこと、というよりもむしろ、あまりにも身近すぎて私がどこまで知らないのかわからない、といった様子だった。そして、わからないことがあったらその都度聞いてくれと前置きして話始めた。
「そうさな、季節は冬から春だ。そのころに海の中にふわふわと雲みたいな何かが見えることがあってね。それが赤い色をしているからこのあたりでは赤い雲って呼んでいる。…立花月だけじゃないのかって？　いや、冬から春にかけてだったらいつでも見れるさね。確かに立花月のころが一番きれいにみることができるけど、その月だけってことはない。…場所はどこで見れるかって？　そりゃあこの辺の海だったらどこででも見れるさ、急に深くなってるあたりの、そうだな３尋くらいの深さのところに浮かんでるわな。…海底かって？　いや、海底にはむしろ無い、もっと深くまであるところの上に漂っている。いいかい？　それなら続けるよ」
　店主はそこで一息ついた。そして茶を私と自分の為に淹れると話を続けた。
「赤い雲自体は危なくはない。むしろ魚たちの隠れ家になっているようでいつもより大漁になるくらいさ。ただ雲の中に危ない奴がいる場合があるのが問題でね。十数年前までは、赤い雲の頃は、漁をするのに格好の季節だった。だが、ある時突然赤い雲の中から巨大な腕が伸びてきて、当時漁のうまかった奴らをみんな海の中に引きずり込んじまったんだ。それ以来、赤い雲は危険だと言われて、誰も漁には出ないようになった。それだけの話さ」
　なるほど、今この村が活気が無いのはわかった。ただ、いくつか腑に落ちないところがあるのも確かだ。
「店主どの、いくつか確認したい」私が問うと、店主はうなずいた。「まず一つには、なぜこんなにも完全に漁に出なくなってしまったのかということだ。大漁になろうものなら多少危険があってもでるものはいるのではないか。特に若者などは多少の危険など省みないだろう」
　店主はためいきをついた。
「もう若者たちはいないさ、みんなやられてしまった。そう、あの後もしばらくはみんな漁を続けていたよ。けれど５年も経つ頃にはもうみんな海の中さ。そのせいで誰も赤い雲の立つ頃には漁をやらなくなってしまった」
　そこで店主は一度茶を飲んだ。
「それに、大漁だからって無理して取りに行っても意味がないんだ。この村で食べる分には夏から秋の間の漁だけで十分だからね。無理してとって、干物にして街に売りに行っても、山を越えたりする旅費を考えるとそれほど利があるわけでもない。冬の間は、女は織物、男は塩を作って過ごすようになった」
　なるほど若者が行かないのでは無く、若者はいないわけか。それならば活気がないのにも納得がいく。若いものが居なければ自然とその村は活気がなくなる。
　また漁に行かない理由についてもよくわかった。その村は都からは遠いため、よっぽど良いものを持っていかないと利益は得られないだろう。そのうえ都は河の側にあるため、海産物はそれほど貴重では無い。織物と塩を生産していた方がよっぽど持ち運びやすく売りやすいだろう。
「では、次の質問をしてよろしいか？　…その赤い雲から出てきたという腕について何だが、どんな腕なんだ。まさか魚が人の手を持っているわけではないだろう」
　私がそう尋ねると、店主は少しのあいだ驚いたような顔をして、そしてすぐに好相をくずした。ああ、このあたりの人間にとっては、当たり前のことだったから、私を突拍子もないことをいった様に聞こえたわけだ。
「よその人にとっちゃ、たしかにわからないか。ここいらじゃあ烏賊とか蛸とかの足のことを腕って言うんだ。雲の中にはでっかい烏賊がいるらしいんだよ」
　ふむ、と考えてみる。烏賊の足か。烏賊なら確かに危険だろう。魚ならばせいぜい体当たりやかみつかれるのに気をつければよいだけであるしなにより弱りやすい。さんざんに追い立てればそれだけで弱るだろう。
　だが烏賊や蛸となると話は違う。魚に比べぬるぬるとしている上に、足を切り落としたところで数ヶ月もすれば元通りになっているほど生命力がある。足が長いために襲ってくるのを応戦しているだけでは本体に痛みは無いだろう。
「赤い雲の浮かぶ季節だけといったが、ほかの季節にはいないのか」
　赤い雲の時期にしかいないというならば、ほかの季節には別のところに移動しているわけだ。それだけ大きな烏賊なら、話題にもなるだろうに、私はここにくるまで聞いたこともなかった。いくら海が広いとはいっても、まったく聞かないと言うのもおかしな話だった。
　しかし、店主はうなずいた。
「普段の夏、秋にはいなかった。だけど最初に現れたその年から、毎年赤い雲の季節には見かけるようになって、それでも夏の間は誰も襲われなかったからね。きっとあいつは赤い雲の中にしかいられないのさ」
　店主はそういったが、私にはそうは思えなかった。もしかしたら、その烏賊は暑さに弱いのではないか、それで夏の間は海底に潜んでいて、冬の間だけ姿を見せるのではないかと、そう考えた。ただ、実際にそれを確認する事はできなかったが。
　ある程度聞きたいことを聞いた私は、店を出ることにした。この店主は、漁師では無いため、噂以上の話は聞けないだろうと思ったからだ。
「主人、そろそろ行くことにする。おもしろい話をありがとう。料理もとてもおいしかった」
　私がそう言うと、主人は笑顔で送ってくれた。
「ありがとうよ。料理が美味かったのはきっと塩のおかげさ。この辺の名物にもなってるんだ。よかったら買っていっておくれ」
「ああ、この村をでるときには是非買い付けて行かせてもらう。…ああ、そうだ。先ほどの烏賊の話だが、もっと詳しい話を聞きたかったら誰に聞けばいい？」
　店主はちょっと考え込んだ後教えてくれた。
「岬にいる青玖って若者を訪ねると良い。あいつだけはこりもせずにあの化け物烏賊を退治しようとがんばってるからね、きっと詳しいだろう
」
「ありがとう、ご主人。世話になった」

	＊＊＊

　私が岬にある青玖の家を尋ねた時、運のいいことにちょうど彼はそこにいた。というのも、後から聞いた話だが、彼はよく船を出しているため、家にはいないことが多いと言う。
「私の名は理鶴という。貴殿は青玖と見受けられる。怪物烏賊の話を聞きたく思いここを尋ねたが、しばらくおつきあい願えるだろうか」
　青玖と呼ばれるものは、精悍で体躯のよい青年だった。年の頃は十五、六くらいだろう。日々海にでているためか、皮膚は黒く焼け、髪の毛も塩で荒くなっていた。眼光は鋭いがまだ少年としての雰囲気も抜け切れていない、そんな青年だった。
「なにがききたい」
　彼は乱暴に問うてきた。
「そうだな、まず、どのくらいの大きさなのか。そんなに大きな生き物がなにを食べて生きているのか。赤い雲が無い時期にはどこにいっているのか。毎年現れるその烏賊は同じ個体なのか。なぜ赤い雲の時期にしかこないのか。そもそも赤い雲とは何なのか。そのあたりがわかっているなら、聞かせてくれるとありがたい」
　思いつく限りに疑問点を、並べ立てた。すべてを答えてもらいたい訳ではない。わかっているものだけでも聞くことができれば、そこから推測できるものもある。特に私のように各地を旅しているものならば、この地に定住しているものとはまた違った見地からもみられるだろう。
　彼は少し考え込むと身を翻した。
「ついてこい」
　彼は私の方を身もせずに歩き出す。おそらく海の方に行くのだろう。私は彼の後に付いて歩き出した。
　彼は海の方へと向かっていった。村の中を歩く途中に、民家からかすかに機を織る音が聞こえてきた。あの店主が行っていたように、この時期は女は家の中で布を織っているのだろう。それ以外では特に何の生活音も聞こえず、本当に静かなものだった。
　時折、海鳥の鳴き声は聞こえるものの、今は漁をしていないためか、それほど民家に近寄ってこない。風も吹かないため、木の揺れる音、草のそよぐ音、風が家を通り過ぎるときに鳴る音。それらのすべてが無く。静かな漁村だった。
　そして海岸に着いた。このあたりの海辺は砂浜ではなく、岩場になっている。岩場には所々に潮溜まりがあり、青玖はその中の一つの方に歩いていった。
「こっちにこい」
　青玖は潮溜まりの中を指さして言った。近寄って潮溜まりの中をのぞき込むと、そこには数匹のふつうの烏賊がいた。何の変哲もないただの烏賊だ。
「これがどうしたというのだ」
　私がたずねると、彼は今度は海の方を指さした。
「あいつは十五尋くらいある」
「なぜ、そう思う」
「こいつ等の一番長い腕の先の膨らんだ部分が一欠くらいで全長が一尋くらいだ。あいつは全長はわからないが、腕の先だけで一尋くらいある」
　ほう、と感心した。なかなかに論理的だ。もし、自分だけでここまで考えついたなら、この青年は頭がいい。生まれる家さえよければ、それなりに名を残していたかもしれなかった。
　そして彼は潮溜まりの中に小魚を投げ込んだ。
「たぶん餌は魚」
　それは、きっと推測だろう。しかし海の中ではそれほど大きな生物はいない。餌だって大物を数匹食べるよりも、量を多く食べて、その体を保持する方が理にかなっていると言うことは想像に難くはない。
　しばらく、烏賊たちが餌を食べ終えるのを眺めていた。
「他の時期にどこに行っているかはわからない」
「他の時期は海底に潜っているだけで、表層にいないだけとは考えられないか。たとえば、赤い雲の中は魚が多いから、餌を取りに来るなど」
　青年は少し考え込んだ。
「それはたぶん無い。夏の嵐の後なんかも、海が濁って魚がよくとれるようになるが、あいつがでてきたことは無い」
「その烏賊が暑さに弱いとは考えられないか」
「夏でも嵐の後はかなり海水は冷たい」
　青年は的確に答える。
　話していると感じるが、本当に優秀だ。きっと私が考えつくようなことはこの青年はすべて調べていただろう。
「きっと、餌を探しにきてる」
　これはおそらく、なぜ赤い雲の時期にしか来ないのかと言う質問の答えだろう。ただ、きっと、と言っているため、調べる方法は無いのだろうが。
「赤い雲については…」
　そこで青年は一度言葉を区切ると、烏賊を飼っている潮溜まりの海水をすくって差し出した。
　飲め。と言うことなのだろう。私は彼の掌の水に口をつけた。当然の様に塩辛い。一瞬潮の風味と旨さを感じた後、えぐみにも近いような塩の辛さが口中に広がる。どこにでもあるような海の味だ。私は口をゆがめた。
　私が海水を味わったのを確認すると、青玖は残った掌の水を捨てて、今度は海岸線に歩いていった。私になにを伝えたいのかはわからなかったが、私はその後をついていく。彼は海の水で軽く手をすすぐと、また同じように、今度は海の水を差し出してきた。
　なにが違うものかと、いぶかしみながらもその水を飲む。すると確かに違った。それは塩辛くなかった。多少の塩は感じたが、先ほどの塩が手や口の中にまだ残っていたと考えると、その水は全くの真水と言っても過言ではなかった。
「これは、どういうことだ」
「きっとこれが原因。この時期は風はないし、潮の流れも止まる。そのせいで波が立たず、水も混ざらなくて、表面に真水、底に海水と分かれてしまってる。理由はわからないが、その境界で赤い雲ができる」
　まったく。変わった生き物がいる海は、変わっているということか。
　しかし、この青年はよく調べている。敵を知り、己を知れば百戦危うからずと言うが、それを実践できるものはそれほど多くない。そう考えると、この若者はなかなか見上げたものだった。
　そう、この青玖という若者はその化け物烏賊を退治しようとしているのだ。これだけ聡明なものならばもう方法は考えているのだろう。私はそれに多少の興味を引かれて、尋ねてみることにした。
「それで、貴殿はその怪物烏賊を退治しようとしていると聞いたが、いかにして退治するかは考えているのだろうか」
　私の問いに、彼は少し私の顔をみた。
「笑わないのか」
　何のことか、すぐには理解できなかった。
　なにを笑うのだろうか。彼は何かおかしなことでもしただろうか。とりたてて変わったことをしたようにも思えず、異なことを言った様にも思えず、困惑した。
　しかし、すぐに思い至る。彼は、その烏賊を殺すことなど無理だと笑われていたのだろうと。そもそも、殺さなくても暮らしていけるものを、なぜ命の危険を賭けてまで退治しようとしているのかと、常日頃から言われ続けていたのだろう。
　私はその烏賊をみていなかっため、笑われるほどおかしなことをしているとは思えなかった。危険な生き物がいれば、それを狩るのは当たり前であるし、それに危険を承知で挑む者たちも少なくはないことを知っていた。
「なぜ笑わねばならない。危険な熊は狩らねばならぬ。人を食う虎は殺さねばならぬ。貴殿がしていることもそれと変わらぬだろう」
　彼は少し片眉をあげた。笑われると思っていたのだろうか。
　そしてその朴突な青年と私は先ほどの潮溜まりの方にもどった。
　彼肩に掛けていた荷物から、貝と木の串を取り出した。貝の内側には塗り薬のようなものが納められていた。彼は木の串にその塗り薬を塗ると、私によく見えるようにかざして見せた。
　私がそれを見たのを確認すると、青年は無造作に潮溜まりの中に手を入れ、一匹の烏賊をつかみあげた。それは何気ない動作だったが、何度も繰り返してなれているのだと感じさせた。烏賊もすぐに抵抗し、青玖の腕に足を絡ませてくる。彼はそれを気にもとめずに先ほどの串をその烏賊の足に刺した。
　烏賊は串が刺さると、一転して、逃げようとし始めた。青玖の腕に足を絡ませているのはそのままだ。しかしその足のうち二本を宙にさまよわせて、どこか足場を探すような動作をしていた。青年も、もうやることはしたとばかりに、烏賊を潮溜まりに戻し、手も離した。
　烏賊はすぐに岩の間に隠れてしまった。青年もそれを追おうとはしない。
「毒を使う」青年はそうつぶやいた。「今はまだだめだ。もう一人二人いないと毒が回る前に海に引きずり込まれる」
　彼はどこか、自分に言い聞かせるように言った。いや、それは本当に自分の為だったのだろう。私にはかすかに聞き取れる程度の声量でしかなかった。
　塩溜まりの中には死んだ烏賊が漂っていた。
「きっと、あいつは殺せない。この村には俺に協力してくれる奴はいない。俺は経験がないし、実績も、両親も、信頼もない。…だから」

	＊＊＊

　私は青玖と別れ村を歩いていた。
　別れ際の青玖の姿はとてもはかなげに見えたが、私には彼にかける言葉が見つからなかった。きっと彼はもう息詰まってしまっていたのだろう。一人ではもうどうしようもないところまで行ってしまっていたのだろう。
　私はその日はその村に泊まることにした。もう日も傾いてきていて、その日のうちに次の村までたどり着けそうになかったこともある。しかしそれよりも、あのもの寂しそうな青年の姿が気がかりだったからだ。
　そうして、宿を求めて村をさまよっていると、昼に食事をとった定食屋のまえに来た。私は、中に入って宿の場所などを尋ねることにした。
「すまない、宿を探しているのだが、どこにあるか教えてもらえぬか」
　私が店に入ると店主は快く迎えてくれた。
「ああ、昼に来たお人じゃあないか。宿かい。このあたりには無いからさ、うちの部屋を貸してやるよ」
「それは痛みいる」
　私は、店主の提案を受け入れ、その日はその店に泊まることになった。宿のない村というのは往々にしてあるものだし、このようなことも幾度と無く経験しているため、とりたてて変わったものではなかった。
　そして、店主にはいくらか聞きたいこともあった。その日会った青年のことや、この村で作っているという塩のことなど。
「話は変わるが、先ほどまで会っていた青玖という青年についてなのだが」
「ああ、あの子か」と、店主はため息をついた。「多少粗暴なところはあるけど、許してやってくれよ」
　店主の口振りからは、なにかしら同情の様な雰囲気が感じられる。私としても、なぜ彼があれほどまでに怪物烏賊にこだわるのかは気に掛かるところであった。おそらく、なにかしら同情を禁じ得ない理由がありそうだともおもっていた。
「彼はそれほど乱暴ではない、口数こそ少ないが、悪い人間ではない。それよりも、なぜ彼があの烏賊に執着するかが気になるが。知っている限りで良いから教えてもらえないだろうか」
　私が怒っていないことを伝えると、店主は安堵した顔をした。彼はおとなしい人間であるように思えたが、過去に何かしたことでもあるのだろうか。
「烏賊に執着か、確かにそうだろうね。…あの子の父親はあの怪物烏賊に殺されたんだよ。母親はあの子が小さい頃に亡くなっていたからさ。あの烏賊のせいでひとりぼっちになっちまって」
　店主は感極まってきたのか、目ににじんできた涙を拭った。
「やっと恋人ができて、独りでなくなったかと思ったら、その恋人の両親に、孤児なんかに娘をやれるかと反対されてね。それ以来、あの烏賊を退治するくらいの力を付ければ、恋人の両親にも反対されないだろうって思い込んで、烏賊退治に性を出してるのさ」
　何とも悲しい話だ。彼は望んで孤独になったわけではないのに。独りだったから、賢くならなければ生きていけなかったのだろう。それだけ賢くなっても後ろ盾のない人間は弱い。娘の両親が許したくなかった気持ちも分かるが、青年のことを考えると、一人くらいは側にいてあげるべきなんだろうと思った。
「悲惨だな。彼はよく生きてこれたものだ。しかし、粗暴だというのはいったいなぜ。私と会ったときには落ち着いた人物だと思ったものだが」
　先ほど、店主は彼が粗暴だと言ったが。今の話には、彼が乱暴になる要素が見つからない。きっと何か事件を起こしたのだろうと言うことは推測できたが、詳しい話を聞きたかった。
「ああ、村に残ってた若い衆と喧嘩したのさ。若い衆が、あの烏賊を殺せるわけがないとあの子をからかってさ。手が着けられなかったよ。もう冷静に戻っているならいいんだけどさ」
　ふと、何か予感がした。
「店主殿、それはいつの話だ」
「ほんの数日前さ」
　いやな予感だ。
「店主殿、しばらく荷を預かっていてもらえないか。少し様子を見てくる」
　私は店主の返事も待たずに飛び出した。向かうのは海の方だ。
　私の胸騒ぎというのは、おおよそ外れたことがない。勘も鋭い方だ。怪奇單などの真偽も直感に頼った方が正しいことが多い。そして今回は勘などではなく確信めいたものがある。
　村の中を駆ける。人通りのなさも、今回ばかりは好都合だ。
　海岸にたどり着くと、海には一艘の小舟が浮かんでいた。乗っているのは、もちろんあの青年。
「すぐに戻ってこい」
　私は叫ぶ。
　彼は私の声が聞こえたのか、こっちを振り向いた。しかし、もう覚悟は決まっていたのだろう。すぐに前方へと船をこぐ作業に戻った。馬鹿が、なにを自暴自棄になっているんだ。実力なんて直ぐに付くものじゃあない。信頼だって、あと五年もすれば自ずと集まってくるだろう。いま生き急いでどうする。彼は、自分一人ではなにもできないとわかっていたはずだ。まだ待っていれば機会はあったかもしれなかったのに、なぜそんなに簡単にあきらめてしまうんだ。やめろ。戻ってこい。
　焦燥ばかりが募った。彼の様な人物は生きていればきっと大きくなる。今ここを耐えしのげば一回りも二周りも強くなれるはずだ。どうしても彼をここで死なせたくはなかった。けれど彼はもうずいぶんと岸から離れてしまっていた。そのときの私ではもうどうすることもできなかった。いや、仮定論だった。たとえ彼がもっと陸に近かったとしても、私では説得することはできなかっただろう。
　岸から四、五十軒ほど離れたところで、彼は舟を止め、櫂で海面を叩き始めた。きっと、あの烏賊を誘っているのだろう。
　水音だけが響く。風もなく、波も立たないこの海で、その音はひときわ大きく聞こえた。その音を聞き流しながら、私には彼を見つめることしかできなかった。
　しばらくして、彼は水面を叩くのをやめた。舟の中から、銛を持ち上げて、水面に向かって構えた。右手に一本。左脇に三本を抱えて揺れる舟の上に立っている。きっと、水面下にその烏賊を見つけたのだろう。
　突然、海の中から烏賊の足が飛び出した。
　その足は、彼の乗っている舟に叩きおろされた。巨大な足だ。彼は一尋ほどと言ったが、岸から見る限りでは、それ以上の大きさに見えた。北方のある国では、舟で進んでも通り過ぎるのに三日かかると言われる海に魚の伝説がある。実際、その伝説を作り出したのはこの烏賊の種族なのではないかと思わせるほどである。
　その巨大な足を叩きつけられた為、木でできた舟はその衝撃に耐えきれず、遠目で見てもわかるほど歪んでしまった。
　彼は揺れる舟の上で、器用に動き回り、その足をよける。足場が不安定では動きづらいだろうに、よくできるものだと感心した。
　そして彼は変形してしまった舟に張り付いている足に、銛を突き刺した。しかし、小さい烏賊と違い、それほど巨大烏賊の動きが変わったようには思えない。やはり、体が大きい分毒が回るのも遅いのだろう。相手が象だとしたら彼は蟻の糞だ。いくら武器と毒があったとしても、彼が勝利する姿を想像すらできなかった。
　彼は、波立つ海の上で二本目の銛を放つ機会を伺っていたが、それは叶うことは無かった。
　突然、化け物烏賊が逃げ出した。
　何事だろう。毒が効いたようにも思えず、いぶかしんだが、次の瞬間その疑問は瓦解した。
　海がうねる。彼の舟の近くに湧水の様な環状の水紋が広がった。
「鯨だ」
　それは大きな黒い鯨だった。昼に来たときに沖の方に見えた鯨。その鯨が、巨大な烏賊を追いかけていた。鯨も確かに大きいが、自身の半分くらいもある大きさの烏賊を食べようとは、いったい何の冗談だろう。
　鯨が海面に体をのぞかせたとき、烏賊はもうその口の中に収まっていた。烏賊の足が鯨の頭部を締め付けているが、鯨はなれたもので、烏賊を租借している。
　あの種の鯨はなぜか頭に傷を持つものが多いとは知っていたが、まさかあの種の烏賊を補食しているためとは思わなかった。
　鯨は潮をふくと、海の中に戻っていった。なんともあっけない。
　日はもう斜になっており。海も直ぐに静かに戻った。
　あの青年も戻ってこようとしている。舟から下りて、泳いで舟を引っ張ろうとしているのは、櫂を流してしまったのだろうか。
　しかたない、手伝ってやるか。
　私は、着物を脱いで海に飛び込んだ。

	＊＊＊

　あの日の海は想像以上に冷たく、体調をこじらせてしまったため、その後数日はあの村に滞在することになった。
　けれど、そのおかげであの青年と、その恋仲の娘との婚姻も見届けることができ、悪くはなかった。あの青年にはずいぶんとなつかれてしまって、その娘からは、不本意なことを邪推されたが、まあ良い思い出だ。
　ほかにも、ここの村の塩は非常に美味だった。あの赤い雲のせいで美味いののか、あるいは塩が特殊だから赤い雲ができるのかわからないが、おそらくは関係があるだろう。そのため私の商会でも取り扱いたいと思い、夏に作ったと言う塩を買い付けておいた。なかなか売れ行きがよかった為、翌年、定期的な契約をするために再び村を訪れるのだが、まあそれは余談だろう。
　この書を読み、その赤い雲に興味をもった人は、是非一度西吏海岸を訪れてみると良い。そのときは、現地の食事も同時に味わっておくことを勧める。

亥陽帝歴二十六年新緑月九日　府珠にて










































（＊）――　　バサースト湾とは、オーストラリアのタスマニア島南西部に位置する湾。湾に流れ込む川の水により、海表面が赤くなっている海として知られる。また、その赤さのために海底に光が届かず、５ｍほど潜ると深度２００ｍ相当の暗さとなり、多数の深海生物たちが生息している。しかし深海生物として有名な、リュウグウノツカイやダイオウイカなどの目撃情報はない。
　　これからのぼくらの関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三倉　忠

　中学一年の夏。
　夏休み前のこの時期は、暑い陽差しに踊らされてか、ふわふわと身体が浮き足立つ。なにせ、中学生になってはじめての夏休みなのだから。
とはいうものの、同じようにはじめての定期試験前でもある。小学校とは違い科目数は多く、出題範囲も広い。しかも自分の順位が明確に出される。これはなかなか気の滅入ることだ。
　そういったわけで、僕も昨夜、人並みに夜更かしをしてまで勉強をしてみた。そのおかげでずいぶんと試験範囲の復習をこなすことができた。
が、そのせいで……今めちゃくちゃ眠い。
授業中だというのにめちゃくちゃ眠いのだ。
僕の席は、校庭の窓側近くにあるため、外からの朗らかな陽差しと教室内のクーラーの風がちょうど心地良く、さらに僕を眠たくさせる。
　教壇では“鉄人”と呼ばれる、齢６０にして屈強な肉体をもつ古典教師が退屈な授業をしている。黒板にびっしりと徒然草の一部が書かれているが、とてもノートに板書する気にはなれない。
　そのため、授業中であるにもかかわらず、僕はいつしか眠りこけてしまっていた。

　ツンツン
　眠りに落ちた僕は、何かが背中に当たっているのを感じて目を覚ました。まだ眠いが仕方なく起き上がり、そして軽くあくびをした。
　教壇にはまだ、はげ散らかした“鉄人”が居座っている。時計を見ても、授業が終わるまであと２０分以上もある。
僕は首を回したり、手首のストレッチをしたりした。しかし、こんなことをしている間にも、先ほどからずっと背中を突かれていた。
さきほどから背中に感じていたものは、どうやら誰かの指であるらしい。
その指は、指先で突いているというよりは、指の平を押し付けたり、そのまま這わせたりしてくる。そのいかにも申し訳なさそうな指の感触に、いやらしさよりもくすぐったさを感じる。
　僕は仕方なく、後ろ振り返った。
　すると、そこには見慣れた女の子がいた。
　田辺かえでだ。
　目元はくっきりとし、栗色の髪をもつ小柄な女の子だ。そして、僕の後ろが指定席の女の子でもある。色んな意味で。
　そのかえでは、僕が振り返ったのに気づくと、申し訳なさそうな顔をした。
何か用？　と僕は首をかしげてみせた。
するとかえではすっと、折り畳んだ一枚の紙を差し出してきた。おそらく何かの手紙なのだろうと、僕は思った。しかし、その紙は女の子がよく使うようなかわいらしい紙などではなく、乱暴にちぎられたノートの切れ端であった。
とりあえず僕はそれを受け取って、顔を黒板に向けた。
　“鉄人”はなおもその容姿とは裏腹に、やけにハキハキとした口調で、徒然草の注釈を語っていた。
　僕は教科書を見るふりをして、かえでから受け取った手紙を広げてみた。するとそこには、こう書かれていた。
『私って変かな？』
　その文字を見た途端、ぞくりと鳥肌がたち、たらりと冷や汗をかいた。見間違いかと思い、もう一度書かれている文を読んでみた。
　『私って変かな？』
サーーー
　今度は血の気が引いた。視界が歪み、文字が二重になって見える。おまけに頭も痛くなってきた。さきほどまで快適だと思っていたクーラーの風が今では寒すぎて、気分が悪くなってきた。
　僕は机にもたれかかる様にして、再び寝る体勢にはいった。

まったく、少女というのは、ホントに変わった生き物だ。ことあるごとに自分の不幸を誇張する。ただ、それぐらいならまだ可愛げがあろう。しかし、そこに自分勝手な妄想が入るようになっては、もう目も当てられない。
妄想女に不幸姫。
こいつはなかなかの強敵だ。
独りよがりな妄想なら勝手にやってろで済むものの、被害妄想となっては他に影響がないとも限らない。
はぁ～～～～。まったくどうして僕はこんな奴の相手をしなくちゃいけないのだろうか。いくら世話係だからって、世話できる範囲とそうでない範囲の区別はあるだろう。
僕はぐちぐちとそんなことを考えていた。そして、クーラーのガタガタとなる音を聞きながらそっと目を閉じた。

　キーンコーンカーンコーン
　僕は再び背中に当たる物体によって起こされた。
しかし、今度のは申し訳なさそうな指でなく、傲慢なシャーペンであった。背中痛い……
　起きると、教壇に“鉄人”の姿はなかった。すでに授業は終わっていたらしい。教師のいなくなった教室は、生徒たちの喧騒に包まれていた。
「ねぇねぇ、ねぇったら」
　少女の甘ったるい声が聞こえてきた。
「ん、なんですか？」
　振り返るといつものように、田辺かえでがそこにいた。
「なんですかじゃないわよ。……ねぇ、私ってどうかな？」
　かえでは、可愛らしく首を傾げて訊ねてきた。
「どうかなって言われても。かえでさんはすごく可愛らしいと思いますけど」
「違う、違う。そんなこと聞いているんじゃないのよ」
「じゃ、どんな返答をお望みで？」
「うふふ」かえでは意味ありげに微笑んだ。「私ってやっぱり変かな？」
「…………」
「ちょっと、ちゃんと聞いているの？」
　かえでは、身体を持ち上げて僕に詰め寄った。
「聞いてますよ。聞いてますとも、この耳でしっかりとね」
「そう、それはよかったわ」
　かえでは満足したように微笑んだ。
「それで、私って変なのかな？　他のみんなとは違うっていうか。変わり種というか。……上手く説明できないけど、そんな気がするのよね」
　かえでは、窓から校庭のほうを見て、目を細くしてみせた。
「…………」
よってやがる。こいつ完璧自分によってやがる。
　僕は再び頭が痛くなるのを感じたが、頭を振ってごまかした。
「あっ……え、え～と、かえでさん。僕は、かえでさんが他の人と比べて変わってるなんてちっとも思いませんよ。だって今も僕と普通にお話してるじゃありませんか」
「うふふ」かえでは再び笑った。それからゆっくりと首を横に振った。「ううん、違うの。それは高橋くんが優しいからだよ。高橋くんは、私が他のみんなと違うことを私に悟らせないようにしてくれているの。ねぇ、そうでしょ？」
　かえでは僕の手を両手で包み込むようにして握った。
「え～と、そんなこと考えたこともなかったんですけど……」
「いいえ。もしかしたら高橋くんは無意識にやっていることなのかもしれないけど、やっぱり私に気遣ってくれているわ。高橋くんみたいに人間ができている人に頼って、なおかつ気を使わせているなんてやっぱり私ダメな女ね」
「…………」
「でも、ありがとう。私、高橋くん以外の人とはどう接していいか分からないんですもの。だから、高橋くんがいつも一緒にいてくれてすごく助かっているわ」
「僕なんて全然たいした奴じゃないって。それにかえでさんなら、すぐに僕以外のお友達もできると思いますよ。だって僕らこんなに普通の会話をしているんですから」
「それは高橋くんが、私の言葉が変にならないように合わせてくれているからよ。やっぱり、高橋くんは優しいわ」
「だから、僕にそんな細かな配慮できませんってば」
「うふふ、高橋くんは謙虚なのね」かえで顔を上げ、視線を校庭に移した。「……それにくらべて私ったら」
　イラッ
　かえでがそこまで言うと、いい加減腹が立ってきた。
いつまでも妄想女に付き合ってられるか。
僕は身を乗り出して彼女に手を伸ばした。
かえでは一瞬身構える格好をとったが、すぐにその手を受け入れるように微笑んだ。僕はさらに手を伸ばして、彼女の首根っこのあたりを鷲づかみにした。
「んっ……」
　かえでが小さな声で痛がった。
しかし、そんなこと気にしない。
爪をたてての首筋に押し付け、指先で力強くつまんだり、皮膚を引っ張ったりした。そのたびにかえでは苦しそうに息を吐いたり、身体をよじったりしていたが、僕の手を拒むことはしなかった。
僕は彼女の肩を揉むように見せかけながら、さらに力を強めた。
そしてかえでが首をよじったとき、彼女の制服の襟が捲れた。そこから見えたのは真っ赤に腫れた首筋と、いくつかの変色した歯型の跡であった。

『私って変かな？』だって？
変もなにも、こんなことを他人に聞いてくる奴なんて高確率で変に決まっている。こんなのまともな人間の発する問いではない。それにこの問いには一体どんな意図があるというのだろうか。発話者はどういう意図をもって、どんな返答を期待しているのだろうか。
……まったくもって予想することができない。
　こんなことばかり言ってくるから、妄想女の株価はいつもストップ安なのだ。妄想女は一人にして、ほっといておくのが一番いい。
「…………」
わかっている。わかっている。
そんなことわかっている。
　しかし、僕にはそれができない。
できるわけがないんだ。
あぁ、かえで
かえで
かえで
田辺かえで
君は本当に変わっているよ。狂おしいほど変わっているよ。君のお望みどおり、君は変わっているよ。
　なにせ、僕にこんなことをされても拒まないんだから。
あぁ、やっぱり君は変わっているよ……


　僕が田辺かえでとはじめて出会ったのは、小学生のときであった。
小学生時代の田辺かえでは、ありきたりな表現だが一言でいえば変わった子供であった。（いや、今も変わらないか……）
いつも一人でいたし、友達がいるようにはとても見えなかった。昼休みも教室の隅からじっと校庭を見下ろして過ごしていた。感情は表に出さず、寡黙というよりは引っ込み思案といった感じだ。
　ある日の昼休みのこと。
僕はいつものように仲のよい仲間たちと校庭で遊んでいた。
一人は『宮田』といって同年代の子より一まわり身体が大きく、力も強いガキ大将のようなやつで、もう一人は『福沢』といって背が高く走るのがとても速いやつであった。あと『メガネ』というあだ名のやつもいたが、たいした特徴もなく、今回の話にはまったく関係ないので言及はここまでにしておく。
　なにはともあれ、僕らは昼休みに校庭で遊んでいた。すると校庭の隅からあの田辺かえでが、じっと僕らを見つめているのが目に入った。だがそのときは、特に気にもしなかった。
　しかし、その日を機に、田辺かえでは昼休みのたびに、校庭の隅に立って、じっとこちらを眺めるようになっていた。このあたりになると、他の連中も田辺かえでの存在に気がつき始めたらしい。
そんなある日の昼休み。
いつものように田辺かえでが、校庭の隅で僕らを見つめていた。するととうとう頭にきたのか、喧嘩っぱやい宮田が校庭をつっきって田辺かえでに詰め寄った。
「なんか文句あるんか？」
　宮田は低く重みのある声で言った。
かえではびっくりして目を見開いたが、即座にブルブルと首を横に振った。
「なら、なんか俺らに用でもあるんか？」
ブンブン
　かえでは再び首を振って、その後恥ずかしそうに顔を伏せた。それから、宮田が何を言ってもかえでは答えなくなってしまった。
宮田はわけがわからんといった感じで首をかしげ、福沢はやれやれと呆れていた。一方メガネは、われ関せずと一人でバタフライの練習をしていた。

　僕らは、どうして田辺かえでがこんなことをしているのかという理由を知ることができなかった。だが、少なくともこれでかえでの奇行は収まるだろうと考えた。
しかし、それはあまりに早計な判断であった。
　田辺かえでは、それまでの奇行をやめるどころか、さらにエスカレートさせやがったのだ。
　翌日の昼休み。
なんと田辺かえでは、いつもの校庭の隅からではなく僕らがいつも遊んでいる錆びた鉄棒の付近、つまり僕らの目と鼻の先のところに突っ立っていたのだ。それも僕らが来るより前にだ。
　これを見て宮田は憤った。そして、今にも殴りかからん勢いでかえでに詰め寄った。が、福沢が必死にそれを引き止める。
　あんな奴いちいち相手にするなよと、福沢が懸命に宮田を説得したおかげで、宮田は振り上げた拳を下ろした。しかし、それで宮田の機嫌が直ることはなかったが。一方そんなやり取りを見てメガネは、一人ゲラゲラと笑い転げていた。

　その後、田辺かえでの存在を無視して遊んでいた僕らだったが、不幸にも使っていたボールがコロコロとかえでの元に転がっていってしまった。かえでは足元に転がってきたそのボールをしげしげと眺め、それからのっそりとそれを拾い上げた。
　かえでは持ち上げたボールをじっと見つめ、つんつんと人差し指で突いたり、においを嗅ぐようにボールを鼻に近づけたりした。
「あ、え～と……」
　そんなかえでの挙動に、ボールを取りに来た僕はすっかり困り果ててしまった。
「さっさと返さんか」
　遠くから宮田の怒声が聞こえてくる。
　仕方なく、僕は田辺かえでに話しかけた。
「た、田辺さん？　ボール返してくれないかな」
「？」
　かえでは顔を上げて、どうして？　といわんばかりの純粋な顔で首をかしげてきた。
　そんなことをしている内に、いつの間にか宮田がすぐ隣まで来ていた。それもかなりいきり立っている。
「いいから、返せよ」
　宮田は来るや否や、かえでからボールをひったくった。その勢いでかえでは倒れこんだ。
「あっ」宮田は一瞬気弱な声を出したが、すぐに「さっさとボールを返さんから、こうなったんやぞ」と強がって言った。
しかし、田辺かえではなかなか立ち上がらなかった。両手を地面につけ、がっくりと俯くように顔を伏せたままだ。
「大丈夫、田辺さん？」
　僕は仕方なくかえでに駆け寄った。すると、かえでの伏せた顔から雫が垂れているのが見えた。
慌てた僕は、すぐさまかえでを立ち上がらせた。倒れこんだ拍子に怪我をして、その痛みで泣いているのかと考えたからだ。
　僕は、かえでのひじやひざ、手のひらを丹念に見回ったが、どこにも擦り傷などそれらしいものは見当たらなかった。
「田辺さん、どこか怪我したところある？」
　僕はそう問いながら、かえでの顔を覗き込んだ。するとかえでは、いつも真っ白なはずの頬を真赤にさせて泣いていた。
「なっ……」
さすがの宮田もかえでのこの様子に、いくらかの動揺をしているらしかった。
「大丈夫？　どこか痛い所ある？　あるならすぐ保健室行こうか？」
　僕がそう言うと、かえでは無言で首を横に振った。
「そっかそれならよかった」

「……」
「……」
「……」
　それから、僕らの間に沈黙が訪れた。
かえではうつむき、宮田は申し訳なさそうな顔をし、遠くにいる福沢は傍観を決め込み、メガネは…………知らん。きっと死んだ。
「お、おい。もう行こうぜ」
　宮田がそう言った。
「おう」
　僕はそういって、かえでの傍を離れようとした。
しかしそのとき、後ろから服を引っ張られた。
「えっ？」
　振り返ると、かえでがもじもじしながら僕の服の裾を握っていた。
「……＊＊＊＊」
　かえではモゴモゴと何かを発したが、声が小さすぎてまったく聞き取れなかった。
「ん？　何かいった？」
「＊＊＊……＊」
「ごめん、よく聞こえないんだけど……」
　僕は、伏せられた彼女の顔に耳を近づけた。
「い、い、い……入れて」
「えっ、なにを！？」
「私も仲間に入れて」
　彼女は涙をこらえ、今にも消え入りそうなぐらいの小声でそう言った。
　その後、僕は事情を宮田たちに話した。
宮田ははじめ反対したものの、先ほど泣かしてしまったことへの後ろめたさからか「勝手にしろ」と言ってそっぽを向いてしまった。福沢は不可解そうな顔をしたが、反対はしなかった。メガネには了承などとらん。あんなやつには事後報告でいい。
　こうして、かえでは正式に僕らの仲間になったのだ。
　
それからというもの、かえでは学内でも昼休みでも放課後でも、いつも僕らと一緒にいるようになった。
そして何の因果か、あのときかなでを慰めたり、仲間になるようみんなを説得したりしために、かえではすっかり僕に懐いてしまっていた。それはまるで、拾ってきた子犬のような懐きっぷりであった。
さらに宮田が、かえでのうじうじした態度が気に食わないとか言い出して、いつの間にか僕がかえでの教育係にさせられてしまっていた。そういうこともあって、いつしかかえではいつも僕の後ろにいて、僕の後をついて来るようになっていた。そう、それはまるで影のように。
あるとき、こんなこともあった。
僕らが男子便所に入ると、かえでもさも当然とした顔つきでついてこようとしたのだ。僕らが慌てて彼女を男子便所から追い出そうとすると、かえでは悲しそうな目つきになり今にも泣き出さんばかりとなった。こんなところで泣き出されては困ると、宮田は僕に目配せをした。僕はまたか、とため息を吐いた。
「かえでの世話係だもんな、仕方ないよな……」
僕はそんなことを呟いて、尿意を我慢しながらかえでと男子便所を出た。かえではそんな僕の隣に立ち、嬉しそうに肩を揺らしていた。その後、僕が授業中にお漏らしをしてしまったことは言わずもがなである。


　小学校の卒業式。
この町には二つの公立中学校がある。つまり、この小学校に通っている生徒たちは、だいだい半分ぐらいの割合で別々の中学校に進学していくことになる。
小学校の卒業式に涙はつき物だ。特に、仲の良かった友達と別れなければならないという子ならなおさらだ。
しかし、田辺かえでにはそんな感情、無縁のものだった。僕らとかえでは運よく同じ中学校に進むからだ。かえではいつものようにただポツンと席に座って卒業式に臨み、その後いつものように僕の後をつけて来た。
しかしあの卒業式のとき、メガネがやけに泣いていたのを覚えている。あれは一体どういう意味だったのだろうか……

中学校に上がると宮田と福沢が同じクラスで、僕とかえでが同じクラスになった。
僕は新しいクラスで、新しい友達を作ろうとした。
しかし、これにはかえでの存在が大きな障壁となった。というのも、かえでは中学校に上がっても、僕の後ろを指定席と決め込んでいたためだ。
そういうわけで、僕には友達ができなかった。
いつも女子を引き連れているやつに、友達ができるわけもなかったのだ。しかも中学生にもなると色々と多感な時期だ。時にはからかわれたり、変な噂を流されたりもした。
このままではいけないと、とりあえずかえでを引き離そうとした。しかし、彼女はまるで背後霊のように僕の後ろに留まり続けた。
そうしているうちに、僕とかえではクラスから完全に浮いた存在となっていた。

ある日の休み時間。
福沢が僕を呼んだ。そのときかえでは教師に頼まれた用事で教室を空けていた。おそらく福沢は、かえでがいないときを見計らって僕を呼んだのだろう。
「どうした？　何か借りにきたのか？」
「いや、そうじゃない。……少し話があるんだが」
　福沢は難しそうな顔をしていた。
「何の話？」
「……」しばらく間を空けてから、意を決したように福沢は言った。「……かえでのことだよ」
福沢はおそらく、僕が新しいクラスで上手くいっていないということをどこからか聞いたのだろう。それで心配して様子を見に来てくれたのだ。
「どうにかしろよ、かえでのこと」
　福沢は腹立たしそうに言った。
「どうにかするって、いきなりそんなこといわれても……」
「ここままじゃ、お前まずいだろ。今お前、自分が周囲からどんな目で見られて、なんて言われているか知ってるのか？」
「……あぁ、なんとなくは知ってるよ」
「なら、さっさとかえでから離れろよ」
「離れろって言って、かえでが素直に離れてくれるわけないだろ。それぐらいで離れてくれるなら、もうとっくに離れてくれてるよ」
「そうは言ってもだな。お前だってこのままじゃいけないってことぐらいわかってるだろ」
「……ああ」
「なら、話は簡単じゃないか。話し合いでも力ずくでもいい。言うこと聞かないなら、殴ってでもいい。とにかくかえでから距離を置け」
「かえでを殴れっていうのか」僕は思わず叫んでいた。「いくら邪魔だからって、仲間にそんなことできるかよ」
チッ
　それに対して福沢は、憎々しい顔で舌打ちをした。
「別にもう関係を持つなって言ってるわけじゃない。ただ一般的な男女の距離に戻せって言ってるんだよ。だって今のお前ら絶対おかしい」
キーンコーンコーン
　チャイムの音で福沢の声は遮られてしまった。そのチャイムと同時に扉が開き、かえでが教室に戻ってきた。
「まぁとにかく、方法はお前に任せるけど、ここままじゃまずいってことだけは自覚しておけよ。これは友達としての忠告だからな」
　福沢はそう言って、かえでを避けるようにして教室を出て行った。
「福沢くんどうかしたの？　何か深刻そうな顔してたけど」
　寄って来たかえでが不思議そうな顔で訊ねてきた。
「いや、何でもないよ。友達としての忠告をしてくれただけさ。……そう、友達としてのね」


中学に入学してすぐの頃は、放課後を四人で過ごし、一緒に帰っていた。しかし、しばらくすると、宮田も福沢も部活に入って一緒に帰れなくなった。
　宮田はその立派な体格にふさわしく柔道部に入った。なんでも、柔道部の顧問である“鉄人”に、熱心にスカウトされたらしい。そして、福沢は文化系の部活に入った。
　一方、僕はどの部にも入らなかった。
　どこかの部に入ろうという気持ちはあった。あったのだが……見学の時までかえでがついてきてしまい、部員の人に変な目を向けられ、とてもそこに入ろうという気までは起きなかったのだ。
仕方なく僕らは二人で帰った。
かえではいつも、僕の二歩後ろを歩いた。一緒に帰っていても何の会話もない。かえでからは何も話してこないし、僕も会話するためにわざわざ身体を後ろに向けなければならず、めんどくさい。
せめて隣を歩いてくれればいいものの、彼女は決して僕の横を歩くことはしなかった。彼女はいつだって、僕の後ろだ。僕の足元をじっと見て、歩調を合わせているのだ。
意地悪をしようと、急に立ち止まると、決まってかえでは僕の背中にぶつかった。今度は逆に歩調を上げる。すると歩幅の小さい彼女は懸命に追いすがろうと駆け足になる。
しばらくして歩調を戻すと後ろから、はぁはぁという激しい息遣いが聞こえてくる。そして彼女は何も言わずに、手に持ったバッグを僕の腿にぶつけてくるのだ。彼女なりの非難の仕方なのだろう。

　そんな中学生活が続いた。
　そして、宮田とはすっかり疎遠になっていた。
柔道部に入った宮田だったが、思った以上にその練習がきついらしい。顧問の“鉄人”も、宮田に期待しているが故に、必要以上に厳しくそしてキツイ練習を課していたらしい。しかし、そのせいで宮田は部活に行かなくなってしまった。
　そしてその後、宮田は悪い先輩たちとつるむようになり、僕は彼の悪い噂ばかりを耳にするようになっていた。

またある日、福沢が僕を呼んだ。
　今回は前回と違い、初めから福沢はいきり立っていた。
「そもそもオレは初めからおかしいと思ってたんだよ。どうして俺たちがかえでとつるんでなくちゃいけないんだって」
　福沢は窓枠に手をつきながらそう言った。
「それは、仲間だからだろ」
　僕は即座に答えた。
「だからどうして、かえでがいつの間にかオレ達の仲間ってことになってんだよ。そう、お前が勝手に入れたからだよな」
「勝手だと。お前もかえでが仲間になるときは賛成しただろうが」
「別に賛成なんかしてない」
「でも反対もしなかっただろ」
「それはそうだけどさ。……でも、やっぱり女子が男子の輪に入って遊ぶなんておかしかったんだよ、もともと。そのおかげで皆からずいぶん変な目で見られたしな。もうオレは耐えられないんだよ。あいつは女子だろ。なら女子と遊んでいればいいんだよ」
　福沢は拳に力をこめて言った。
「あいつが今から女子の友達を作れると思っているのか？」
「そ、それは……でもそんなことオレ達に関係ないだろ。もちろん、お前にだって関係ない。なのにどうしてあいつのために、お前が犠牲を払わなければいけないんだよ」
「あいつは俺たちの仲間だ」
「……チッ、またそれかよ」
　福沢は俯きながら舌打ちをした。
「違うのか？」
「……」
「おい、ちゃんと答えてくれよ、福沢」
「……」
　福沢は俯いたまま答えてくれなかった。それからしばらくして顔を上げた。
「なぁ」
「なんだ？」
「なら、その仲間とやらオレやめるわ」
　福沢は唐突にそんなことを言い出した。
「えっ？」
「だから、俺もういいよ。お前の言うその仲間ってやつやめるわ」
「な、なんでだよ。いきなりそんなこと言うなよ」
「はぁ～」福沢は呆れたようにため息をついた。「もう、オレたち中学生だよな。新しいクラスになって、新しい友達作って、新しい仲間つくるべきだよな。なのに、どうしていつまでも過去の仲間に縛られてなくちゃいけないんだよ。……だからもういいよ、オレそういうの」
　福沢は淡々とそう言った。
「最後にさ、元仲間として忠告しとくわ。もうかえでと離れろとは言わないさ。言わないけどさ……でも、今のかえでとの宙ぶらりんな関係をどうにかした方がいいぞ。木になった果物ってのは、さっさと収穫するか、もしくは落ちないように保護カバーをつけとくもんだ。下手に放置しておくといつの間にか腐って、気がついたときには地面に落ちていてどうしようもなくなってるもんだからな。
……じゃぁな」
　福沢はそういって立ち去った。一人残された僕は、呆然とそれを見送ることしかできなかった。
おそらく福沢も今までかえでとのことで、好奇の目で見られたり、理不尽な噂を流されたりしたのだろう。きっと彼自身そうとう悩んだに違いない。ホントにつらかったに違いない。しかし、それでも彼はかえで本人に文句を言うこともなかったし、僕らに愚痴をこぼすこともなかった。さきほどの憎まれ口だって、きっと僕のことを思ってのことなのだ。宮田には感謝している。
しかし、もうどうしようもないのだ。
これからどうしようたって、どうもできないのだ。

　そうして宮田に続き、福沢とも疎遠になってしまった。
　いくら小学校の頃、仲が良かったとしても、中学校でクラスが違ってすれ違えば、すぐに疎遠になってしまう。そういうものだ。
新しいクラスで、新しいクラスメートと時を同じくして、新しい友達が出来上がっていくことだろう。
宮田と福沢も、きっと新しいクラスで新しい友達の輪を作っていることだろう。
　それなのに。それだというのに。僕はいつまでの同じだった。
　何も変わらず、いつまでも変わらない。
　それはまるで時軸を失った暗闇を歩いているようなものだ。どこまでいっても変わることはない。変化のない世界。
　そう、僕の後ろにはかえでがいる。
　それがいつまでも変わらない、僕のすべてであった。
僕の仲間はいなくなった。そう、僕ら二人を残して
僕と田辺かなで
　僕と彼女
　男の子と女の子
　少年と少女
　男子と女子
　そして男と女
　この二人を残して……

なぁ、どうして僕らはこんなことになったんだろう。
僕らの何がいけなかったんだろう。
これが成長っていうものなのか。
成長によって男女の意識が強くなる。これはわかる。ここまではわかる。しかし、なぜ男女の意識が強くなると男女は別れなければいけないのか。
どうして男女で一緒にいたらいけないのか。
どうして男女で一緒にいるだけで好奇の目で見られなければいけないのか。
どうして男女で一緒にいるだけでからかわれなければいけないのか。
どうして男女が一緒にいるだけで理不尽な中傷を受けなければいけないのか。
　どうして男女が一緒にいたら、排斥の目にあわなければいけないのか。
　どうして、どうして、どうして。
　まったく分からない。
　全然わからない。
どうしてだか、まったく分からない。
ただ分かっていることは、僕はかえでのせいで少しずつ何かを犠牲にし、日々何かを失っていっているというこのことだけだった……

　二人っきりになってしまった僕らには、もう永遠に変化など現れないものだと思っていた。
しかし、僕たちの間にもある変化が起こった。
人には段階というものがある。
身体的にも精神的にも中学生のそれになって、それまで制服に着られていたのが、しっかりと制服を着ているという状態になるのも、一つの段階だ。
つまりは成長だ。
　春が終わって、夏に差し掛かった頃からだろうか。かえでがこの段階に入り始めたのだ。
肩から背骨にかけての膨らみに、胸元、腰回り、ふくらはぎとかえでは少しずつ成長を遂げ、その身体は女の子のもから少女のものになっていった。
　それに精神的な成長でいうと、かえでは前より明るくなった。未だに僕以外の人に話しかけるということはなかったが、僕に対しては非常に明るく雄弁になっていた。
　この手の変化は非常に些細なものなのかもしれない。しかし、この変化によって、僕のかえでに対する認識が大きく変わってしまったのは間違いなかった。そう、僕の認識を改めさせるだけの力が、彼女の容姿には存在したのだ。

　放課後の図書室。
　夏休み前は、部活動の大会前で図書室にはほとんど生徒の姿はない。放課後すぐには、数人の生徒たちがいることもあるが、下校時刻近くになると、すっかり人はいなくなってしまう。図書室の司書さんも、この時刻になるとどこかに行ってしまう。
つまり、この時間、この時刻。
この図書室という空間は、僕らだけのものとなる。
僕らの……
僕らだけの……
僕らだけが知っている空間……
僕は窓側に座ったかえでの顔を眺める。落ちかけた夕日で頬が赤く染まり、窓からの涼しい風がそっと彼女の後ろ髪をなびかせている。
　僕はすっと立ち上がって、かえでのそばに向かう。
はじめかえでは、驚いたように顔を上げた。しかし、僕は彼女の手をとり、やさしく立たせてあげる。まるで姫様と執事の関係のようだ。
　僕は彼女の手を引き、図書室の端に連れて行く。そこは背の高い本棚で囲まれ、ほとんど人目のつかない場所なのだ。
　僕はかえでに優しく微笑みかけ、そして手を離す。
かえでは恥ずかしいのか、顔を伏せ、手を身体の前で合わせ、せわしなくモジモジしている。そんないじらしいかえでの身体を見て、僕はすっとある感情が胸の奥からのど元にこみ上げてくるのがわかった。
　でも、僕はしゃべらない。しゃべらなくても、気持ちは届いているに違いない。僕はそう考える。
　僕は再び彼女の手をぎゅっと握り締める。
かえでもこちらを見返す。
暗がりで影をおった彼女の表情には、憂いが忍び込んでいた。　　
僕はそっと微笑んで見せた。
　かえでは一瞬、躊躇したようだが、それでも僕に微笑み返してくれた。これは承諾のサインだ。
　僕はそっと彼女を抱き寄せた。
緊張しているのか、彼女の身体はひどく硬く、重かった。まるで、まな板の上の鯉とでもいう感じだ。
それから彼女の制服の襟に手をかけて、そっと肩のほうへ脱がしにかかる。
露になった彼女の首元は、とても白い。
僕はその乳白色の素肌に犬歯を押し当てるようにして、噛み付いた。皮膚に噛み付き、それを引っ張る。皮膚を奥歯で擦ったり、肉食動物が肉をむさぼるかのように噛みついたりする。
そのたびに彼女は、グッとかクッとかいって痛みに耐えている。
　彼女の首元から顔を離す。
首元はすっかり赤く腫れ、強く噛んだところはくっきりと歯型が残っている。中には紫色に変色してあるところもある。
　かえでは唇を歪ませ、涙目である。
「い……い、や」
　彼女の悲痛な声を聞いて、僕は彼女の顎をそっとなでた。そして、ポケットから尖った鉛筆を取り出した。
「や、やめて……おねがい……やめて」
　それを見た途端、彼女は身をよじって抵抗し始めた。
「そ、それは……それだけはやめて」
　かえでが涙で枯らした声で訴えてきた。
　しかし、今さらどうしようもないのだ。かえでにどうにかすることもできないし、僕にはもっとどうすることもできないのだから。
　僕はかえでのみぞおちに拳を叩き込み、黙らせた。彼女は、腰が抜けたかのように床に座り込んだ。
　それから鉛筆の尖った芯を上にして、彼女の顎下の骨の無いところから上に突き上げたり、口内に指を突っ込み、炎症ができるまで内頬を引っかき続けたりした。
　夕日はさらに暮れ、図書室はどんどんと暗くなっていった。それと同じようにして、僕の意識も重い岩を持たされたかのようにだんだんと消えうせそうになっていった……
ふっと気がついたとき、僕は床の上に座り込んでいた。そして、かえでが座り込んだ僕を包み込むように抱きしめていた。
　どうしたらいいんだ。
どうしたらいいんだ。
　どうしようにも、どうもしようがないじゃないか。
　わからない。
わからない。
　どうすればいいのかさっぱり分からない。
　何がどうなっているのか、僕には分からない……
　僕は頭を抱えて、溢れそうになる涙を懸命に堪えた。そのたびにかえでは力強く僕を抱きしめてくれた。


夏休みになった。
昔は夏休みが楽しみで、二週間も前から胸踊らせていた。しかし、今年の夏休みはちっとも楽しみでなければ、嬉しくもない。
　僕は、自室に引きこもってじっと天井のシミを眺めていた。
「はっはっはは。もうわかんねぇやははっはははっははｈｈｈｈあっっはふあでぃはあｈ；っはｈじゃっははっはっっっはっっｈ」
　あれは、夏休みが始まる数日前のことであった。
　バレたのだ。
とうとうバレてしまったのだ。
　僕が田辺かえでに対して行っている、非道な行為を。
　どうしてそれがバレてしまったのかは、分からない。かえでの身体に残る傷跡を誰かが見つけたのか、それとも行為自体を誰かに見られたのか。もしくは……かえで自身が告発したのか。
　とにかく、僕は学校側に呼び出され、激しい折檻をうけた。そのとき“鉄人”に平手打ちを食らった。
　先生たちの話によると、かえでは被害届を出さないつもりらしい。したがって警察沙汰にはならないということだ。このことに関してだけは学校側も安心しているらしかった。
　しかし、もちろんこれだけで事が済んだわけではなかった。
学校側からの処分として、夏休み期間中の自宅謹慎を命じられた。しかし、期間は一週間と短く、恩情といえる処分であった。
　僕は夏休みになって自室に引きこもり、すぐに自宅謹慎の一週間が過ぎた。
　しかし、謹慎があけた後も、僕は家を出ようとはしなかった。何もすることがないし、何もしなくなかったからだ。
　この間中、かえでから何度も電話がかかって来た。しかし、僕が電話に出ることは一度もなかった。かえでからの電話があるたびにそれを知らせに来る母親は、その度に複雑そうな表情をしていたのを覚えている。

　八月の最終週のある日。
　もうすぐ学校が始まる。
きっとクラス中の人たちに、僕のしでかしたことが噂として広まっていることだろう。
　夏前にかけて急激に女の子らしくなったかえでを密かに狙っている男子生徒もたくさんいるという話を聞いていた。
それだけに、もし学校に行けばきっと今度はクラスから浮くというレベルではなく、からかわれ、馬鹿にされ、侮辱され、辱められ、中傷され、もしかしたら殴られたり、蹴られたりするかもしれない。
　しかし、もういいのだ。
そんなことはどうだっていいのだ。
　僕は昼間だというのにカーテン閉めきり、電気も消して、ベッドの上に寝転がっていた。
　そのとき、机に乗せられた携帯電話が目に入った。
　夏休み期間中は、だれとも接したくなかったので、ずっと電源を切っていた。僕は、ベッドから携帯電話の方を見つめ、それからのそりと立ち上がって携帯電話を手に取った。
　何気なしに電源をいれてみた。
　すると
　ピロピロリ～ン
　突然、携帯電話が鳴り出した。今丁度メールが届いたらしい。
　そのメールは、疎遠になっていた宮田からのメールであった。
『今から遊びにでも行かないか？　福沢やかえでも一緒だ』
　僕は携帯の画面に映し出された文字が理解できず、何度も見返した。
　メールはさらに続いていた。
『俺はもっとよく話し合った方がいいと思うんだよな。これからの俺らの関係についてさ。だからもし来るなら、今からいつものあの場所に来てくれ』
　メールを読み終わって、僕はゆっくりと携帯を閉じた。
「これからの僕らの関係か……」
　僕は部屋のカーテンを開けて、窓を開いた。外は真夏の太陽が燦燦と照っていた。陽射しは暑く、目に眩しい。遠くからわずかながら蝉の鳴き声が聞こえてくる。しばらく陽射しを浴びていると、タラリと汗が滲んできた。
「よし、あの場所か」
　僕は部屋の扉を勢いよく開けた。


　　　オーヴァーチュア・オブ・ピュアロマンス?!
				日高春香


私、一条千夏は今、とても大きく強い敵を目の前にしています。
(うう、やだな……。)
出来ることなら避けたい、でもいつまでも避けてはいられない。ジレンマ。
(もう……、もうどうにでもなれっ!)
ありったけの勇気を振り絞って、一歩を踏み出します。ピピピッと言う、電子音。そして、
「うわああああああああああああああやっぱりいいいいいいいい!!」私はその場に崩れ落ちました。
足元の体重計は、無情にも「55.5kg」という表示。一カ月前の体重は、四十九・五キロ。つまりジャスト六キロ、増量です。

ショックを引きずったままパジャマを着て、とぼとぼと脱衣場から自分の部屋に戻って、ベッドに倒れ込んで枕に顔をうつぶせに突っ込んで、
「どうしよう、やっぱり太っちゃったよ……」深く深く、ため息をひとつ。
確かに、最近お菓子をたくさん食べ過ぎている気はしていました。ご飯の量も少し増えた気がします。でも、いきなりこんなに太るなんて。このペースだとすぐに六十キロへの大台に突入、それは身長が百五十センチしかない高校入りたての私にとって、もはや死刑宣告にも等しいショックでした。
「なんでいきなりこんなに太ったんだろう……」
「いや、理由ならちーちゃんだってわかってるだろ?」
私のぼやきに、部屋の勉強机の方から答える声がありました。
「ねえゆーくん、いるんなら最初からそう言ってよ」頭を枕に突っ込んだまま答えます。
「あ、ごめんごめん。でもちーちゃん、ちゃんと話すときは相手の方見てしゃべろうよ、感じ悪いよ？」「そんなこと言ったって、どうせ見たって見えないじゃん!」
そう、わざわざ見る意味ないじゃないですか。彼は自在に姿を隠せる、幽霊みたいなものですから。
「姿見せるまでそっち見ない」「はいはい、わかったわかった。ほら、いいよ」
しぶしぶ顔を上げると、ついさっき部屋に入った時には誰も座っていなかった椅子に、私と同じ高校の制服を着た少年が座っていました。割と見た目は理知的でかっこ良いように見えるくせに、ちょっといろいろと抜けてる(例えば勝手にクラスメイトの家に侵入したりするような)彼が、さっきの声の正体、、渡辺雄太(通称ゆーくん)です。
「いつ入ってきたの」「いや、叫び声聞こえたからなんとなく」なんとなくで乙女の部屋に窓から入ってこないでください。窓伝いに隣の家の幼馴染の部屋に入ってくるなんて、そんなの漫画だけの話にしてください。ただでさえ、私たちは漫画のキャラクターのような存在なのに。
「んでさ、太った原因なら分かってるっしょ、自分でも?　どうせまだ吸ってないんでしょ、血」心配しているような、咎めるような目線。
「やっぱり人の血吸うのに抵抗あるのはわかるけどさぁ、そろそろ本気で身がもたないよ？」
当たり前のように話が進んでいますが、そう、私はいわゆる吸血鬼です。とはいえ世間一般で認識されている吸血鬼みたいに夜中外に出歩けないとか牙が生えているとかだなんてことはなくて、見た目も中身も一般的な女子高生そのもの。一カ月に一度くらい血を飲まないと体調を崩したりやたらとお腹がすいたりストレスが溜まったりしてしまう、というデメリットしかない、ただの病気みたいなものです。ここ最近劇的に体重が増えているのも、ご飯を食べ過ぎているのも、すべてそれが原因なのです。
「とはいえ、そんな勇気ないよ……。血を吸うなんて……」
私が「こういう体」になってしまったのはつい半年前のことです。学校の体育の授業中に突然倒れた時はただの貧血かと思っていたのですが、保健室の先生から連絡を受けて職場から飛んできたお母さんから事情を説明してくれました。
実は私のお母さんの家系は、たまにですが血を吸わないと生きていけない子供が生まれること。お母さんもそうだったこと。その病気(お母さんいわく「原因不明の体質」らしいですが、私には病気か何かにしか思えません)は、中学生から高校生の思春期頃にいきなり起こること。もしも飲まないまま我慢していると、命にかかわること。それを治すためには、ほんの少しでも構わないから定期的に血を飲まなければいけないこと。そしてその血は、想いを寄せる異性のものでないといけないこと……。
あまりに唐突過ぎた話に呆れてしまった私は、翌日ゆーくんに「親がこんな支離滅裂なこと言いだしてきちゃってどうしよう」と相談してみたのです。しかしゆーくんは何故かいきなり真顔になって「今まで言えなかったけど話がある」だなんて言い出して、私をさらに混乱させる話を始めたのです。「俺さ、中学生の時に一度家で倒れたってことあったろ？　あの時に実は一度死んだみたいなんだ。いわゆる、突然死。家の中ででも何故かまた生き返っちゃって。、病院は単なる死亡診断ミスだったんじゃねなんて言ってたけど、それ以降なんか姿消したり壁通り抜けたりできるようになっちゃってさ。まるで幽霊みたいに。俺だってそういうことなっちゃったわけだし、吸血鬼ってありうるんじゃね？」だなんて。
ふざけるのも大概してよと怒ったのですが、証拠として実際に目の前で姿を一瞬で消すのを見せつけられた以上信じないわけにもいかず、こうして私はこの世の中にそういう人種がいるということを受け入れることにしたのです。
しかし、ゆーくんが幽霊になったということを受け入れたとしても、自分がこのような状況に置かれているのは納得がいきません。
「ほんと、どうしよう……。『血を飲ませて』だなんてどう頼めばいいんだか……」絶対頼めません。ドン引き、なんてレベルでは済まされません。最悪、精神異常者と思われて病院送りです。映画や漫画のキャラクターのように超人能力なんて持っていませんから、人に見えない早さで血を吸ったり、時を止めたりなんてことも出来ません。
「俺だったら別に飲ませてあげても良いんだけどねえ、ただ好きな相手じゃないといけないらしいし」
「そう、そこがおかしいんだって!　血を吸う相手が好きな相手ってのがムリだもん。　……好きな人、いないし」
「えっ」ちょっと待って、何でそこでびっくりした顔をするの。
「なに、その反応」
「え、いや、だってほら、四組の吉野。あいつとおまえが付きあってるって話聞いたぞ」
「はああああああああああああああ？！　誰それ言いだした人!!　そんなわけないじゃん!!」
「俺も人づてに聞いた程度だけど、アレって嘘だったのか?　っつーか落ち着け、ストレス溜まってるのもわかってるけど」
「ごめん……」
思わず立ちあがって反論してしまう程度には心身滅入っているらしく、最近はこうして怒鳴り散らしてしまうことも少なくありません。相手は主にゆーくんですが。本当にこのままだと危ない気がします。
「ごめん、ちょっと今日は帰ってもらっていい?」また布団にダイブして顔だけ向けてそう言うと、何かを察したのかゆーくんは何も言わずさっさと帰って行きました。こら、姿見える状態で壁を通り抜けない、ご近所様に見つかったらどうする。
はぁー、と深くため息。
「どうしたら、いいんだろ」そう呟いて、枕にまた顔を埋めます。
確かに、好きな人がいないというのは嘘です。
私は、ゆーくんが好きなんです。いつからかはわかりません。何故かもわかりません。でも、好きという気持ちは変わりません。
きっと、ゆーくんなら頼めばすぐに血を飲ませてくれると思います。でも優しさに甘えてしまうのが怖いという気持ちと、好きな人の血を飲むという行為への嫌悪感が渦巻いて、それだけはしたくないのです。それになにより、ゆーくんの血を飲むということは、ゆーくんのことが好きだと堂々と言うことと変わりません。恥ずかしくてそんなこと出来ません。
「確かに、好き、でも……」いくらゆーくんとは言えどああ言えばこっそり部屋の中に戻ってくるということはない、そう思って自分の気持ちを、ぽつり、ぽつりとこぼします。
「すき、スキ、好き。ゆーくんが、好き」
好きという気持ちを、吸血鬼になってしまったということが邪魔をしているのかな。いいや、きっと好きということを伝えるの、を吸血鬼になってしまったことを言い訳に逃げているんだろうなぁ。そう自分でぼんやりと考えて、また深くため息。結局どうすることが一番いいのかはわかりませんが、少なくとも今のこの状態はダメだということはわかります。この状態をいつまでも続けてはいられないことを。なんだかんだでゆーくんがいろんな人に告白されたことがあるのは私も知っています。高校に入ってから、熱っぽく見つめる女子の目線も増えた気がします。いくらゆーくんが恋愛に疎いと言っても、熱烈なアプローチをする子が現れたらその娘と付き合ってしまうかもしれません。それになにより私もいつまで耐えられるのかわかりません。吸血病からも、この気持ちからも。
　どうすればいいかはわかりませんが、とにかく、何か変わらないと、という気持ちで押しつぶされそうです。とりあえず、少しでも出来ることをしたい、そう心に決めて、決意を心の中で呟きます。
「まずは痩せないと、絶対振り向いてくれないよね……」
こうして穏やかでない夜を過ごし、また私のストレスはたまっていくのでした。


　　オーイン祭り
葦川　ヨシ　

　威勢よく響く屋台のおやじの声。
小さな子供のはしゃぎ声。
黄色い声を出して通り過ぎていく少女たち。
木々のざわめき。
セミの鳴き声。
そして、風車の回る音。

　僕は右手に空気よりも軽い飴、左手には七色に光る水の玉を持って、立ち並んだ屋台の間を歩いていく。特に行き先や目的があるわけではない。ゆっくり歩きながら、時々ふらりと屋台に立ち寄り、そこで気に入ったものを買っていく。それだけで十分この祭りは楽しめる。心地よい夕方の風が、僕の汗を吹き飛ばしていく。
「それ、いいね」
　声をかけられて振り返ると、そこに小さな女の子が立っていた。十歳にも満たないであろうその女の子は、熱心に僕の左手の水玉を見つめている。
「どこで売ってたの？」
僕を見上げ、小首を傾げて尋ねる。二つに結んだ髪がふわりと風に揺れた。
「Ｂブロックの十七だよ」
　僕が屋台の場所を言うと、彼女は満面に笑みを浮かべて、
「ありがとう、お兄さん」
　と感謝の言葉を述べた。そして、跳ねるように走り去っていく。売り切れる前に水玉を買いに行くつもりなのだろう。まるで子ウサギのような子だ。そういえば、ご両親が見当たらなかったが、お金はちゃんと持ってきているのだろうか。オーイン祭りの日だから、お小遣いをたくさん貰ったのかもしれないな。
　僕は苦笑いをして、またふらふらと歩きだした。

　オーイン祭り、その起源はよくわかっていない。おそらく古くからの神を祭るためだと思うが、それを調べるのは民俗学者の仕事であって、僕の仕事ではない。だから、オーイン祭りが何のために行われるかは、僕は知らない。祭りの参加者もほぼ全員が知らないのだろう。
この祭りは、夏も終わりかけたある一日に、町の隅にある林の中の広場で行われる。人の手があまり入っておらず、整備さえもされていない林だけれども、この日だけは人が集まり屋台が立ち並び、世の中の不思議な物品が売られる。これらの物品は、屋台を出す各人がおのおの集めたものだ。売っていいものに決まりはなく、各人が不思議と思えるものであれば、かなり胡散臭い妙薬、妙な写真、最先端の技術を使った物、はたまた貴重な宝石まで、何でも売られている。
屋台を出す人達は一年かけてこの祭りにふさわしいものを探している。この祭りの日にどれ程珍しい物を出せるかは、彼らにとってかなり重要なことなのだ。毎年、祭りの最後に一番珍しいものを見つけられた人を決めるのだが、その一人に選ばれると、賞金と一年間町中の人間から尊敬されるという特権が得られる。屋台を出すのは決まった人でなく、申請すれば誰だって屋台を出せるので、この祭りは普段目立たない人が活躍の場を得る絶好のチャンスでもある。
僕は立ち並ぶ屋台を見て、来年こそは出店しようと毎年思うのだが、いつも忘れてしまう。不思議な物はそう簡単に見つかるものではない。一年中探し回る覚悟がない限り、どうせ大したものなど売れやしないのだ。
そんなことを考えながら、今年も見るだけのオーイン祭りを満喫するつもりでいた。この祭りは見るだけでも十分楽しめるのだから。

突然、屋台が途切れた。いつの間にかＣブロックの端まで来てしまっていたようだ。僕はため息をつく。あと残りは二つのブロックだから、日が落ちる前に回りきるだろう。
何かが足元を高速で駆け抜けて行った、気がした。風が吹く。さわさわと木々が耳障りな音を立てる。
行く先を変えようと僕は振り返った。ふと、何かが変だなと感じる。目の前にあるのは、長く続く屋台、変わらない風景。けれども何かが違う。僕は、さっき何かを見なかっただろうか。して今の違和感。変わらぬ風景の中で、何か一つ、しかし決定的な一つが抜け去ってしまった気がする。
「待て！」
　突然、屋台裏から少年が飛び出してきた。何かを探しているのか、辺りを見回している。しかし、人が多すぎたのだろう。やがて少年は、苦々しげに
「どこに行きやがった」
　と呟き、舌打ちをした。
「一体どうしたんだい？」
　僕は気になって少年に尋ねた。少年は振り向きもせずに答える。
「どうしたもこうしたもねぇよ。はしゃぎやがって、どっかに逃げ去りやがった。せっかくオレが管理しに来ているのに、おとなしくする気配もなし。一体どうなってんだよ」
「探すの手伝おうか？」
　僕が言うと、少年はやっと僕の顔を見た。と、不快な物を見たかのような表情になる。
「オマエ、なんでため口なんだよ？」
「え？」
「明らかにオマエの方が格下じゃねぇか。なのになんでオマエはため口使ってんだよ、って聞いてんだ。それくらいの言葉の意味はわかるよな？」
「格下？　見た目からして、僕の方が年上だよね？」
「はぁ？　なに、オマエ見た目で判断してるの？　オマエ相当バカだろ。見た目とかあてになんねぇっつーの」
「では何で判断すればいいんだ？」
　弁が立つ少年に嫌気がさし、僕は彼の言葉をさえぎって聞いた。少年は不満を隠そうともせず、
「そんなこともしらねぇのか、これだから若い奴は……」
  などとえらそうに言う。一体どちらが年上だというのだ、訳が分からない。彼は目を見開いて、僕を見つめる。もしや驚いているのだろうか。僕の年齢を確認もせず話しかけていたのかもしれない。
　だが、彼の次の言葉は予想外のものだった。
「お前、まさか人間か？」
  何を寝ぼけたことを。わかりきった事を尋ねて、僕をからかっているのか。
「もちろん人間だ」
「じゃあ、なぜ影がないんだ？」
  少年の言葉にはっとした。そうだ、さっきの違和感。恐る恐る視線を下げる、たくさんの脚、夕日が照らす屋台の影、そして僕の足には、影がない。
「そうか、やっちまった！　あいつが、お前の影をとっちまったのか。お前がいけねぇんだ。ふざけんじゃねぇ、長い修行を続けてやっとオーイン祭りの祭主になれたのに、これで終わりかよ。お前のせいで、お前のせいでオレは……」
  今にも泣き出しそうな声で、よくわからないことを叫び続ける少年。本当に泣きたいのは僕の方だというのに。
「一体これはどういうことなんだ？  わかりやすく説明してくれ」
「オレがこの祭りの中に紛れ込んだ影喰いをとらえ損ねた。だからお前の影は影喰いに持ってかれたんだ」
「影喰い？」
「そうだよな、普通の人間は知らんよな。影喰いはこの林に住む化け物だ。好物は人間の影。林の中からでることは出来ないから、普段は人間に危害を加えることはない。一年に一度この祭りの日だけは、人間がこの林にやってくる。その人間の影を狙って、影喰いは、やってくるんだ。そんな影喰いから人間を守るのがオレ達、祭主。でも今年はしくっちまった。これでもうオレは……」
「影がなくなるとどうなるんだ？」
  すぐに自分の話題に変えようとする少年を制し、僕は尋ねた。彼は自嘲的な笑みを浮かべる。
「こうなるんだよ」
  そう言って、彼はまず人差し指を自分に向け、そのままゆっくりと下を指した。つられて僕もその指の先を目で追う。あっ、と言いかけて、口をつぐむ。彼の足下にも、影はなかった。
「影を無くしたやつは、祭主になる修行を積まなきゃならなくなる。祭主になるには、少なくとも五年、オレなんか十年かかったけどな、それだけの時間がかかる。その間、ずっと林暮らしさ。家族や友人にも会えねぇし、自給自足の生活をしなきゃなんねぇ」
  自給自足！  僕は思わず顔をしかめた。無理だ、出来るはずがない。気候管理され、しかもペットと一部の管理された虫しかいない生活区域暮らしの僕に、全く管理されていない林に住めとは、無理な話だ。
「そうだよな、生活区域暮らしにゃ無理な話だよな。最初はオレもそう思ったが、なれちまえば何とかなる。それに、まだ終わった話じゃねぇんだ」
  彼はニヤリと笑った。
「影喰いが影を喰うのは日が落ちた後だ。その前に影喰いの野郎を捕まえる」

　斜陽が林の中を赤く照らす。人々はすでに思い思いの物を買い、何かしらの不思議な物を持ち、楽しげに歩いている。その人ごみの中で、片手に虫取り網を持ち険しい表情をした僕は、明らかに場違いだった。
　虫取り網は例の祭主の少年に渡されたものである。
「ないよりはマシだからな」
　と、言って彼が差し出した物は、見た目は全く普通の虫取り網と変わりがない代物だった。
「これは特殊な捕獲道具なのかい？」
「そんなわけねぇだろ、バカ。見てわかんねぇのか、これは虫取り網だ」
　見た目で判断するなと、彼は言っていた気もするが、とりあえず指摘しないことにした。なにせ時間がないのである。夜はすぐ先に迫っていた。
「こんな物で影喰いってやつは捕まえられるのかい？」
「たぶん、無理だな。影喰いってのは結構すばしっこいヤツだし、用心深くて簡単には出てこねぇんだよ」
　なぜ虫取り網なのかはわからない。僕が受け取ると、彼は満足そうな笑みを浮かべ、
「じゃあ行ってくるな」
　と、言ってくるりと背を向け歩きだした。
「行ってくるってどこへ？」
　僕が尋ねると、彼は体の向きは変えず顔だけこちらを向いた。うんざりとしたような顔をし、いらだたしげに言う。
「影喰いを捕まえるための秘策を持ってくんだよ。お前だって捕まえたいんだろ。だったら、そこでおとなしく待ってろ。で、もし影喰いがまたやってきた場合は、その虫取り網で捕まえろ。捕まるかはわかんねぇが、上手くいけば捕まる。だがその確率は低いから、オレの秘策を待ってろ」
「影喰いってどんな物なんだか、わからないんだけど」
「見た目なんて変るもんだ。あてになんねぇ。お前が何となくコイツは影喰いだと感じられるもんがあれば、おそらくそいつは影喰いだ」
　そして僕は、取り残された。
　何をすればよいかがわからない。それ以上に不安なことなどないと僕は思った。このまま何もしなければ、僕は生活区域に戻れなくなる。それなのに僕自身は何もできないのだ。
　生活区域に帰れなくなることは、想像することすらできなかった。僕は生活区域の中だけで育ってきた。外に出るのは、このオーイン祭りの日くらいだった。生活区域外に何があるかは知らない。植物工場や畜産工場なしで、食生活が成り立たせる方法も知らない。小学校の時にイネ科の植物をバケツで育てたことはあったが、その時作ったのは一食分にも満たない量であった。自分で食べる量を自分で生成する方法など、あるのかさえもわからない。
落ち着くことができず、その場を動こうと思った。下手に動いて少年が見つけられなくなってはいけないと考えなおす。結局何もできずに、同じ場所を行ったり来たりを繰り返した。影がないと存在感が薄くなるらしく、僕のあやしい動きを気にかける人間はいないようであった。もっとも影があったとしても、あまり気にかける人はいないだろうが。
近くの屋台から紫煙の蝶が飛び立った。ひらりひらりと次々と増えていく。どうやら、客寄せをしているらしい。この普通の虫取り網ではこの蝶さえも捕まえることは出来ないな、と思い苦笑いをする。無限に増え続けるかに思われた蝶も、風が吹いて全てあっけなく消えた。
「お兄さん、何やってるの。さっきから同じところを行ったり来たりね」
　突然そう言ってほほ笑みかけてきたのは、僕が水玉の売り場を教えた女の子だった。僕のすぐ目の前に立っていたのに、小さすぎて今まで気づかなかった。買い物はちゃんとできたようで、彼女の小さな掌の上で七色の水玉が淡い光を放っている。
「人を待っているんだ」
「待ってるのに動きまわるの？」
「うん。待っている時はすることがなくて、落ち着かないからね」
「ふうん」
　彼女はつまらなそうに言う。ふと、彼女の視線が僕の下ろした右腕に向かった。とたんに眼を輝かせる。
「それ、何？」
「ただの虫取り網だよ。よくこれ持って甲虫捕まえにいったりしない？　あ、女の子はしないかな……」
「どこで売ってたの？」
「こんな普通の物はここでは売ってないよ。生活区域に戻れば、いろんなお店で売ってるよ」
　それを聞いた女の子は、悲しげな顔で僕を見上げた。この林にはあまり見ることのできない虫が多くいるから、今虫取り網が必要なのかもしれない。取ったところで生活地区には持ち込めないのだが、何もしてあげないのはかわいそうだ。使うかわからないこの虫取り網をあげてしまってもいいのではないか、と思う。
「秘策持って来たぜ」
タイミングよく、少年が戻ってきた。両手に不透明な箱を抱えている。僕は女の子に虫取り網をあげていいか、尋ねてみた。
「もういらねぇからいいけど、その女の子ってのはどの子なんだ？」
　いつの間にか彼女はいなくなっていた。
「それよりも、早くしねぇと間に合わなくなっちまうぜ。秘策持って来たんだから」
　そう言いながら、少年は箱を開く。中に入っていたのは、加工肉のようなものであった。
「こいつは影喰いが唯一影よりも好む食い物なんだ。これを使って影喰いをおびき寄せる。あいつらは取った影を、食う時までずっとくわえている習性があるんだが、物を食う時だけは影を傍らに置く。その瞬間をねらってオレ達は影を取り返す」
　捕まえ方が意外と単純だったことに驚いた。もっと特殊な方法を使うと思っていた。本当にこのようなやり方で上手くいくのかと疑いそうにもなるが、彼の真剣な口調には説得力がある。
「いいか、チャンスは一回だぞ。一度失敗したら影喰いはどっかに隠れちまって、二度と影を取り返すことは出来なくなるからな」
　僕は黙って頷いた。

　日の入りまで残された時間はほんのわずか。
　けれども、影喰いが現れる気配は全くなかった。
「本当に影喰いは来るのか？」
　僕が尋ねても少年は黙ったまま、口を開こうともしない。焦りと不安はつのるばかりだ。人のいない屋台裏にぽつんと置かれた肉。そして、物陰からその肉を真剣に見つめる男二人。それは滑稽な光景だったが、笑うことができない。
　セミの鳴き声が耳障りだ。何かに集中しようと思った時、こんなにも夏の虫の声が邪魔になるとは思いもよらなかった。生活区域の虫はもっと静かだ。生活区域には、うるさくないと考えられた限られた数のセミのみがいた。管理された場所では、便利で快適な生活が保障されていた。変化のない毎日。平和だけども、つまらない毎日だ。
　木々がざわめいた。この林での生活も悪くはないかもしれない。
　そっと足元を何かが駆け抜ける。
「あっ」
僕らの目の前に現れたのは、黒っぽい色をした四足の生き物。柔らかい毛の生えた胴、ふさふさの尻尾、穏やかそうな眼、少し突き出た鼻、足元には影がない。僕は、この生き物こそ影喰いであると悟った。
横を向くと、少年が頷き、右手の親指をぴんと立てた。
「当たりだ」
影喰いは慎重に辺りを嗅ぎまわり、ゆっくりと肉に近づいてきた。肉のにおいも嗅ぐ。そうだ、それだ。それこそがお前の大好物なんだろう。ならばためらわず、一気にかぶりつけ！
影喰いは肉に喰いついた。
その瞬間を見逃さず、僕らは物陰から躍り出る。
少年の足は速かった。
影喰いは僕らに気付いたが、もう遅い。
その四肢が動く前に、少年の腕が胴をとらえていた。
「あがいたって無駄だ。おとなしく林に戻るんだな」
　もっと大変なことなのだと思っていたが、影喰い捕獲はあっけなく終わった。味気ない終わりだな、と思ったがまだ本当の終わりでないことに気付いた。笑う少年を横目に、僕は自分の影を探す。今彼が立っている場所が肉があった場所だ。その近くの地面に影は置いてあるはず。しゃがみ込み、地面すれすれの場所を探す。
おかしい。
影喰いはこの辺りからやってきたはずだ。何もないはずはない。ここに影はなくてはならない。ないということは、ありえてはいけないはずなのに……。
「どうしたんだ？」
　やっと僕の異変に気付いた少年が声をかけた。彼はのんきに影喰いを肩に担いでいる。
「影がないんだ……」
「はぁ？」
「僕の影が、ここにはないんだ」
「そんなわけねぇだろ、バカ。ちゃんと探せ。絶対あるはずだ。影喰いはちゃんと捕まえたんだからな」
　少年は吐き捨てるように言う。ないものはないのに。僕が言い返そうとすると、何も言う前に彼は驚いたように眼を見開いた。見る見るうちに顔色が悪くなっていく。今まで涼しげだった顔から、一滴の汗が流れおちた。
「ちくしょう、なんてこった！」
　突然彼は叫んだ。彼はいらだたしげに言う。
「今、影喰いのヤツが目の前を通り過ぎて行った。お前の影をくわえたヤツが、な」
　通り過ぎて行った？　僕たちは無事に影喰いを捕まえたのではなかったのか？
「これは偽物だったの？」
「いやコイツも本物だ。それは間違いねぇ。だがな、影喰いは一匹じゃなかったんだよ」
　僕たちが捕まえたのは、違う個体だったのか。これでは、全てがやりなおしではないか。薄暗くなった広場。夏の風が、冷たく感じた。
「まだ終わりじゃねぇ、あいつはまだお前の影をくわえていた。まだ夜は来てねぇんだよ。とにかく追おう。走っているだけじゃ追いつけるわけねぇが、もしかしたら奇跡があるかもしれねぇ」
　言い終わる前に、僕と少年は駈け出していた。僕は信じている。きっと、何かが起こる。平凡な人生に奇跡が起こるとしたら、今日という日以外は考えられない。

　彼女は一人だった。
　彼女は笑っていた。
彼女は巨大な蛇を睨みつけていた。
　僕は驚いた。影喰いを追った先にいたのは人の影をくわえた黒く長く四肢のない生き物。確かに影喰いの姿形など、あてにならないものだった。そしてもう一人、光る水玉を買って虫取り網を興味深げに眺めた、あの女の子。
周りの人間は、だれ一人として彼女を助けようとしない。それどころか見ようともしない。
「君、危ないよ！」
　僕の叫び声が聞こえないのか、彼女は振り向くことも、表情を変えることもしなかった。もう一度、叫ぼうとする。
「待て、お前はまだ中途半端な存在なんだ。どんなに目立たないっつっても、あんまり叫ぶと怪しまれるぞ」
　少年の言うとおり、周りにいる数人の人間が振り向いた。だけども、今はそんなこと大した問題ではない。彼女に危険が迫っているんだ。僕は再び声を出そうとした。
「待てって言ってんのがわからんのか、バカ。落ち着いてあの女の足元を見てみろ」
　そうか。彼女にも、影はなかった。
「どうやら、奇跡はおこったようだな」
　少年は呟いた。彼は笑っていなかった。影喰いがじりじりと女の子ににじり寄って行く。
「あの子は、姿はあんなだが、影喰いの好物だ」
　僕は、思わず女の子の元へと走り出した。
「おい、助かりたくねぇのか？」
「助かりたい、でもそれ以上に、あの子を助けたいんだ！」
「ふざけんじゃねぇ、お前、ほんもんのバカだよ！」
　少年は、僕を抱えこみ、暴れる僕を抑えつけた。彼は強かった。とても僕にかなう相手ではなかった。
　巨大な影喰いは僕の影を置いた。影喰いは大きな口を開けて、女の子を飲み込もうとする。牙が光る。僕は思わず目をつぶりかけた。
その時、女の子は僕の方を向いてほほ笑んだ。
「ありがとう、お兄さん。おかげでいろんなもの見れて、楽しかったよ」
　向き直り、口を開いた影喰いを見る。まっすぐな瞳で。
　信じられないことが起こった。
　木々がざわめく。
　世界が揺らめく。
　つむじ風が吹いた。
近くの屋台に並んだ商品は舞い上がっていく。
「えっ」
　思わず発した声さえも巻き上げ、つむじ風はどんどん大きくなっていく。人々の悲鳴が響く。
僕は風に飛ばされまいと必死になりながらも、僕は目の出来事を見ようと、まぶたを開けた。
つむじ風の真ん中、そこにはもう女の子はいなかった。代わりにいたのは、とらえどころのない白い生命体。

　どこかで読んだことがある。外の世界には、蛇という凶暴性と狡猾さを兼ね備えた生き物がいると。その生き物の敵は、空を舞う巨大な鳥であるらしい。
　いや、違うな。これは鳥じゃない。
この子は、翼のある人だ。

「酷いもんじゃねぇか。あいつ、めちゃくちゃにしちまった」
　少年の言うとおりだ。僕の近くには、ゴミか資源かわからない物が散乱している。人々は飛んで行った商品の回収、壊れた屋台の修理に追われていた。
「結局あの子は何だったのかな？」
「影喰いの好物に擬態しておびき寄せ、ヤツらを食っちまう生き物がいるというのは聞いたことがある。だが詳しいことはよくわかんねぇ」
　彼は笑う。
「まぁ、結果が良けりゃ何でもいいじゃねぇか」
　そう言って、少し飛ばされていた僕の影を差し出した。僕はそれをそっと受け取る。そわそわして少し冷たい。
「これで初めての祭り、無事終わりだな」
「君はまた林に帰るの？」
「そうだな、これでお別れってやつだ。じゃあな」
　彼は片手をひらひらと振る。憎たらしいと思うことの方が多かったのに、なぜだろう。何となく、寂しい。
「来年、また君に会えるだろうか？」
「さぁな、そりゃお前次第だ」
「もう君には会えなく……いや君が見えなくなってしまうんじゃないだろうか」
　少年はきょとんとした。彼は一瞬答えに詰まる。そして笑って
「なぁんだ。バカだと思ったら意外と勘は鋭いんだな」
　と言った。
「確かにな。たぶんオレたちはもう逢うことは出来ないだろうな。どうしてわかったんだ？」
「影をなくして以来、僕は他の人に気付かれにくくなった。君なんか他の人には全く見えていなかったようだからね」
「ご名答。影のないような人間や生き物ってのは、普通の人間には見えにくい。というか見ようとしない。見たくないもんや、あるとは思ってないもんは見えないもんだ。例え本当は存在していたとしてもな。お前もそうだ。お前は影を取り戻しさえすりゃオレとの縁もなくなるし、オレのいる必要もなくなる。そりゃ見えなくなるだろうな」
　それだけの縁。影を取り戻すためだけの仲だったということか。
「お前、まさか落胆してんじゃねぇだろうな」
　僕は頷いた。
「やっぱりバカは最後までバカか。なんだってそうだよ。お前だってさ、今までの友達全員覚えてるか？　覚えてねぇだろ。友達ってのは、最低限、現在進行形で共有できるもんがなきゃいけねぇの。ほらっ、早く影くっつけろ」
　そう言って彼が僕に渡したのは、瞬間接着剤だった。こんなものでくっついてしまうのか。僕は苦笑いをした。
共有できる物。生活地区内に住む人間と、管理外区域で生活する人間ではないだろうな。
「いやぁ、年取っちまうと説教臭くなるなぁ。いけねぇや。これでも、影なくなってから年取ってねぇから、お前よりも年上なんだぜ。って話したっけ？」
「最初に少し言っていたけれど、詳しく聞くのは初めてだ」
「そうか、これでお前の元の感覚に戻る前に、少しでも知識を増やすことができたな、バカ」
　憎らしい、満面の笑みを浮かべる。最後までこの男は口が減らないなと思った。瞬間接着剤でも影はしっかりと片足にくっついた。もう片側もやらなくては。
「ずっと思ってたんだけど、そんなに人をバカにするのはよくないと思うよ」
「はぁ、バカだな。バカは愛情表現だ、バカ。お前と短い間でも友達になれて楽しかったぜ」
　僕は、はっとして顔を上げた。

僕は右手に空気よりも軽い飴、左手には七色に光る水の玉を持って、立ち並んだ屋台の間を歩いていた。特に行き先や目的があるわけではない。
この近くで、突風が吹いたらしい。屋台の人が片づけで忙しそうで、僕は客でよかったな、とつくづく思った。
突然、大きな音が鳴り響く。
驚いて上空を見上げると、巨大な火の花が咲き、暗闇を照らしてた。
もう日は沈んだんだな。時間のたつ速さに驚かされる。
「それ、いいね」
　小さな女の子が僕を呼びとめた。


　　成長痛
霧里真中

「帰ろ」
「うん」

俺の隣を歩くあいつは所謂幼馴染というヤツで、でもお互いの家の行き来が多かった所為か幼馴染というより感覚としては兄弟なんかの方が近い物があるかもしれない。
何を知っているわけでもないけど、共有している物が多くて。

「もう冬も終わるな」

ぼんやり空を見上げたあいつの見てる景色なんてわかりもしないけど、ただその空が綺麗な青だったことと、それを見ていたあいつの顔があまりにも間抜けでぶさいくだったことは、俺にとって紛れもない事実。そうやってそれぞれの中で形は異なっても、二人でぼけっとしながら空を見て紙パックのいちごオレを飲んでいた春休み前日は、確かに俺たちの日常として二人で共有する記憶になる。

「ホットいちごオレってどうよ？」
「どう考えてもゲロ甘だろ。試すなら一人でやれよ！」
…ちぇ、先読みされた。



あっという間に冬は去って、春もまた過ぎていく。
気づけば桜が散る中もあいつと立っていて、、なんだかなぁ、と二人で笑った。






じめっとした空気が纏わりつく薄暗い昼過ぎ。
その空模様とは裏腹に、試験最終日を終えたクラスメイトたちは解放感に溢れていた。
ぼんやりそれを見ながら紙パックのいちごオレを吸う。きゃいきゃい騒ぐ声を聞き流して、意識を空へと向けた。
今年は早くも梅雨前線が元気らしい。濃い灰色の雲から雨粒が絶えることなく後から後から落ちてくる。その暗い雲は空を分厚く覆っているのか切れ目はない。

ふ、と。
人の気配を感じて視線を前へと戻すとあいつが立っていた。
「帰ろ」
ずず、と紙パックが音をたてる。
「うん」
ちょうど、飲み終わった。


透明の、安っぽいビニール傘をふたつ並べて家路を辿る。行き先は、我が家の斜向かいのあいつの家。
「今日おばさんは？」
「パート。だから昼はカップ麺な」
「醤油ある？」
「確認してないけど今までなかったことがあったか？」
「なかったらお前買いに行けよ」
「わかったよ。あー頼むぜ母さん…！」

履き古されたぺちゃんこの革靴で雨水を蹴散らし、スラックスの裾がすっかり重くなった頃、あいつの家についた。
「ただいま」
「お邪魔します」
返事がないなんてことはもう慣れたものだ。俺の家もそう、母親はパートだ習い事だと何かと忙しい。俺たちが手がかからなくなってきたからか最近は特に。

お互いの家に泊まったりするのは昔からよくあることだったから着替えなんかは当たり前のようにあいつの部屋に置いてある。カップ麺もまた然り。結局、俺用の買い置きのカップ麺はきちんと在庫があって、あいつはこの雨の中外出することなく済んだ。

着替えて。昼食べて。早速ゲームを始めて早一時間。
「あ、コーラなくなった。取ってくるわ。お前もいる？」
「あー、頼むわ」
シリーズもののこのRPGは今まで二人で交互にソフトを買ってやってきたものだ。適度に難しく、ストーリーも面白い。俺もあいつも気に入ってるシリーズだ。今回もアタリのようで、昼が少なかったのかちょっと腹が減ってきたような気がするが、なかなかやめられない。
食べながらできたらそれは良いのだが、自室で食べ物を食べないというのはここも我が家も共通のルールで、何か食べるにはいちいち階下のリビングにいかなくてはならない。つまりゲームを一度中断しなくてはならないのだ。ちなみに飲み物は辛うじてセーフ。
「そこのダンジョン難しいぞ」
「まじでか」
コーラのペットボトルを二本持ったあいつがドアを開けてすぐにそう口出してきた。
言われるまでもなくするつもりだったが、セーブデータに上書き。
ベッドに背を凭れさせて床に座る俺の斜め上、すなわち俺の横の位置であいつはベッドに腰掛けた。背凭れにしているベッドが歪む。
俺の分のコーラは床に適当に置かれて、あいつが自分のを開けたのだろうプシュ、と空気の抜ける音がした。
「そういやさ、」
「ん？」
画面では、あいつの言っていたことがこれかわからないが、厄介な敵が出てきて主人公たちと戦っている。
「彼女できた」
「…へぇ」
ふぅん。
「彼女…」
「そう」
だれ？と聞いてあいつの口から出てきたのは可愛いと有名な他校の女の子の名前。
ぼんやり指先でポリゴンを操りながら「彼女…」と呟く。
「うん、彼女」
なぁ、それ何て答えて欲しくて言ってる？よかったな、とか、羨ましい、とか。何を言えばいいのか、わからない。
彼女、ともう一度心の中で呟いた。

ベッドが軋む。斜め後ろ、あいつを振り返る。
眼が合う一瞬。




睡眠時間の少ない日は大抵だるい。
今日はまさしくそれだ。眼がしょぼしょぼするけれど結局ゲームもクリアできていないし、眠い、だるい。
窓枠に肘をついて寄りかかって紙パックのストローを吸いながら、ぼけっと校庭で元気にサッカーしている同輩たちを見下ろす。
隣のクラスのあいつも、何故か当たり前のように俺の隣で同じような体勢で校庭を見下ろしている。
「お前さ、」
「なに？」
「…いや、なんでもね」
彼女いるなら帰るのは別々にしたりすべきかと思ったが、そんなことこちらがいちいち気を遣うのも面倒だ。何かあったらあいつの方から言ってくるだろう。
「あ、時間。じゃあまた放課後な」
チャイムの音を聞いてあいつはそう言うと軽く手を振って教室を出て行く。
「……」
ひらひらこちらも軽く手を振って、残りのいちごオレをずずっと吸い上げた。




「なぁなぁ、隣のクラスのイケメンくん、お前の幼馴染なんだって？」
「ん？…あー、そうそう」
イケメンって誰だ、と思ったが、俺には幼馴染というのは一人しかいない。そういやあいつイケメンって騒がれていた。
俺は生まれてこの方あいつをかっこいいなんて思ったこと一度もない所為で本気で一瞬誰のことだかわからなかった。ゴキブリを怖がって逃げ惑ったりするあいつを心底かっこ悪いと思ったことなら数え切れないほどあるから、余計に。
「今度一緒に遊ぼうって誘ってくれよ」
「なんでまた」
「んなもん女の子にウケがいいからに決まってんだろ」
「んー…あいつ彼女いるけど」
「え？マジ？」
「まじまじ」
　このクラスメイトは一体何をそんなにびっくりしているのか。俺が首を傾げているとその意図がわかったのか苦笑しながらこう答えてくれた。
「なんかいっつもお前と一緒にいるから彼女なんかいないのかと思ってさ」
「へ？」
「帰りとかいつも一緒に帰ってるだろ？」
「まぁ家すげぇ近いし」
「彼女とかいたら放課後デートとかしたりさ、友達に自慢したり惚気たりすんじゃん」
「あー…されないな」
「そう。してる風でもなかったから彼女いないのかなって思ってたわけ」
　なるほど納得。確かにあいつから彼女の話聞いたことなかった。
「それに、なんかお前らほんとにいつも一緒にいるから女子の入る隙とかなさそうなんだよな」
「そんなにいつも一緒にはいねぇよ」
「そうかぁ？ヒクくらい仲良いぞ、傍から見てて」
「…」
そりゃ初耳だ。
「ま、彼女持ちなら仕方ねぇや。お前だけでも来るか？」
「や…、いい。でも誘ってくれてサンキュ」
　なんだかんだであいつと遊んでるだろうから。
　そうは言わなかったけど、想像がついたのかクラスメイトの彼はこう言い残して去って行った。
「たまには彼女に時間譲ってやれよ？」
　…なんで俺が束縛してるような言い草なんだ……。


「あのさ、明日なんだけど」
「うん」

帰り道。明日は土曜日、土日は大抵はどちらかの家に入り浸っている日。
それは暗黙の了解みたいなもので、どちらの家になるかは先に行った方にそのままいるような緩い感じで決まる。だからどちらも行かなければ無しになりもする。
　あえて言うということは、彼女が家に来たりでもするんだろうか。あのRPGの続きやりたいのに…今晩中にでも借りようか。
　でも色々駆け巡っていた俺の思考はあいつの台詞で一瞬にして吹っ飛んだ。

「彼女、紹介したいんだけど」

「え？」
「だから、彼女を紹介したいんだけど、って」
「は？え？だ、誰に？」
　結婚前提？家族に紹介するのになんで俺に言う？

「お前に、に決まってんだろ」
　……はい？

「いやいやなんで俺がお前の彼女紹介されなきゃなんないんだよ」
「お前が一番近いからだよ」
　近いってなんだよ。ご近所さんか？
「誤魔化すな」
　思考読むなよバカヤロウ。
「わかってんだろ」
俺はもうお前のこと何が何やらさっぱりだよ。
「だから誤魔化すなってば」
　だから思考読むなって。もうやだよお前意味わかんねぇしなんでそんなに強引なんだよ腹立つ。

「…チョコパフェ奢りな」
「おう」





恋人っていうのはなんなんだろうかと思う。

屋上に寝転がって浅い青の空を目を細めて見ながら漠然と考える。
あいつの彼女と出会わされてから一ヶ月ほどが過ぎた。

　あいつは、変わった。
　彼女との関係を疎かにすることなく、俺とバカやってる時間もあって。でも、たしかに変わっていってるんだ。
　昔とは、違う。

「こんなとこにいたのか」
　
　紙パックのいちごオレを握りながら思う。

「ほら、帰ろ」


「…やだよ」

　わかってるだろう。お前と俺は、もう違うんだから。

　帰る場所が違うんだから。

「さようならだ」

　あいつは悲しそうに一度目を伏せた。
　
　そういえば、あいつがいちごオレを飲まなくなったのはいつからだろうかとぼんやり思いながら瞳を閉じた。
　もうすぐ、夏が来る。


	俺と幼馴染の些細な物語
野宿良太　


「起ーきーろー！　和クン、もう朝だぞー！」
　耳元で、舞の声がガンガンと響く。やめろ叩くな、布団越しとは言え流石に痛い。
「あと五分だけ……」
　もぞもぞとイモムシみたいに身をよじって布団の中に体を潜り込ませていく。
「あっバカ！　起ーきーろー！」
　とうとう舞は掛け布団を端からめくり上げた。そしてカーテンがレールを滑る音と共に窓から差し込む朝の光が、瞼越しにも目に痛い。だけどもういい加減起きなきゃ駄目だよなぁ。俺は布団の名残惜しさに心締め付けられながらも、しぶしぶ上半身を起こして目を開けた。
「おはよっ」
　昨日と変わらぬ、舞の笑顔があった。
「おはよ。じゃ、ちょっと着替えるわ」
「あいあい。二度寝すんなよー」
　そう言って、舞は俺の部屋から出ていった。いつも通りの、朝だった。

　俺と舞は幼馴染というヤツだ。家が隣ということもあって小学校に入ったときから今日までずっと、毎朝俺を起こしに来てくれる。おかげで俺は小中学と皆勤賞だった。もちろん舞も。
　なんの縁だか俺たちは高校までも一緒になったので、彼此十年は舞に起こしてもらっている訳か。うぅむ、時が経つのは早いね。

「お待たせ」
　衣替えしたばかりの夏服に袖を通して部屋を出ると、これも毎度の通り廊下の壁に背を預けて舞が立っていた。
「じゃ、行こか」
　舞を先頭にトントンと階段を下りてリビングに入ると、
「ごめんね、毎朝毎朝！　舞ちゃん、これ飲んでって！」
　オフクロが舞にヤクルトを放って寄越す。これも昔から変わらないこと。
「和哉、あんた朝食は？」
「時間ないからパス」
　そう言って、舞と連れだって玄関に向かう。
「朝はちゃんと食べた方が良いよ？」
　靴を履きながら舞の忠告を聞き流す。分かってはいるんだけど、どうしても朝から食欲湧かねぇんだよなぁ。十年前と変わった所と言えば、朝食を抜くようになったこと位かもな。ボンヤリとそんなことを考えながら、二人一緒に、
「「行ってきます」」

　俺たちの通う高校は徒歩と地下鉄で三十分ほどの、割合家から近い場所に位置している。電車を降りて、もう一年以上も世話になった通学路を二人してほてほて歩いていると後ろから、
「暑いね、お二人さん！」
　振り返らんでも分かる。この声の主は、
「沼部クン、おはよ！」
　律義な舞はちゃんと体を沼部の方に向けて朝の挨拶。
「おはよ、舞ちん！　おいおい、和もおはよってば」
「……おはよ」
　顔だけで振り向いてしぶしぶ答えてやると、沼部は嬉しそうに顔をほころばした。うぅん、イイ奴ではあるんだけどなぁ。
「暑いね。六月なのにこうも暑いのは、異常気象かな？　それとも君たち夫婦が今日も熱いからかな？」
　イイ奴ではあるんだけど、たまに鬱陶しいんだよなぁ。
「夫婦とか止めてよー。そんなんじゃないってば」
　困ったように笑いながら舞が答える。「またまたー」などと沼部が追い打ちをかけ、二人が少し先に立って歩き出す。俺はそんな二人の、いや、舞の背中を見ながら、「そんなんじゃないってば」という舞の台詞を頭の中でリフレインさせる。
　そう、俺たちはただの幼馴染だ。決してそれ以上の関係じゃない。それは周知の事実だ。自他共に認める……自他共に？　本当にそうか？　俺は、認められているのか？　俺はこのままで良いのか？　舞といまのままで――
「和君？」
「和？　どうした？」
　気付くと、舞と沼部が立ち止まって俺を心配そうに見遣っていた。いかんいかん。
「何でもない！」
　無理矢理笑顔を作りながら、俺は早足で二人の元に向かった。

「おはよっす。お、今日もまた二人で登校かよ」
「羨ましいねぇ、あやかりたいあやかりたい」
「朝っぱらから、御馳走様っす」
　教室に入ると、いつも通りのクラスメイトからの朝の挨拶。俺も舞も小学校の頃からこんなからかいを受け続けているからもう慣れ切ってしまっている訳で、一々気に留めたりはせずに軽く流す。
　だけど最近そういった級友からの挨拶に、からかいとは違う、なんというか本当の嫉妬が混じっているように感じられるのは俺の気のせいなんだろうか。俺が言うのも変な話だが、舞は、その、つまり、可愛くなった。いや昔から可愛い方だったのかもしれないが友達としてしか見ていなかったから気付けなかったのかもしれないだけで、俺は中学に上がった頃だったかもしれないが舞のことを少しずつただの幼馴染としては意識できなくなっていったのかもしれない。
　ただ、舞は俺のことをどう思っているのかは、分からない。分からないというか、分かりたくない。きっとただの幼馴染としか思っていないのだ。それが、何となく、辛い。
　だけど舞の隣にはいつも俺がいて、俺の隣には舞がいて。いまはそれだけでもとても幸せなんだと思う。そして、そんな俺たちの関係を妬ましく思う輩がいても何ら不思議ではないのだろうとも。

　教室では「俺にも挨拶しろよー」「うるせー」という沼部とクラスメイトとのやり取りが行われていて、俺と舞からはもう興味が消えうせている様子。うぅむ、嫉妬だなんだと、俺はちょっと自意識過剰なのかな……。
「ねぇ和クン」
　耳元で、突然舞がささやいた。吐息が直接鼓膜を震わせたような錯覚。慌てて横を向くと、触れ合いそうになるほど近くに舞の顔があった。
「な、なんだよ」
　舞に併せて小さな声で返しつつ、焦りを気取られないようにそっと目を逸らす。
「今日の放課後って暇？」
　え、それはどういう……。真意を量り兼ねていると、舞はことさら小さな声で言葉を継ぎ足した。
「一緒に、行きたい所があるんだけど」

　どういうことだろう。
授業が始まっても、さっきの言葉が頭から離れない。
別に舞とどこかに出掛けること自体はおかしなことじゃない。最近こそ減ったが、以前はしょっちゅうだった。今でも暇な休日なんかは、どちらともなく互いの家を行き来してそのままぷらっと遊びに行くこともあった。
　ただ、平日に、わざわざ誘い合わせて、というのはあまり記憶にない。特に高校に入ってからは、帰宅部の俺とバスケ部の舞とでは帰る時間もバラバラだったから、たまたま帰路で会うことすらまれだった。
　……や、別に深く考えるようなことでもないような気もする。どっちにしろ悩んでいたって分からない。あー、もういいや、寝ちゃおう寝ちゃおう寝ちゃおう！
　俺は寝た。

　放課後。「カラオケでも行かない？」という沼部その他の帰宅部連中の誘いをやんわり断って、俺は教室の自席でぐだぐだと本を読んでいた。というより本を開いてページに目線を落としているだけだった。駄目だ、内容が全然頭に入らねぇ。
　そうか、何もわざわざ教室で待っていることもないんだ。俺はパタンと本を閉じて鞄に突っ込み、教室を後にした。

　俺が着いたときには、体育館ではバスケ部が試合形式の練習を行っていた。折角だから舞の部活風景でも見てみようと思ったのだ。
舞は小さい頃から結構運動神経が良い方だったが、それはいまも健在のようでコート内を一番元気に走り回っている。俺はその様子を、体育館の入り口にもたれかかってぼんやりと眺めた。
「和クンもまたスポーツすればいいのに」
以前舞に言われた言葉だ。中学まではサッカー少年だった俺だが、いまはもう帰宅部が板に付いている。高校に入ってまでマジな運動部に入りたいと思えない、という堕落した考えからサッカーを辞めてしまったのだ。元々そこまで思い入れもなかったんだろう。だけどこうして、体育館の熱気や汗と制汗剤の入り混じった匂い、バッシュが床と擦れるキュキュッという軽やかな音に包まれてバスケに打ち込む舞の姿を見ていると、スポーツを辞めてしまったことを勿体なかったかなとちょっと思ってしまう。
　入り口にたたずんでいると、バスケ部の一人と目が合った。関係者でない俺がこんな所にいたらまずかったか、とその場を発とうとすると、真剣にボールを追っていたその女子部員の目がふにゃっと半月型に曲った。なんか悪い笑顔だなぁ、と思った数瞬後、その部員がさーっと舞の元に走っていって何か耳打ち、そして舞共々俺を見遣った。部員は相変わらずのにやにや顔、舞は困ったような照れ笑い。ん？　なんだこれ。とりあえず舞に手を振ってみる。何が面白いのか部員が更ににやにやを強めたようだけど、黙殺。舞は――舞は、照れ臭そうにしつつも、俺に手を振り返してくれた。なるほど、少し舞の気持ちが分かった。これは、照れ臭い。
　なんていうのもほんの数秒の出来事で、二人はまたコート内のそれぞれの持ち場に散っていった。本当、元気一杯だなぁ。
練習試合だから両チームの実力を拮抗させているのかもしれないが、試合は良く言って息もつかせぬ一進一退、悪く言えばどっちもどっちで、それぞれちょっとずつ点は入っているもののその点差は僅か、どうも緊張感に欠けるなと部外者ながら勝手に評しつつ眺めていた。
前半の十分が終わり、ハーフタイムを挟んで後半が始まった。実際の試合時間て何分なんだろう、なんてことを考えるともなしに考えてボーっとしていたとき。スリーポイントライン付近に立つ舞にボールが渡った。絶妙なパスだった。相手チームの部員の股下をワンバンでくぐらせたパスを放ったのはさっき俺を見てにやにやしていた部員で、そのパスを見事に受け止めたのが舞だった。そして舞は、ノーマークだった。
　試合中幾度か舞がボールを受ける場面はあった。だけどその度、トラベリングを疑う余地もないほどすぐに別の仲間へとパスを回してしまっていた。中継として、常に一番いい位置取りをしていたからなのだろう。でも、いまは違う。その場からスリーポイントを放つなりゴール下に近付くなり、いずれにしても舞のシュートが期待される展開に、俺は思わず両手を強く握りしめた。退屈だったはずの練習試合が、一気に華やいだような気がした。
ボールを手に、舞はちらと周囲を窺う。大丈夫だ、ここぞってときに冷静なのが舞の凄い所なんだから。だけどうかうかはしていられない。すぐにディフェンダーが回りこんでくるだろう。それまでの数秒で、舞がどう動くのか。
　舞は、右手ですっとボールを頭上に掲げた。スリーポイントを決める気だ。いける、大丈夫だよ、舞ならやれる。なんの根拠もないけれど、俺の思いは確信に近かった。そして、
「いけっ、舞ーっ！」
　止まらない思考に、叫び声で蹴りを付けてしまった。やっべ、ほとんど無意識に叫んでしまった、恥ずかしすぎる……。コート内でも、みんな呆けたようにぽかんとしていた。が、それも束の間。外野の俺はあっという間に無視されてすぐに試合の緊張感が取り戻されるのが伝わる。ただし、さっきの部員は遂に腹を抱えて笑い出した。おい。
　そして舞は。舞は、俺に笑いかけてくれた。ほんの一瞬のことだった。でも確かにその目は「ありがとう、大丈夫だから」と言っているように感じられた。舞はすぐに視線を俺からゴールへと戻すと、ボールを載せた右手を、まっすぐリングに伸ばしていった。まるでスローモーションみたいだった。手首のスナップでボールに回転がかかるのさえしっかりと見て取れた。ボールは綺麗な放物線を描き飛んでいく。そしてそのまま、吸い寄せられるように、リングの中へと飛び込んだ。揺れるネットとそれを通り抜けるボール。少し遅れて響く歓声。決まった！　俺は、小さくガッツポーズをした。

「流石にびっくりしましたよー」
　駅へと続く道を歩きながら、部活を終えた舞が俺に非難めいた言葉を口にした。ただ、顔も口調も楽しげなものだった。俺も形だけ「すんません」と謝っておく。
「それにしても、綺麗なスリーポイントだったな」
「へへ、ども」照れているのか、ちょっと俯きがちに「練習の成果かな」なんて言っている。
「ところでさ」さり気なさを装って、一番聞きたかったことを尋ねてみる。「これから、どこに行くの？」
「えーっと、それは、まだナイショです」舞の頬が赤く染まって見えたのは、西日のせいか、気のせいか、それとも――。

　駅に着いてホームに向かおうとする俺を、舞が呼び止めた。どうしたのかと思い振り向けば、反対側のホームを指差している。行きたい場所って、家とは逆方面なのか。
「そろそろ行き先教えてくれよ」
「あとちょっとー」地下鉄に揺られながら、楽しそうな舞の声。
ガタタン	ガタタン
　電車が走る。
「次で降りますよー」
　学校から数駅先で電車を降りて改札を抜ける。地上へと続く階段の先には、すっかり日が沈んで夜の色に染まった空が見えた。
「ここって……」見覚えがあった。
「懐かしいでしょ」変なリズムの鼻歌を交じえつつ舞が答える。
　あれは小学何年生のときだったろう、遠足でこの駅まで来たことがあったのだ。あの時は確か、駅から少し歩いて丘に登って――。
　舞の足取りに迷いはなかった。俺もその後ろを着いて歩きながら、記憶の中にある道筋をたどっている感覚に囚われる。緩やかな勾配も、道の両側に生い茂る芝も、記憶の中にある景色のままだった。間違いない。舞が行きたかった場所っていうのは、あのとき遠足で行った、
「とうちゃーく！」
　ものの十分で、丘の頂上まで着いた。やっぱり、ここだったか。
　遠足で初めてここに来た時にはもっと高い山だったような気がしていたけれど、この歳になってみれば大した標高でもない丘だったことに気付かされる。だけど、その頂上には、
「ほら見てっ！　すっっっごく綺麗っ！」
　俺たちの街を一望できる展望台が設置されているのだ。
大きなビルや電波塔の灯りが夜の帳に綺麗に映える市街地、窓から温かな生活の光が漏れる住宅地。道を行き交う自動車のヘッドライトやテールランプ。まるで黒い画用紙に鮮やかな絵具を散らしたかのような、華やかな夜景。これが、俺たちの街。
「いいな」
「だよね」
　それだけの言葉が辺りに溶け込み、あとは心地いい沈黙に包まれた。いつまでもこのままでいられたらと、そんなことを、つい考えてしまった。

「覚えてる？」
　先に沈黙を破ったのは舞だった。その顔はまだ街の明かりに向けられていた。
「何を？」
「小学五年の時に、ここに来たじゃんね」
　そっか、あれは五年の時だったか。
「あのときさ、もっと大きくなったらまたここに夜景とか見に来たいねって私が言ったの」
「ませてんなぁ」笑みが零れる。
「そしたら和クン、絶対にまた行こうって、何度も、何度も言ってくれたんだよ」
あっ、あー、言った！　思い出した、俺それ言った！　うわぁ、なんか思い出すと恥ずかしいこと言ってるなぁ。
「ということで、今日！　その夢が叶ってしまいました」ゆっくりと顔が俺の方に向けられた。何の気なしに舞のことを見ていた俺と、しっかり目が合ってしまう。そして、横顔に街の灯を受けながら、
「ありがとね、和クン」
　柔らかく、微笑んだ。

　俺、やっぱり舞のことが好きだ。
　舞の笑顔を見ていて、もう誤魔化しようもない自分の気持ちに気付いた。ずっとそんな感情を抱いちゃいけないって、自分自身に言い聞かせていた。俺たちはただの幼馴染なんだ、変な期待をしちゃダメだって。でも、もうそうやって心を押さえ込むことなんか、とっくにできない位に舞のことが好きになっていたんだ。

「好きだ」
「……え？」
「俺、舞のことが好きだ。幼馴染としてじゃない、もっと、本当の意味で舞のことが好きなんだ」
　言った。言い切った。その途端、舞の顔から、表情が消えた。
　うわあっ、やってしまった……！　後先考えず告白して、どうすんだよ……。
感情の抜け落ちたような舞の顔を直視できず、目を逸らし俯く。後から後から押し寄せる後悔の波に飲まれそうになるのを必死でこらえる。
「それ、本当？」
　――え？　舞の答える声には、何か感情が、そう、都合よく解釈するなら、喜びの感情が含まれているような――。顔を上げて再び舞を見ると、舞はいつの間にか、なんだか泣き笑いのような顔をしていた。な、なんだこの表情……！
「え……っと、その……」
「あの、私も、和クンのこと、好きです」
「！」
　舞の顔は、暗がりでも分かるほど紅潮していた。これは、マジなのか……？
「じゃあ、え、俺で良ければ、あ、付き合って、下さい」
　おずおずと呟く俺に、
「――はい」しっかりと、頷いてくれた。

　現実味なんて全くなかった。幻想的に煌めく夜景と相まって、俺の足元はふらふらと落ち着きをなくしていた。舞の爪先辺りに目を遣ってしまって、顔を上げられない。
　頭上で、息を漏らすような、いまの静寂が無ければ聞き逃してしまうような、小さな笑い声が聞こえた。それを確かめるべく頭を起こそうか悩んでいると、次第にその笑い声は大きくなっていった。
「私、なんか信じられないっ」
その声が浮き浮きと弾むように聞こえたのは、俺の思い過ぎか？
「実を言うとね、私も今日、和クンに告白しようと思ってたの」
　喜色ばんだその言葉に、俺は舞の顔を仰ぎ見た。俺の大好きな、あの笑顔が浮かんでいた。
「すっごい偶然だよね！　なんか、運命？　なんてね、へへへ」
「それ、本当に……？」
「本当だよ、嘘なんか吐いてもしょうがないもん。あー、なんか照れ臭いですな」舞が恥ずかしそうに笑う。
　ふっと、気が抜けるような笑いが零れた。それが俺の口から自然に漏れたものだと、ちょっとしてから気が付いた。思わず頬が緩む。
「本当、すごいなそれ！」心からの喜びを言葉に乗せる。
「だよね、だよね！」
「すげぇー！」
「すげぇすげぇー！」
　ひとしきり騒いでみた。なんだかちょっと、小さい頃に戻ったみたいで、気分が良かった。

「あっ！」
　何かに気付いたように舞が声を上げる。なんだよ、嫌な事じゃ、ないよな？
「順番が逆になっちゃったけど」そう言って鞄をガサガサ漁り、綺麗な包装紙でラッピングされた箱を突き出した。「はいこれ。誕生日おめでと」
「え、たんじょうび？」あ、そう言えば、今日だったっけ……。本気で失念してた……。
「ほんとは先にこれ渡して、で、告白しよっかなって思ってたんだけどね」
　そんなことをおかしそうにぼやく舞の手から、プレゼントを受け取る。
「あ、ありがと。これ、開けてみても良いか？」
「どーぞ、どーぞ」
　ぺりぺりと包み紙を剥がしていくと、G-SHOCKの箱が露わになった。俺が以前から欲しかったモデルだった。
「こんないいもん、貰っちゃって良いのかよ……」
「どーぞ、どーぞ」
「……高かったんじゃねぇの？」
「いや、まぁ、ね」ちょっと困ったような顔になったが、すぐに「私の誕生日、いいもんくれよー」冗談めかして笑い飛ばした。

　帰り路、二人で手を繋ぎながら丘を下っていく。夜景の眩しさが視界から遠ざかるに連れて、夜空の星の光が俺たちの目に届いて、二人してわーわーとはしゃぎまくった。月並みな言い方だけど、幸せだった。こうして舞と手を繋いでいることが、なんだか信じられない位幸せで、ちょっと怖い程だった。
　そのまま来たときの逆をたどって家を目指した。時計の針はもう九時を指していて、何の連絡もなしにこんな時間まで出歩いていたことをどう言い訳しようか、二人であれやこれやとわいわい話し合ったりした。
　そして、そうこうしているうちに、俺たちの家の前に着いた。
「じゃ、また、明日」
「うん、またね」
　別れの挨拶を述べても、二人ともその場を立ち去ろうとしなかった。
「G-SHOCKありがとな」
「どういたしまして」
　別れるのが惜しかった。
　や、でも落ち着いて考えてみれば、明日になればまた会えるじゃん。何やってんだろ。なんだか、急におかしさが込み上げてきた。
「じゃ、また、明日」笑いながら。
「うん、またね」舞も笑いながら。
　手を振り合い、今度こそ互いの家に入っていく。また、明日っ。

「起―きーろー、って、あれ？」
　翌朝、元気よく俺の部屋に飛び込んできた舞がきょとんと立ち止った。それもそのはず、今日は舞が来る前からちゃあんと俺は起きていたのだ。こんなこと、小学校の遠足の日以来かもしれないな。
「和君、どうしちゃったの？　癌？」
　癌って！　熱じゃねぇの、普通訊くとしたら！　まぁ良いけどさ。
「いや、ちょっと舞を驚かせようと思って」というのは半分本当で、半分嘘。残りの半分は、昨日のあれやこれやを考えていたらすっかり寝付けなくなってしまったからだった。
「確かに驚いたけどさ。なぁんか朝から、張り合いないなー」
「俺も進歩してるってことだ」
「うん、そだね。和クン、ズボンのチャック開いてるけどね」
　うわっ。慌てて閉め直す。寝不足の影響がこんな所に……。

　朝のドタバタが無かったおかげで今日は久し振りに朝食に有り付けた。その様子を見て舞がなんだか満足気だったのが、子供扱いされているようでちょっと恥ずかしかった。
「「行ってきます」」と二人揃って家を出て、いつもの通学路を進む。地下鉄を降りて学校へと続く道を歩きながら、昨日みたいに沼部と会わないことが何となく淋しく感じられてしまうのはどうかしているのかもしれないな、とか考えているうちに、学校に着いた。

「ごめん、私ちょっと体育館に忘れ物してて」下駄箱の前で舞が手を合わして、先に教室行ってて、と言った。
「待ってなくて良いか？」
「平気平気、授業には間に合うだろし」それだけ言うと、ぱぁっと体育館の方へと駈け出して行った。朝から元気一杯だな。
　ただ、舞には申し訳ないが、一緒に教室に入らなくて済むというのはいまの俺には幸いだったかもしれないな、と、廊下をちんたら歩きながらそんなことを考える。昨日までのように一緒にいる所を見られ、夫婦だの何だのとからかわれたら、いまはちょっと恥ずかしすぎて耐えられる気がしなかった。いや、だけどいつも二人一セットみたいな俺らなのに、今日は俺だけ先に教室に行ったら、それはそれでどうなるのか……。あぁ、どっちにしてもからかわれるのは避けられない道なんだな……。
　若干気を重くして、教室のドアを開ける。
「おはよ……」
　案の定、俺の様子を見てみんな変な顔をしている。
「和哉、お前今日一人なのか？」クラスメイトが、確かめるような口ぶりで尋ねてくる。悪かったな、一人で。
「舞は後から来る。いま忘れ物取りに行ってる」
　ぶっきら棒に答えると、何故かクラスの男連中だけがわっと盛り上がった。そして、わらわらと俺の方に詰め寄りながら、
「なぁ、じゃあいまのうちに、これ見てくれよ！」
　そう言って一人が、背中に回して何かを隠し持っている様子の手を、体の前に持って来ようとして――
「やめろよっ！」
　大きな声が、クラスに響いた。みんな、息を呑んだように静まり返る。そしてその声の主を見遣る。
「なんだよ沼部、お前にしちゃノリが悪いんじゃねぇの？」
　侮蔑交じりのクラスメイトの言葉を受けた沼部は、先ほどの大声を恥じたように下唇を噛んで、俯きがちに立ちつくしていた。だけどその目には、しっかりとクラスメイトに対する非難の色が見て取れた。なんだよ、なんでこんなに沼部は怒ってるんだよ。俺が沼部に声を掛けようとすると、それを遮るかのように数人のクラスメイトが間に割り込んできた。一瞬だけ、悔しそうな、悲しそうな、複雑な表情の沼部と目が合った。そんな沼部を無視するように、クラスメイトがまくしたてる。
「良いから良いから、和哉はこれを見てくれって」
「そうそう、いくぜ、せーっの！」
　沼部が制止する暇もなかっただろう。掛け声とともに俺の眼前に突き付けられたのは、成人向けの雑誌だった。この手の類は友達と交換してちょいちょい手にしており、いま見せられているのが素人投稿モノの雑誌であることは何となく分かった。
　だけど、そんなことは重要じゃなかった。開かれたページに写る、気休め程度の目線でプライバシー保護を受けた裸体の少女。中年太りの男性に抱かれ、様々な体勢で惜しげもなくその肢体を晒している少女。その少女は見紛うこともなく、
「――舞？」
　思わず俺の口から零れた言葉に、またクラスが湧いた。さっきとは違い、今度は女子の何人かも一緒に盛り上がっているようだった。
俺は、クラスの喧騒がどこか遠いものに感じられた。ただ目の前の数枚の写真だけが重たい現実感を伴っていた。なんだよこれ、なんの冗談だよ。嘘だろ？　きっと、きっと他人の空似で……。
　眉の上で切りそろえた前髪、ゆるく内側に跳ねた黒いショートカット、少しだけ白い歯を覗かせた笑顔、肩の線、細い足首……。
クラスメイトが騒ぐまでもなかった、目線なんて関係なかった。否定要素を探せば探すほど、それは俺のよく知る、俺の大好きな、舞だった。
「現場の和哉さん、いま一体どんな気分でしょう？」
「さぞやショックでしょうね！」
　直接からかう者、遠巻きに眺める者、そのどれもが純粋な悪意と興味を俺に向けているのが分かる。不躾な視線、不快な言葉、そして、醜い笑顔。
「みんなおはよー」
　その瞬間、喧騒が、治まった。教室の入り口で元気よく挨拶したのは、舞だった。クラス中の視線が舞に集まる。状況が呑み込めないのだろう、舞は不思議そうに小首を傾げた。そして、助けを求めるような目で俺を見た。
　俺は、その視線から逃れるように顔を背けてしまった。
「ちょっと、え、どうしたの……」
　不安そうな舞の声。
どうしたの、じゃねぇよ。お前、何やってんだよっ！
「舞、お前……っ」
　言いたいことは沢山あるはずなのに、喉が干上がったようにそれ以上なんの言葉も口を衝いて出ることはなかった。くそっ、舞を信じたいのに……なのに……。
「なんか変だよ？　本当、大丈夫？」
　不審がりながらも教室に入ってくる舞を、みんなが遠巻きに眺めている。舞が俺に近付いてくる。俺はまた、視線を外してしまう。無意識のうちに、その目は先程の成人向け雑誌へと向けられる。
「……あ」
　舞の、短い呟き。呟き？　いや、ただ、口から言葉にならない何かが漏れ出しただけのような、そんな音声が発せられた。理由は、明白だった。舞の目にも、俺と同じ雑誌が……。
「そっか……」
　か細くて、弱々しい、それでいて諦めきったようなその声に、俺は目線を舞へと戻し――。
　舞は、イタズラが見付かった子供のような、今にも泣きそうにくしゃりと歪めた作り笑いを浮かべていた。

やっぱり。
舞なのか。

　信じてあげるべきだった。たとえ事実がどうであれ、舞の味方になってやるべきだった。
　後からそんな風に言うことは簡単だ。
　だけど。そんな綺麗事では済まされなかった。
信じる？
　信じない？
　そんなことは関係なかった。
　あれは。あの少女は。やっぱり、舞だった……。

　俺は、ただ、もうその場にいたくない一心で、教室から逃げ出した。

　母親がパートに出ていたおかげで、誰に咎められることもなく俺は自分の部屋へと辿り着けた。
　何も考えたくなかった。
　布団に横になる。
　布団。
　毎朝、舞が起こしに来てくれた布団。
　中年太りの見知らぬ男と抱き合っていた舞。
　吐気が込み上げる。胃液が喉にせり上がり、その場で戻してしまう。今朝食べたばかりのサラダのコーンが、その中で泳いでいた。
　ウォークマンのイヤホンを耳に突っ込んで、鼓膜が破れそうな程の音量で歌詞の意味さえ分からない洋楽をランダム再生させる。
　戻したものを処理する気にもなれない。
　ただ、何も考えたくなかった。
　膝を抱え、体を丸めて、五月蝿い音の奔流に押し流されようと努めた。

　目が覚めると、すぐに酸っぱい匂いが鼻腔を不快にくすぐった。それがさっき戻したものの匂いだと気付くのに、多少の時間が必要だった。
　いつの間にか眠りに落ちていたようだ。昨日ほとんど寝られなかったからだろう。時計を見ると、家に着いてから一時間ほど経過している。ぐっすりとまでは言わないまでも、僅かな時間ながら睡眠に身を委ねられていたのは幸せだと思った。イヤホンはいつの間にか耳から外れて、頭の横で機械的な音を漏らしていた。
汚物の処理をしながら、今朝のことは嘘だったのではないかと思い始めた。思い始めたというより、思おうと努めてみた。そして、それはただの逃避でしかないことも分かっていた。
　舞。舞。舞。
　なんでだよ、舞。

　コツンと、窓に何か当たる音がした気がした。
　気のせいかと思いつつも窓を眺めていると、再びコツン。今度は、ガラスに当たる小石も視認できた。
　窓を開けて下を見る。
「やぁ」
　舞が、誰の目にも分かる作り笑いで、こっちを見上げていた。

　どうしたらいい？
　どうしようもない。
　俺は、何一つ考えのまとまらないまま、とりあえず舞を部屋に招き入れた。
　壁に寄り掛かるように、二人並んで腰を下ろす。
　わざわざ俺を訪ねてきたくせに、舞はなかなか話を切り出そうとしなかった。何しに来たんだと、じりじりと苛立ちが募っていく。
「学校、どうしたんだよ」
　とりあえず、そんな質問でお茶を濁す。言葉にとげがあるのは自覚していたが、それを抑えることはいまの俺には出来そうもなかった。
「帰れって、言われた。多分謹慎だろうって。場合によったら、退学だろうって」
　退学……。考えてみればそれは当然の処置といえた。だって、舞がしたことって、犯罪じゃないのか？
　でもそんなこと、知ったことではなかった。そんなことが聞きたい訳ではなかった。
「何か、用か？」仕方なく、再び俺から尋ねる。
「うん、用っていうか……」言い淀み、「和クンに、ちゃんと聞いて欲しくて」
　舌打ち。舞の体がびくっと跳ねる。だけど気遣っている余裕はない。それに、何を気遣えば良いのか、もう分からない。
　ちゃんと聞いて欲しい？　いいよ、聞いてやるよ。だから、気の済むまで話せばいいじゃないか。
「……最初は、興味本位だったの」訥々と、舞が言葉を選ぶように語り始める。
「そういうことに興味が湧いて。そういうことっていうのは、つまり、ああいう雑誌のことじゃなくて、その、行為というか……」
「いいよ、そんなこと言わなくても」
「……うん。で、私、ネットで出会った人と何度かそういうことしてるうちに、写真を送るだけでお金も沢山貰えるって知って。それで、いいなって思ったの」
　俺は体中の力が抜けていくのを感じた。
馬鹿だよ、舞、お前は馬鹿だよ。
　でも、そんな言葉を発することは、とても俺には出来なかった。そんな綺麗過ぎる言葉を発することは。
舞が馬鹿なら、俺は馬鹿じゃないのか？　毎日一緒にいて、それで、そんなことを何一つ知らなかった俺は馬鹿じゃないのか？
　俺も、馬鹿だ。どうしようもないほど、馬鹿だ。
　俺は涙だけは見せまいと、奥歯を強く噛み締めた。その様子をどう思ったのか、舞は切実な声で俺に迫った。
「だけど！　だけど私、こんなことしたの初めてだから！　それまで写真なんて送ったことなかったから！　ねぇ和クン、お願い、信じて！」
　そんなことが聞きたい訳じゃなかった。じゃあ何が聞きたいのかと言われたら、答えに窮してしまうけれど。
「……そういうことしてるとき、気持ち良かったか？」
「え？」
「そういうことしてるとき、舞は何を考えていたんだよ。教えてくれよ、舞」
　俺が聞きたかったのは、こんなことなのか？　違う、と強く叫ぶ誰かが心の中にいて、でもそいつはやたらと偽善的で、上っ面だけの薄っぺらい奴に思えた。
「なぁ。俺達付き合ってるんだよな」嗜虐的な笑みが頬を引っ張るのを感じる。「じゃあ、俺とも、そういうことしようよ」
　言うなり、俺は舞の肩を強く押して、その上に膝立ちで覆いかぶさった。
　舞は、怯えたような顔で俺を見上げていた。だけど、それは一瞬のことで、すぐに目元を優しく緩めると、
「いいよ。和クン、いいよ」
　俺の大好きな、あの笑顔だった。
あの笑顔で、舞は、和クンとだったら嬉しいな、と言った。
　駄目だった。堪え切れなかった。涙が、次からへと溢れ出た。ぽたりぽたりと、大粒のそれらは舞の顔を濡らした。
肩に置いていた手から力が抜ける。そっと、体を起こす。
「和クン？」
　心から不思議そうな顔と声。
　違う。違う。そうじゃない。違う。
　喩え偽善的で、上っ面だけで、薄っぺらくても構わない。俺は、こんなことできなかった。したくなかった。
「ごめん……舞、ごめん……」
「なんで謝ってるの？」可愛らしく小首を傾げる。そして何かに思い当たったように、舞は笑顔で言った。
「照れてるんだ？　和クン、大丈夫だよ」
「舞……」
「じゃあさ、和クン」最高のイタズラを思い付いた子供のように、無邪気な笑顔を輝かせて。
「私と、キスしよっか」
　目を閉じて、薄赤い唇を突き出す。
　俺は、見えない力で引っ張られるように、その唇に自分の唇を、そっと重ねた。時間にして、ほんの数秒の、だけど俺にとっては、生まれて初めてのキスだった。涙がまた、一筋落ちた。
　顔を離して目を開けると、舞は心なしか頬を染め、恥ずかしそうに俺を見詰めていた。そして、小さな声で呟いた。
「なんだか、初めてキスしたみたいな気持ち」
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